
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。












































１　ワク動どうのクリスマス企き画かく






（ええと、着き替がえの靴くつ下したと、パジャマと……パジャマって、ふつうのでいいのかな？）

　日にち曜よう日びの夕ゆう暮ぐれ時どき。

　わたし、秋あき吉よし一いち歌かは、自じ分ぶんの部へ屋やでタンスとにらめっこしていた。

　というのも、今こん週しゅうの火か曜よう日びから、いよいよ六年ねん生せいの修しゅう学がく旅りょ行こうがあるんだ。

　それで、ママに手て伝つだってもらいながら、荷に物もつの準じゅん備びをしてるってわけ。

（う～ん、わたしだけ襟えりつきのパジャマで、みんなジャージだったら、ういちゃうし……ユキちゃんにどうするか聞きいてみようかな）

　そう思おもって携けい帯たいを手てにとったとき。

　ピロリーン♪

　ちょうど、お知しらせ音おんが鳴なった。

　新しん着ちゃくメッセージ、二件けん。





コウスケ『日にち曜ようＯＫだぞ！』

Ｒｉｉりー『日にち曜よう日び、大だい丈じょう夫ぶです♪』






　メッセージアプリの個こ別べつトーク。

　ふたりから届とどいたメッセージに、それぞれ返へん信しんする。





いっちー『ありがとう！　じゃあ、そうつたえておくね！』






　送そう信しんボタンを押おすと、ひとりでに笑えみがこぼれる。

（あ～、つぎの日にち曜よう日び、楽たのしみだな～っ！）

　みんなと会あう約やく束そくをするのは、もう何なん回かい目めかわからないくらいなのに、いつだってすっごくワクワクしちゃう。




　ソライロっていうのは、わたしが所しょ属ぞくしている音おん楽がく創そう作さくサークルの名な前まえ。

　わたしは「絵え師し」として、仲なか間まといっしょに動どう画が投とう稿こうをしてるんだ！

　今いまメッセージを送おくってくれた、「歌うたい手て」のコウスケ先せん輩ぱいと、「動どう画が師し」のりーちゃん。

　そしてもうひとり。ソライロの代だい表ひょうであり、作さっ曲きょく担たん当とうのアオイさん。

　四人にんで力ちからをあわせて、ひとつの動どう画がをつくるの。

　べつべつの町まちに住すんでるから、ふだんはメッセージでやりとりをしながら作さ業ぎょうをすすめていって。

　お休やすみの日ひに予よ定ていが合あえば、ミーティングや制せい作さく会かいのためにあつまることもある。

　みんなで意い見けんを言いい合あいながら動どう画がをつくるのは、本ほん当とうに楽たのしいんだ！

　あ。アオイさんとはまだ会あえてなくて、四人にんで顔かおを合あわせてのミーティングは実じつ現げんしてないんだけど……。

（そういえば……次じ回かいあつまるのは、いちおう「四人にん」ではあるんだよね）

　そう思おもった瞬しゅん間かん。

　あの日ひの光こう景けいが、頭あたまによみがえった──。




　夕ゆう暮ぐれの図と書しょ室しつ。

　目めの前まえにいるのは、クラスメイトの冴さえ木き奏そう太たくん。

　調しらべ学がく習しゅうの発はっ表ぴょうが終おわったあと、「放ほう課か後ご、図と書しょ室しつで待まってる」ってメモをわたされて。

　行いってみたら、ふたりきりで。

　……いったい、なんの用よう事じだろう？

　ソワソワするわたしをまっすぐに見みつめたまま、彼かれは、そっと沈ちん黙もくをやぶった。




「秋あき吉よし……。俺おれ、じつは──」




　キーンコーンカーンコーン

　やけに大おおきくひびく、チャイムの音おと。

　言こと葉ばをさえぎられた冴さえ木きくんは、一いち度ど、口くちをつぐみ。

　チャイムが鳴なり終おわるのを待まってから、ふたたび話はなしだす。

「……俺おれ、ソライロのみんなに会あいたいんだ」

「えっ？」

「もちろん、秋あき吉よしもいっしょに。秋あき吉よしから、ふたりに都つ合ごうを聞きいてみてくれないかな？」

　体からだに入はいっていた力ちからが、ふっとぬける感かんじがした。
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（話はなしって……そういうことかぁ）

　わたしがソライロの絵え師しをしてること、学がっ校こうのみんなには秘ひ密みつにしてるんだけど、親しん友ゆうのユキちゃんと、冴さえ木きくんだけは知しってるんだ。

　とくに冴さえ木きくんは、はじめての顔かお合あわせにつきあってくれたり、いっしょにワク動どうフェスっていうイベントに行いったりもしたから、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんとも知しり合あいなの。

　つまり、わたしを図と書しょ室しつによびだしたのは、ほかの子こにソライロの話はなしを聞きかれないようにって、気きをつかってくれたからだったんだ。

（うぅ……ユキちゃんが「『男だん子しに放ほう課か後ごよびだされる＝イコール告こく白はく』と、相そう場ばはきまってるじゃん！」なんて言いうもんだから、変へんに身み構がまえちゃったよ……もう～、はずかしいっ！）

　顔かおが、かあっと火ほ照てる。

　でもでも！　ユキちゃんに言いわれる前まえは、わたし、ちゃんと「ソライロの話はなしかも」って思おもってたもん！

　だいたい、学がく年ねん一いちのモテ男だん子し、冴さえ木きくんが、わたしに告こく白はくなんてあるわけないし……！

　両りょう手てで顔かおをはさんで、アワアワしていると。

「えっと……ダメ？」

　声こえがしてハッとわれにかえる。

　冴さえ木きくんは、こまったようにわたしを見みてた。

「ご、ごめん、ボーッとしてた！　ぜんぜんダメじゃないよ！」

　あわてて、早はや口くちでこたえる。

「よかった。修しゅう学がく旅りょ行こうのあとの日にち曜ようあたりはどうかな」

「わたしは大だい丈じょう夫ぶだと思おもう。ふたりに聞きいてみるね！」




　──と、いうことがあったの。

　だから、つぎの日にち曜よう日びは、わたしとコウスケ先せん輩ぱいとりーちゃん、そして冴さえ木きくんの四人にんで会あうことになってるんだ。

　日にっ程ていは無ぶ事じきまったことだし、あとは、冴さえ木きくんに連れん絡らくをして……。

　メッセージアプリをとじて、メールアプリをひらく。

　冴さえ木きくんの連れん絡らく先さきは、メールアドレスでしか知しらないの。

（えーっと……「サ」だから……）

　あて先さきを選せん択たくするときに出でた、「冴さえ木きくん」の文も字じ。

　なぜか、ドキッと手てが止とまる。

　なんか、緊きん張ちょうするな。なんでだろ。

　なかなか指ゆびがすすまない。

　……いっそ、明日あした、学がっ校こうで会あったときつたえる？

　いや、でも、冴さえ木きくんと日にち曜ように会あう話はなしなんて、万まんが一いちクラスの子こに聞きかれでもしたら、ぜったい変へんな誤ご解かいされる！

　それに、顔かおを見みて話はなすほうが、緊きん張ちょうするだろうし……。

（……うん。やっぱメールにしよ！）





『冴さえ木きくんへ

　秋あき吉よしです。ソライロのみんなに都つ合ごうをきいたよ。今こん度どの日にち曜よう日び、大だい丈じょう夫ぶだって。』






（送そう信しん……えいっ！）

　よし、送おくった──！

　ピロリーン♪

「わあっ!?」

　ほぼ同どう時じにお知しらせ音おんが鳴なって、おもわずとびあがる。

（ウソ!?　冴さえ木きくん、返へん事じはやすぎない!?）

　おどろいていると、画が面めんにメッセージが表ひょう示じされた。





コウスケ『つぎの動どう画がだけど、クリスマス企き画かくに参さん加かしよーぜ！』






　ソライロのグループトーク画が面めんだった。

（そ、そりゃそうだよね。メール送おくったと同どう時じに、冴さえ木きくんから返へん事じがくるわけないもん）

　いったん深しん呼こ吸きゅうして気き持もちを落おちつけてから、返へん事じを送おくる。





いっちー『クリスマス企き画かくって？』

Ｒｉｉりー『簡かん単たんにいうと、「動どう画が投とう稿こうで盛もり上あげるお祭まつり」ですね。さまざまなジャンルの動どう画が投とう稿こう者しゃたちが、イベント期き間かん中ちゅうに『＃ワク動どうクリスマス』のタグをつけて、クリスマスをテーマにした動どう画がをアップするのです』

コウスケ『ワク動どうのトップページがクリスマス動どう画が一いっ色しょくになってさ。スゲーたのしいんだよ！』






　ふたりの説せつ明めいを読よみながら、「へ～！」とうなずく。

　クリスマス企き画かくは、そもそも、ワク動どうユーザーが「クリスマス暇ひまだから自じ分ぶんたちで勝かっ手てに盛もり上あがろう！」って感かんじで、自し然ぜん発はっ生せい的てきにはじまったんだって。

　だからコンテストとはちがって、競きそいあったり順じゅん位いをつけたりはしない。

　みんなでお祭まつりの雰ふん囲い気きをつくっていく、ユーザー主しゅ導どうのイベントらしい。

　最さい近きんはワク動どうの運うん営えいも協きょう賛さんしてて、参さん加かユーザーには、なんと抽ちゅう選せんでクリスマスプレゼントが当あたるとか！

（クリスマスかぁ～！）

　まだ二か月げつ近ちかく先さきだけど、その単たん語ごを聞きくだけで、もうテンションが上あがっちゃう。

　ちょうどソライロ五本ほん目めの動どう画が『ＳＷＩＴＣＨスイッチ☆ＯＮオン（リベンジＶｅｒ．）』が完かん成せいして、すこし経たったところ。

　つぎの動どう画がをつくりはじめるには、ちょうどいいタイミングだよね。





いっちー『楽たのしそう！　ソライロで動どう画がつくってみたいね！』

コウスケ『つくろうぜ！　ソライロ組くむ前まえ、リイコとふたりで「歌うたってみた」の動どう画がを投とう稿こうしてたときも、クリスマス企き画かく参さん加かしたんだよな！』

Ｒｉｉりー『そうでしたね！　なつかしいです！』






　すっかりムードが盛もり上あがってきたとき、ふと気きがついた。

（そういえば、まだアオイさんからメッセージがきてないな……）

　ソライロのグループトークは、わたしたち三人にんとアオイさん、四人にん全ぜん員いんが参さん加かしてるの。

　内ない容ようはつぎの動どう画がの相そう談だんだし、いつもだったら、アオイさんも会かい話わに入はいってきてくれるのに。

（アオイさん……いそがしいのかな？）

　ぼんやり考かんがえてたら、「ピロンッ♪」とお知しらせ音おんが鳴なった。

　冴さえ木きくんから。メールの返へん事じだ。





『了りょう解かい。ありがとう』






　シンプルで短みじかい言こと葉ば。

　冴さえ木きくんらしいな。

　いつものクールな顔かおがうかんで、クスッと笑えみがもれる。

（それにしても、ソライロのみんなに会あいたいって、急きゅうにどうしたんだろうな）

　四人にんで会あったのは夏なつ休やすみのお泊とまり会かい以い来らいだから……ひさしぶりに、みんなと話はなしたいってことかな。冴さえ木きくん、ソライロの動どう画がを好すきって言いってくれてるし。

　首くびをひねりながら受じゅ信しんメールをながめていると。

　コンコン

　ノックの音おとがしたと思おもったら、返へん事じをする前まえに、ガチャリとドアが開あいた。

「ねぇ、いっちゃん。バスタオルってこれでいいかなぁ？」

「あっ」

　やば。と思おもったときは、もう遅おそかった。

「えぇぇ？　いっちゃん準じゅん備びサボってる！　ずるーい！　ママは真ま面じ目めにお手て伝つだいしてるのに！」

　腕うで組ぐみをしてむくれるママ。

　しまった。修しゅう学がく旅りょ行こうの準じゅん備びの途と中ちゅうだってこと、すっかり忘わすれてた！

「ご、ごめん！　ちょっと休きゅう憩けいしてただけだから！」

　あわててあやまると、わたしは携けい帯たいを横よこに置おいて、準じゅん備びを再さい開かいした。








２　ドキドキの修しゅう学がく旅りょ行こう！






「あっ、一いち歌か、見みて！　『想そう像ぞうの象ぞう』って、あれじゃない!?」

　ユキちゃんが、はしゃぎながらわたしの肩かたをたたく。

「えっ、どこ？」

「ほら、あそこ！　もっと上うえのほう！」

　いつも元げん気きいっぱいなユキちゃんだけど、今日きょうは、いつも以い上じょうにパワー全ぜん開かいだ。




　それもそのはず。

　今日きょうは、待まちに待まった修しゅう学がく旅りょ行こう、一日にち目め！

　晴せい天てん小しょうの六年ねん生せい一いっ行こうは、朝あさはやくからバスにゆられて、目もく的てき地ちの栃とち木ぎ県けん日にっ光こう市しへやってきた。

　日にっ程ていのいちばんめは、ここ、日にっ光こう東とう照しょう宮ぐうの見けん学がく！

　いよいよはじまった旅りょ行こうにウキウキしながら、わたしは背せ伸のびをして、ユキちゃんが指ゆびさすほうを見み上あげる。
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「ほんとだ！　想そう像ぞうの象ぞう！　あの彫ちょう刻こくの下した書がきを、狩か野のう探たん幽ゆうさんが描かいたんだよね」

「想そう像ぞうで描かいたにしては、けっこういいセンいってんじゃない？」

「うん、たしかに！」

　ユキちゃんとあれこれ話はなしながら、「上かみ神じん庫こ」という建たて物ものの彫ちょう刻こくをながめる。

　ネットや雑ざっ誌しの写しゃ真しんでは何なん度ども見みたけど、じっさいに見みる建たて物ものは思おもっていた以い上じょうに大おおきく、迫はく力りょくがあった。

　修しゅう学がく旅りょ行こうの前まえにあった調しらべ学がく習しゅうでいろいろ学まなんだぶん、細こまかいところまでじっくり見みたくなる。

　時じ間かんがいくらあってもたりないって感かんじ。

「一いち歌か、つぎはあっち？」

「うん。このあとはいよいよ、陽よう明めい門もんだよ！」

　陽よう明めい門もんは、白しろい柱はしらと豪ごう華かな金きん箔ぱくが特とく徴ちょうの門もんで、あまりの美うつくしさに一いち日にち中じゅう見みててもあきないことから、別べつ名めい「日ひ暮ぐらしの門もん」とも呼よばれているらしい。

（陽よう明めい門もんは東とう照しょう宮ぐうの顔かおだし、なるべく長ながめに時じ間かんをとりたいよね。その先さきの本ほん殿でんは混こむらしいから、中なかに入はいるだけでも時じ間かんがかかると考かんがえると……）

　腕うで時ど計けいを確かく認にんしながら、頭あたまの中なかでのこりの時じ間かんを計けい算さんする。

　東とう照しょう宮ぐうでは班はん別べつ行こう動どう。時じ間かん内ないで見みたいところを全ぜん部ぶまわるには、ペース配はい分ぶんが大だい事じなんだ。

　班はん長ちょうのわたしが、しっかりしないと！

「よし、そろそろ移い動どうを……」

　言いいかけたとき、びゅんと、真ま横よこをだれかが駆かけぬけた。

「和泉いずみ！　陽よう明めい門もんまで競きょう走そうな！」

　武たけ宮みやくんの声こえに、ユキちゃんはすかさずギラリと目めを光ひからせる。

「フッ、あたしに勝かとうなんざ百年ねんはやいわ！」

　競きそうようにどんどん先さきに行いっちゃう、ユキちゃんと武たけ宮みやくん。

「は、走はしっちゃだめだよ！　ユキちゃん！　武たけ宮みやくんも！」

　あわてて声こえをかけつつ、ふりかえってあとのふたりをさがす。

　班はんのメンバーは、女じょ子しがわたしとユキちゃんとリリアちゃん。男だん子しは武たけ宮みやくんと冴さえ木きくん。

　調しらべ学がく習しゅうをのりこえて、バラバラだった班はんもようやくすこしまとまった。

　と、思おもってたんだけど……。

　やっぱり、個こ性せい的てきなメンバーがそろってることにはかわりない。

　とくにユキちゃんと武たけ宮みやくんのサッカークラブコンビは、いつもなにかしら言いい争あらそってる。

「冴さえ木きくん、リリアちゃん！　陽よう明めい門もんに移い動どうしよう！」

　ふたりの姿すがたを見みつけて声こえをかけると、わたしは早はや足あしでユキちゃんたちを追おいかけた。

　石いし段だんをのぼる途と中ちゅうで、念ねんのため、もう一いち度どうしろを見みる。

　……よし。リリアちゃんと冴さえ木きくんは、ちゃんとついてきてくれて──、

「冴さえ木き、レポートの書かき方かたおしえて！」

　ふいに、リリアちゃんが冴さえ木きくんに駆かけよった。

　横よこからのぞきこむようにして、冴さえ木きくんの顔かおを見み上あげる。

「……なんで俺おれ？　先せん生せいにきいたら」

　のけぞりぎみになって、眉まゆをひそめる冴さえ木きくん。

　でも、そんなのおかまいなし。

　リリアちゃんは自し然ぜんなそぶりで、ぽんっと冴さえ木きくんの肩かたにふれる。

「あんた歴れき史しくわしいじゃん。おなじ班はんなんだし、たすけあいは大だい事じでしょ？」

　にっこり、かわいらしい笑え顔がお。

　冴さえ木きくんは、こまったように頭あたまをかく。

「……ま、いいけど」

「ありがと。じゃ、さっそくココなんだけど……」

　言いいながら、リリアちゃんはさらにグイグイとくっついていく。

（……こうやって見みると、まるで高こう校こう生せいのカップルみたいだなぁ）

　ふたりとも、すらりと身しん長ちょうが高たかくて大人おとなっぽい顔かお立だち。

　ふだんはランドセルだけど、今日きょうは私し服ふくにリュックだから、よけいに大人おとなびて見みえる。




　リリアちゃんはオシャレ系けいグループのリーダーで、クラスでも中ちゅう心しん的てき存そん在ざいの子こ。

　自じ分ぶんの意い見けんをしっかり持もってて、どんな場ば面めんでも堂どう々どうと、積せっ極きょく的てきに行こう動どうできるんだ。

　リリアちゃんのそういうところ、わたしにはない部ぶ分ぶんだからすごくあこがれるし、いいなぁと思おもう。

　班はんのメンバーがたすけあうのだって、班はん長ちょうとしては、うれしい。

　ただ……なんというか。

　あの感かんじは、「たすけあい」っていうより……。

「リリア、わっかりやす～」

　顔かおを上あげると、ユキちゃんが、ニヤニヤとひやかすような笑えみをうかべていた。

　考かんがえながら歩あるいてたら、いつのまにか追おいついてたんだ。

「アレはぜったい、旅りょ行こう中ちゅうに冴さえ木きをオトす気きだよ。ハンターの目めしてるもん」

　ユキちゃんの言こと葉ばに、ギクリと息いきをのむ。

（さ、さすが、ユキちゃんはするどいなぁ……）

　じつはリリアちゃん、調しらべ学がく習しゅうがきっかけで、冴さえ木きくんのことを好すきになったんだって。

　本ほん人にんが「ナイショね」ってこっそりうちあけてくれたから、わたしは知しってたんだけど。

　もしかすると……あんまりかくす気きないのかな？

（リリアちゃんが本ほん気きならいいけど……もし、遊あそびや気きまぐれだったら、嫌いやだな……）

　じっと考かんがえこんで。

　ふいに、体たい温おんがカーッと急きゅう上じょう昇しょうする。

（ほ、本ほん気きならいいけど、って、わたしどこから目め線せんなの!?）

　冴さえ木きくんがだれと仲なか良よくしようと、だれに「オトされ」ようと、わたしには関かん係けいないのに。

　やだな、もう。ユキちゃんが変へんなこと言いうから……。

　赤あかくなったほっぺを両りょう手てでかくしながら、そっとふたりの姿すがたをうかがう。

　リリアちゃんは、目めをキラキラさせながら冴さえ木きくんに話はなしかけてる。

　恋こいする女おんなの子この顔かお。

　……なんでだろう。

　胸むねが、ちょっぴりモヤモヤする……。




「おっ！　まるちゃん先せん生せいいるぞ！」

　武たけ宮みやくんの声こえがした。

　見みると、門もんの近ちかくにある「鼓こ楼ろう」というやぐらの前まえに、担たん任にんの丸まる子こちよみ先せん生せいが立たっていた。

「あっ、きたきた。こちら第だい三チェックポイントでーす！」

　先せん生せいは、いつもの元げん気きな笑え顔がおで手てをふってくれる。

　班はん別べつ行こう動どうのときはオリエンテーリング形けい式しきで、境けい内だいのところどころに立たってる先せん生せいをチェックポイントとして、順じゅん番ばんに回まわっていくっていうルールなの。

　そこで日にっ光こうにまつわるクイズにこたえられたら、スタンプをおしてもらえる。

　真ま面じ目めに見けん学がくできてるかの確かく認にんと、班はん員いんがそろってるかのチェックもかねてるんだって。

　わたしは班はん長ちょうなので、みんなの先せん頭とうに立たって、先せん生せいにスタンプカードをわたす。

「六年ねん二組くみ六班ぱんです。班はん員いん五人にん、全ぜん員いん……」

「五人にん？　秋あき吉よしさん、冴さえ木きくんと川かわ田ださんは？」

「えっ」

　うしろを見みると、冴さえ木きくんとリリアちゃんがいない。

（なんで？　さっきまでいたはずなのに！）

　大おおあわてで、周しゅう囲いをキョロキョロ。

　境けい内だいは、一いっ般ぱんの観かん光こう客きゃくもたくさんいて、見み通とおしがつきにくい。

　首くびをのばしながら必ひっ死しに捜さがして……ようやく、反はん対たい側がわの「鐘しょう楼ろう」の近ちかくに、ふたりの姿すがたを見みつける。

「お～～～～い！　冴さえ木き、リリア！　なにしてんの！」

「おいてくぞ～～～～～っ！」

　ユキちゃんと武たけ宮みやくんの大おお声ごえで、ふたりは速はや足あしでこちらへやってくる。

（あ……）

　リリアちゃん、さりげなく冴さえ木きくんの手て、つかんでる……。




「まとめるの大たい変へんだと思おもうけど、迷まい子ごはださないようにね！　たのむよ～」

　無ぶ事じクイズに正せい解かいしたあと、先せん生せいはスタンプをおしながら苦にが笑わらいをうかべた。

「は、はい。すみません……」

　注ちゅう意いされちゃった。

　しゅんと肩かたを落おとしていると、すぐさま、ユキちゃんが怒いかりの声こえをあげる。

「ちょっと、あんたら勝かっ手てな行こう動どうやめてよね！　怒おこられるのは班はん長ちょうの一いち歌かなんだから！」

「ごめん」

　申もうし訳わけなさそうに言いう冴さえ木きくん。

　すぐに、「あ、ううん」と首くびをふろうとしたら、

「ちょっとおくれただけじゃん。うるさいなー」

　わたしと冴さえ木きくんのあいだに、リリアちゃんが、ずいっとわりこんできた。

　びっくりしているうちに、ユキちゃんが「はぁ？」と声こえを荒あららげる。

「うるさく言いわせてんのはそっちでしょ！　言いわなくてもちゃんとついてきなよ！」

「なによ。そっちだって、さっき境けい内だい走はしってたじゃん。自じ分ぶんの迷めい惑わく行こう為いは棚たなにあげてお説せっ教きょうとか、やめてよね」

「ぐぬっ。あ、あれはタケが……！」

「ま、いーや。冴さえ木き、さっきの陽よう明めい門もんの話はなし、つづき教おしえて！」

　リリアちゃんは、冴さえ木きくんの腕うでをつかんでどんどん歩あるきだす。

（あ。まただ……）

　胸むねにわきあがる、モヤッとした気き持もち。




　そのあとも、リリアちゃんはずっと、冴さえ木きくんのとなりをキープしていた。

　本ほん地じ堂どうで、鳴なき龍りゅうの説せつ明めいを聞きくときも。

　クラス写しゃ真しんの撮さつ影えいのときも。

　ならんで歩あるくふたりの姿すがたを、わたしは、ただうしろから見みつめることしかできなかった。








３　お似に合あいなふたり






（つ、つかれた……！）

　お風ふ呂ろから部へ屋やに帰かえってくるなり、そのままお布ふ団とんへたおれこむ。

　ふりかえると、なかなかハードなスケジュールだった。

　今け朝さは五時じ起おきで、六時じに学がっ校こう集しゅう合ごう。

　バスで何なん時じ間かんもゆられたあとは、東とう照しょう宮ぐう、竜りゅう頭ずの滝たき、戦せん場じょうヶが原はら、湯ゆ滝たきと立たてつづけの見けん学がくで、歩あるきっぱなし。

　班はん長ちょうだから、集しゅう合ごうやバスの乗のり降おりのたびに班はん員いんの確かく認にんと報ほう告こくをしなきゃいけなかったし。

　冴さえ木きくんとリリアちゃんの行こう動どうも、いちいち気きになっちゃって……！

　心こころも体からだも、へとへとだ。

　あ～、全ぜん身しんが重おもい。このまま寝ねられそう……。

「一いち歌か？　お～い、い・ち・か～」

　ぼんやりしてたら、目めの前まえにドーンとユキちゃんの顔かおがあらわれた。

「わぁっ!?　び、びっくりしたぁ！」

「大だい丈じょう夫ぶ？　つかれちゃった？」

　ユキちゃんに聞きかれて、素す直なおにこっくりうなずく。

「んん……けっこう、つかれちゃったかも……」

「一いち歌か、班はん長ちょうがんばってたもんね。おつかれさま～！」

　ユキちゃんは、上うえからグリグリと肩かたをもんでくれる。

「い、いたた……」

　力ちからの加か減げんが強つよめで、ちょっぴり痛いたい。

「あれ、強つよかった？　じゃあ、こんな感かんじはどう？」

「あははっ！　今こん度どはくすぐったい！」

　ユキちゃんとじゃれあってるうちに、自し然ぜんと笑えみがこぼれる。

　今日きょう一いち日にち、すごく大たい変へんだったけど、それ以い上じょうに、すっごく楽たのしかった。

　おしゃべりしながらの観かん光こう。

　バスの中なかでのカラオケ大たい会かい。

　友ともだちと入はいる大おおきなお風ふ呂ろ。

　そして今こん夜やは、布ふ団とんをならべていっしょに寝ねるんだ。

　いつもとはちがう、特とく別べつな一いち日にち。

　そう思おもうと、この体からだの重おもさも、心ここ地ちよい疲つかれに感かんじてくる。




「あ、一いち歌かちゃん。そろそろ九時じになるよ」

　ふいに、荷に物もつ整せい理りをしていた広ひろ海みちゃんが言いった。

　九時じ……？

　数すう秒びょう、ボーッと首くびをかたむけて。

「そうだ、班はん長ちょう集しゅう会かい！」

　ガバッと、はじかれたように起おき上あがる。

　いきおいで布ふ団とんにひっくりかえったユキちゃんにあやまりながら、しおりをひらく。

『21時じ～　班はん長ちょう集しゅう会かい（１階かいロビー）』

　時と計けいを見みると、八時じ五十分ぷんすぎ。

　あぶない。遅ち刻こくするところだった。

「広ひろ海みちゃん、おしえてくれてありがとう！」

「うん。それと、もしリリア見みかけたら、消しょう灯とうまでにもどるように言いったほうがいいよ」

「あれ？　そういえば、リリアちゃんって、まだもどってきてないね」

　お風ふ呂ろを出でて、お土産みやげコーナーをのぞいてたところまではいっしょだったのに。

「あ。リリアちゃんなら、さっき、マナちゃんとエリィちゃんのとこ行いくって言いってたよ～」

　樹じゅ里りちゃんの言こと葉ばに、「ああ」と納なっ得とくする。

　この部へ屋や割わりは、五班はんと六班ぱんの女じょ子し五人にんの合ごう同どう部べ屋やなんだけど、五人にんの中なかで、わたしとユキちゃん、広ひろ海みちゃんと樹じゅ里りちゃんは親しん友ゆう同どう士し。さらに、四人にんでも仲なかがいい。

　リリアちゃんだけ、仲なかのいい子こと、はなればなれになっちゃったんだ。

（小しょう学がっ校こう生せい活かつ最さい後ごの修しゅう学がく旅りょ行こうだもん。友ともだちと、思おもい出でづくりしたいよね）

　わたしが逆ぎゃくの立たち場ばだったら、ぜったいユキちゃんのいる部へ屋やに遊あそびに行いくと思おもうし。

「消しょう灯とうって何なん時じだっけ？　なるべくギリギリに呼よびに行いってあげたほうがいいよね、きっと」

　しおりを見みながら、これからのスケジュールを確かく認にんする。

　消しょう灯とうは九時じ半はん。その五分ふん前まえに先せん生せいが一部へ屋やずつまわってきて、同どう室しつの子こが全ぜん員いんいるかチェックする、点てん呼この時じ間かんがあるらしい。

　東とう照しょう宮ぐうでは班はん員いんがそろってなくて先せん生せいに注ちゅう意いされちゃったから、今こん度どこそ、ちゃんとしなきゃだよね。

「リリアはぜったい時じ間かん見みてないからなー。呼よびに行いくとき、あたしもつきあうよ」

「ホント？　ありがとう、ユキちゃん！」

「うん！　班はん長ちょう集しゅう会かい、道みち迷まよわないようにね」

　ユキちゃんはお布ふ団とんの上うえでストレッチをしながら、ひらひらと手てをふる。

　わたしはしおりと筆ひっ記き用よう具ぐを持もって、部へ屋やを出でた。




　廊ろう下かを歩あるいていると、あちこちの部へ屋やの中なかから、ワイワイとにぎやかな声こえがきこえる。

　八時じから九時じ半はんまでは、入にゅう浴よく時じ間かん兼けん自じ由ゆう時じ間かん。お風ふ呂ろの順じゅん番ばんを待まつ間あいだにお土産みやげを見みに行いったり、ほかの部へ屋やと行いき来きしたり。みんな、思おもい思おもいの時じ間かんをすごしている。

（一階かいのロビーだよね。ここからだと、北きた階かい段だんを下おりて……）

　しおりにプリントされた館かん内ないの見み取とり図ずを確かく認にんしながら、階かい段だんにむかっていたときだった。

（あれ？）

　ふと、人ひと気けのない廊ろう下かのすみのほうに、リリアちゃんの姿すがたを見みつける。

　サラサラの黒くろ髪かみに、すらっとのびた脚あし。

　お風ふ呂ろ上あがりの部へ屋や着ぎ姿すがたでも、すごくオシャレだ。

（だれかと話はなしてるみたいだし……あとでユキちゃんと呼よびに行いくことになってるから、今いまは声こえをかけなくてもいいかな）

　そう思おもって、階かい段だんへつづく角かどを曲まがろうとした瞬しゅん間かん、あっと息いきをのむ。

　リリアちゃんのとなりに、背せの高たかい男だん子しの後うしろ姿すがたが見みえた。

　──冴さえ木きくんだ！
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　びっくりして、とっさに、壁かべのかげに身みをかくす。

（な、なんでふたりが、いっしょにいるの……？）

　鼓こ動どうが、ドクドクとスピードをあげる。

　あんなところで……それもふたりきりで、なにを話はなしてるんだろう。

　ふたりの様よう子すが気きになって、かげから、そーっと顔かおをだす。

　スタイルのいいふたりのシルエットは、遠とおくから見みても絵えになる。

　リリアちゃんは時とき折おり、髪かみをさわりながら、冴さえ木きくんにほほえみかけている。

（本ほん当とうに、お似に合あいのカップルみたい……）

　ズキンッ

　とつぜん、胸むねに痛いたみが走はしった。

　あわてて、シャツの上うえから手てをあてる。

（……なんで、こんな気き持もちになるの？）

　ザワザワと波なみたつ心こころ。

　ふたりから無む理りやり目めをそらすと、わたしはその場ばから逃にげるように階かい段だんを駆かけ下おりた。

（冴さえ木きくんがどこでだれと話はなしてようが、だれとつきあおうが、わたしには関かん係けいないよ。だって、わたしが好すきなのは──アオイさんだもん）

　自じ分ぶんに言いい聞きかせるように考かんがえながら、歩あるくスピードを速はやめる。

　ソライロに出で会あって、いっしょに活かつ動どうするうち、わたしはアオイさんのことを好すきになった。

　それはわたしにとって、すごく大たい切せつで、特とく別べつな気き持もちなんだ。

　それなのに…………。

　なんで冴さえ木きくんのこと、こんなに気きになるんだろう？








４　夜よふかし女じょ子しトーク






　班はん長ちょう集しゅう会かいが終おわったあと。

　部へ屋やにもどって歯はみがきや片かたづけをしてるうちに、あっというまに消しょう灯とうの時じ間かんになった。

「３０５号ごう室しつ。秋あき吉よし、和泉いずみ、川かわ田だ、戸と沢ざわ、堀ほり。五人にん全ぜん員いんいます」

「オッケー。それじゃ消しょう灯とうしてください。『さわがない・夜よふかししない・寝ね坊ぼうしない』を守まもって、ゆっくり休やすんでくださいねー。おやすみ！」

　点てん呼こでまわってきたまるちゃん先せん生せいに、みんなで「おやすみなさーい」とあいさつする。

　時じ刻こくは九時じ半はんちょうど。

　さっきまではすごく眠ねむかったけど……廊ろう下かで冴さえ木きくんとリリアちゃんの姿すがたを目もく撃げきしたせいか、みょうに目めがさえちゃったな。

「じゃあ、電でん気き消けすね」

「お、サンキュー一いち歌か」

　みんなを代だい表ひょうして、電でん気きのスイッチを消けす。

　点てん呼こ、消しょう灯とう、ともに完かん了りょう。

　これで、一日にち目めの班はん長ちょうとしての仕し事ごとは、なんとか無ぶ事じに終おわった。

　暗くら闇やみの中なか、ふぅと息いきをつきながら、お布ふ団とんにもぐりこんだら。

「まだ九時じ半はんじゃん。まさか、みんな寝ねないでしょ？」

　さっそく、リリアちゃんが携けい帯たいをとりだした。

　画が面めんの明あかるい光ひかりで、ふたたびみんなの顔かおがよく見みえるようになる。
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「うわ～、リリアやっぱ持もってきてたんだ。とりあげられてもしらないよ？」

　ユキちゃんが顔かおをしかめるけど、リリアちゃんはよゆうの表ひょう情じょう。

「一いっ生しょうに一いち度どしかない、小しょう学がっ校こう生せい活かつ最さい後ごの修しゅう学がく旅りょ行こうだよ？　べつに危き険けんなことしてるわけでもないし、大おおさわぎしなければ、ちょっと夜よふかしするくらい大おお目めに見みてくれるって」

　先せん生せいにバレるのはこわいけど、たしかに、このまま寝ねちゃうのはすこしもったいない気きがする。

　クラスの友ともだちと枕まくらをならべておしゃべりなんて、めったにできないし。

　夜よふかしってひびき、ちょっとワクワクする。

　携けい帯たいの明あかりに照てらされながら、みんなで目め配くばせして、クスッと笑わらいあう。

　どうやら、みんなも同おなじ気き持もちみたい。

「さーて。とりあえず、旅りょ行こうの夜よるといえば恋こいバナだよね？」

　どきっ

　リリアちゃんの言こと葉ばでパッとうかんだのは、さっき廊ろう下かで見みた冴さえ木きくんの姿すがた。

（ち、ちがうちがう！　わたしが好すきなのはアオイさんだもん……っ！）

　すぐに首くびをブンブンふって、冴さえ木きくんを頭あたまから追おいだす。

　だけど……ソライロのことは秘ひ密みつだから、けっきょく、アオイさんの話はなしはできないんだよね。

　リリアちゃんから冴さえ木きくんの話はなしを聞きくのも、モヤモヤして、気きがすすまない。

　もし、「好すきな人ひと」の話はなしになったら、どうしよう……！

　枕まくらをぎゅっと抱だきしめてちぢこまっていると、広ひろ海みちゃんがはしゃいだ声こえで、「私わたし、ヒミツの情じょう報ほうあるよ！」と言いった。

「この前まえ、一組くみの友ともだちに聞きいたんだけど……白しら石いしいるじゃん、バスケクラブの。あいつ、エリィのこと好すきらしいよ！」

　キャーッと歓かん声せいがあがる。

「マジで？　エリィにおしえてあげよ！」

「わ～！　白しら石いしくん、告こく白はくするのかな？」

「卒そつ業ぎょうまであと四か月げつでしょ？　白しら石いし、中ちゅう学がくは私し立りつ行いくらしいし、告こくるかもね～！」

　リリアちゃんは携けい帯たいでメッセージを打うちながら、この上うえなく楽たのしそうな笑えみをうかべる。

「あ、一組くみといえば、カンナちゃんがタケのこと好すきってマジかな？　アタシはタケとか、百パー恋れん愛あい対たい象しょうにならないけど」

「うわ。リリアは、あいかわらずようしゃないね」

　広ひろ海みちゃんがあきれたように笑わらう。

「でもでも、タケくんって、サッカーしてるときはかっこいいよね。下か級きゅう生せいにもやさしいし」

　樹じゅ里りちゃんが言いうと、みんないっせいにニヤッと笑わらう。

「あれれ？　樹じゅ里り、あんたもしかして～？」

「もう、それならはやく言いってくれればいいのに～！」

「えぇっ!?　ちがうよ、からかわないでよぉ！　だいたい、タケくんはどう見みてもユキちゃんのこと好すきじゃん！」

「えっ、そうなの？」

　びっくりして声こえをあげると、みんないっせいにコクリとうなずく。

「クラスで気きづいてないの、たぶん一いち歌かちゃんとユキくらいだよ」

「あんたらでこぼこコンビだけど、ニブいとこはそっくりだよね」

　はずかしくなって、しゅんと小ちいさくなる。

　わたし、そんなにニブいのかな……。

「……で。どうなの？　ユキ」

　リリアちゃんの声こえ。

　みんなの視し線せんがユキちゃんにあつまるけど、そこから数すう秒びょう間かん、しーんと沈ちん黙もくが流ながれる。

　不ふ思し議ぎに思おもって、顔かおをのぞきこむと。

「…………ぐぅ」

　ユキちゃんは、まさかの大だい爆ばく睡すい。

「アハハッ、マジで寝ねてる！　寝ね顔がおの写しゃ真しん撮とってやろ～っと」

「これだけ横よこでしゃべってるのに起おきないって、さすがユキだね」

「ユキちゃん、今日きょうはいつも以い上じょうにパワー全ぜん開かいだったもん。つかれちゃったんだよ」

　気き持もちよさそうなユキちゃんの寝ね顔がおがかわいくて。

　みんなで、おなかをかかえて大おお笑わらいした。




　それから、いろんなうわさ話ばなしとか、理り想そうのデートとか。

　話わ題だいはつぎつぎにうつっていって、みんなの声こえがすこしずつ眠ねむそうになってきたころ。

「──アタシ、一いち途ずじゃない人ひとはナシかなぁ」

　リリアちゃんが、ふと真ま面じ目めな声こえで言いった。

「わかる～、樹じゅ里りも一いち途ずな人ひとがいい！」

「私わたしも。浮うわ気きされたら即そく別わかれる！」

　みんなが賛さん同どうするなか、わたしはヒヤヒヤと落おちつきなく指ゆび先さきをさわる。

　一いち途ずな人ひとがいい。

　その意い見けんには、賛さん成せいなんだけど……。

「でも、リリアは小こ悪あく魔まなんでしょ？　中ちゅう学がく生せいの先せん輩ぱいに二ふた股またかけて、彼かれら親しん友ゆう同どう士しだったのに、リリアをめぐって殴なぐり合あいのケンカをしたとかってウワサで聞きいたけど」

「え～っ、こわぁ～い！」

「ハァ？　それデマだから！　むこうが勝かっ手てに言いいよってきて、何なん度どか三人にんで遊あそんだだけ！　どっちもちゃんと断ことわったし。言いっとくけどアタシ、好すきになったら超ちょう一いち途ずだからね？」

　リリアちゃんは不ふ服ふくそうに口くちをとがらせる。

「浮うわ気きとか二ふた股またとか、けっきょく、どっちも百パーな気き持もちじゃないってことでしょ？　アタシそういうのムリ」




　そのうち、ひとり、またひとりと声こえがなくなり、いつのまにか部へ屋やはしずかになった。

　だけど暗くら闇やみの中なか、わたしはなかなか眠ねむれずにいた。

　かけ布ぶ団とんを口くち元もとまで引ひき上あげて、じっと天てん井じょうを見みつめる。

　最さい後ごにあがった話わ題だいが、頭あたまをぐるぐるとまわって、はなれない。

　一いち途ずじゃない。二ふた股また。浮うわ気き……。

　ちがう。そうじゃないって、必ひっ死しに思おもうけど。

　胸むねが、キュッとしめつけられる。

　アオイさんのことが好すきなのに、同どう時じに、冴さえ木きくんのことも気きになってるなんて──だれにも知しられたくないよ。
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５　アオイさんの正しょう体たい






　修しゅう学がく旅りょ行こうから帰かえってきて、数すう日じつ。

　旅りょ行こうは楽たのしかったけど、心こころの片かた隅すみに、ずっとモヤモヤしたものが引ひっかかっていた。

　原げん因いんは、はっきりとわかってる。

　アオイさんを好すきなはずなのに、なぜか、冴さえ木きくんのことばかり気きになっちゃってること。

　自じ分ぶんでも受うけ入いれられなくて、とまどうばかりだ。

　わたしって、移うつり気ぎな、悪わるい女おんなの子こなのかな？

　将しょう来らい、浮うわ気きとか二ふた股またとか、ひどいことする大人おとなになっちゃうのかな……？

　考かんがえてたら悲かなしくなって、ブンブン頭あたまをふる。

（ううん。きっと、ちがう。ぜったいちがうよ）

　冴さえ木きくんのことが気きになるのは、となりの席せきになっていっしょにすごす時じ間かんがふえたから、なんとなくそんな気き分ぶんになっちゃってるだけだ。

　冴さえ木きくんは、友ともだちだもん。

　すこし距きょ離りをとって冷れい静せいになれば、この気き持もちは勘かん違ちがいだってわかるはず！




　なんて思おもってた矢や先さきの、日にち曜よう日び。

　ちょうどタイミングが悪わるく、というか……。

　そっととなりを見みると、つり革かわにつかまりながら窓まどの外そとをながめる、冴さえ木きくんの横よこ顔がおがある。

　──ソライロのみんなに会あいたいんだ。

　あの約やく束そくの日ひが、ついにやってきたんだ。




　待まち合あわせは、いつもの春はる風かぜ駅えき。

　冴さえ木きくんとは最も寄よりの晴せい天てん駅えきに集しゅう合ごうして、いっしょに電でん車しゃに乗のった。

　学がっ校こうではリリアちゃんが冴さえ木きくんのそばをキープしてることもあって、ちゃんとふたりきりになったのは、それこそ図と書しょ室しつで話はなして以い来らい。

　緊きん張ちょうするけど、やっぱりうれしくて。

　服ふくはどうしようかな、髪かみはヘンじゃないかな、なんて。昨日きのうの夜よるも今け朝さも、ソワソワうかれてたんだけど……。

（か、会かい話わが……つづかない……っ！）

　つり革かわにつかまったまま、ガックリとうなだれる。

　意い識しきしすぎてるせいか、ちっとも話わ題だいがうかんでこないの。

　冴さえ木きくんも、もともと口くち数かずのすくないタイプだし。ちょっとしゃべると、おたがいだまりこんでしまう。

　それに……今日きょうの冴さえ木きくんは、すこし、いつもとちがう感かんじがするんだ。

　まるで友ともだちになる前まえみたいに、近ちか寄よりがたいオーラがあるというか。

　なにか、むずかしい考かんがえごとをしているみたいな。

（そういえば、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんと、あらたまって『会あいたい』って……急きゅうにどうしたんだろう？）

　ちょっとした話はなしならメールでもできるし、ただ「四人にんで遊あそぼう」って提てい案あんなら、わざわざ、わたしを図と書しょ室しつによびださなくてもいいような気きがする。

　……なにか、大だい事じな用よう事じがあるのかな？

　ちっともわからなくて、ふたたび、ちらりと冴さえ木きくんの横よこ顔がおを見みる。

　やっぱり、むずかしい顔かお。

（……あっ。それとも、リリアちゃんのこと考かんがえてるとか……!?）

　修しゅう学がく旅りょ行こうの夜よる、ホテルの廊ろう下かで話はなしてたふたりの姿すがたが、とつぜん頭あたまにフラッシュバックする。

　あのとき、なにかあったのかもしれない。

（気きになるけど…………聞きけない！　超ちょう気きになるけど～～～っ！）





『──つぎは、春はる風かぜ。春はる風かぜに到とう着ちゃくします』






　車しゃ内ないアナウンスが、つぎの駅えきをつげる。

「つぎだね」

「あっ、う、うん……！」

　ひとことずつしゃべったら、また沈ちん黙もくに逆ぎゃくもどり。

　けっきょく、これといった会かい話わもないまま、わたしたちは待まち合あわせ場ば所しょのファストフード店てんへ向むかった。




「これ、ふたりにお土産みやげ！」

　飲のみものを買かって席せきにつくと、まずコウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんに修しゅう学がく旅りょ行こうのお土産みやげを手て渡わたした。

　猿さるのイラストが描えがかれた、十枚まい入いりのクッキー。

　ふたりとも、すごくよろこんでくれた。

「旅りょ行こうはいかがでしたか？」

「すごく楽たのしかったよ！　りーちゃんは、来らい年ねん？」

「はい！　うちの学がっ校こうも修しゅう学がく旅りょ行こうは日にっ光こうなので、いろいろお話はなしきかせてください！」

　しばらく、修しゅう学がく旅りょ行こうトークで盛もり上あがった。

　ふりかえってみると、みんなで笑わらったり、すごい景け色しきを見みたり、楽たのしい思おもい出でがたくさん。

　数すう日じつ前まえのことなのに、すごく昔むかしのことみたいになつかしく感かんじられる。




　話わ題だいは、しだいに旅りょ行こうから、新しん作さく動どう画がの話はなしへとうつる。

「そろそろ、コンセプトやテーマなど大おおまかにでも決きめたいですよね」

「そうだね！　のこり一か月げつ半はんって考かんがえると、時じ間かんがたっぷりあるとは言いえないし」

　りーちゃんの提てい案あんに賛さん同どうすると、コウスケ先せん輩ぱいもうなずいた。

「アオイさんのことだ、もしかしたら、すでに曲きょくつくりはじめてるかもな！」

　その言こと葉ばに、おもわず胸むねがおどる。

「アオイさんの新しん曲きょく、楽たのしみで待まちきれないなぁ！」

「あ、なんなら本ほん人にんに聞きいてみるか！　オレからアオイさんに連れん絡らくを──」

「待まって」

　とつぜん、冴さえ木きくんがコウスケ先せん輩ぱいの声こえをさえぎった。

　みんな会かい話わをやめて冴さえ木きくんを見みる。

　冴さえ木きくんは、こわばった表ひょう情じょうでうつむいている。

「……今日きょう、みんなに会あいたいって言いったのは……話はなしたいことがあるからなんだ」

「話はなしたいこと？」

　キョトンとするコウスケ先せん輩ぱい。

　わたしも、りーちゃんと視し線せんをかわす。

（……なんだろう？　話はなしたいことって）

　つぎの言こと葉ばを待まつけど、冴さえ木きくんは、なかなか口くちをひらかない。

　すうっと静しずけさが広ひろがって。

　空くう気きが、すこしずつ緊きん張ちょう感かんをまとっていく。

　どきん、どきん

　自じ分ぶんの鼓こ動どうが聞きこえるくらいの静せい寂じゃく。

　ザワザワと胸むねに押おしよせる不ふ安あん。

　手てのひらに、じっとりとにじむ汗あせ。




　重おもく、長ながい沈ちん黙もくのあと。

　冴さえ木きくんは、意いを決けっしたように顔かおを上あげた。








「今いままでだまっててごめん。──アオイは、俺おれなんだ」
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　時じ間かんが、止とまったみたいだった。

　だれもうごかず、声こえも出ださない。

　まわりのお客きゃくさんたちはにぎやかなのに、わたしたちの席せきだけ、うすい膜まくにつつまれているみたい。

　わたしは息いきをするのも忘わすれて、ぽかんと冴さえ木きくんの顔かおを見みつめていた。

（アオイさんが……冴さえ木きくん？）

　言こと葉ばの意い味みが理り解かいできない。

　どういうこと？　なんの話はなし？

　フリーズする頭あたまを必ひっ死しに回かい転てんさせていると。

「くくっ」

　ふいに、コウスケ先せん輩ぱいがふきだすように笑わらいだした。

「いや、すまん、笑わらっちまって！」

　コウスケ先せん輩ぱいは、笑え顔がおで冴さえ木きくんの肩かたをぽんぽんたたく。

「まさか、おまえにもあこがれの人ひとになりきりたい願がん望ぼうがあるとはな！　あ、はずかしがることはないぜ！　アオイさんにあこがれる気き持もち、オレもよーくわかるからさ！　はっはっは！」

　いつもならガラリと空くう気きを変かえてくれるコウスケ先せん輩ぱいの声こえも、今いまは耳みみの横よこをすべるように通とおり過すぎて、頭あたまに入はいってこない。

　冴さえ木きくんは表ひょう情じょうを変かえず、前まえを見みすえている。

「待まってろ。いま連れん絡らくとってやるから。本ほん人にんに直ちょく接せつ、その想おもいをつたえるがいい！」

　言いいながら、コウスケ先せん輩ぱいが携けい帯たいを操そう作さする。

　ピロリーン♪

　同どう時じに、複ふく数すうのお知しらせ音おんが鳴なった。

「あ、悪わるい。グループトークのほうに送おくっちまった」

　苦にが笑わらいをうかべて頭あたまをかくコウスケ先せん輩ぱい。

　わたしはとまどいながらも、携けい帯たいを確かく認にんしようとかばんに手てをのばして……。

　そこで、ぴたりと動うごきを止とめた。

「え……？」

　冴さえ木きくんが、コトリとテーブルの上うえに置おいた携けい帯たい。

　三人にんの視し線せんが、その画が面めんにくぎづけになる。





コウスケ『アオイさん！　いま大だい丈じょう夫ぶですか？』






　そこにあったのは、いつもの見み慣なれた光こう景けい。

　──ソライロの、グループトーク画が面めん……!?

　ガタガタッ

　コウスケ先せん輩ぱいが、のけぞるように席せきを立たつ。
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「なっ……なんでおまえの携けい帯たいに、ソライロのグループトークが……？」

　かすれた声こえが、耳みみにひびく。

　どくん、どくん、どくん

　鼓こ動どうのリズムが速そく度どをあげた。

　冴さえ木きくんは、だまったまま携けい帯たいを手てにとり、指ゆびをうごかす。

　すると、グループトークにあたらしいメッセージが追つい加かされた。





アオイ『ずっと、いつうちあければいいか、悩なやんでた』






　コウスケ先せん輩ぱいが、うわあと悲ひ鳴めいをあげて床ゆかへ尻しりもちをつく。

「ちょ、ちょちょちょ、ちょ……ちょっ……待まっ……」

「だ、大だい丈じょう夫ぶですか!?　落おちつきましょう、コウちゃん」

「落おちついてられるか！　待まて待まて待まて……頭あたまがおいつかねぇ」

　バタバタするふたりを横よこ目めに、わたしは完かん全ぜんにその場ばに凍こおりつく。

　画が面めんに表ひょう示じされているのは、いつもとまったくおなじ。

　アオイさんのアイコン。

　アオイさんの言こと葉ば。

　でも、これを送おくったのは──目めの前まえにいる、冴さえ木きくん……？

「おどろかせてしまってごめん。だまってたことも……。なかなか言いいだせなくて。こんな、とつぜんになってしまったけど」

　冴さえ木きくんは、言こと葉ばをえらぶように、ゆっくりと話はなす。

「もし、みんながいいと言いってくれるなら、俺おれはこれからも今いままでどおり、ソライロのアオイとして動どう画がをつくりたい。一〇〇万まん回かい再さい生せいの夢ゆめを、みんなといっしょに叶かなえたいんだ」

　はっきりとした、力ちから強づよい声こえ。

　ちゃんと聞きこえてるはずなのに……まるで水みずの中なかにいるときみたいに、遠とおくに聞きこえる。

（……本ほん当とうに、冴さえ木きくんがアオイさんなの？）

　携けい帯たいを持もつ手てが、小こ刻きざみにふるえだして。

　まっしろだった頭あたまの中なかに、いろんな考かんがえがうかんでは消きえる。

　いつも学がっ校こうで眠ねむそうだったのは、夜よる遅おそくまで作さっ曲きょく作さ業ぎょうをしてたから？

　あの日ひ。パソコンルームで、アオイさんにメールを送おくろうか悩なやんでたわたしに、声こえをかけてきたときから──ずっと、だまってたの？







「お、おまえがアオイさんって……ダメだ。まだ信しんじられねぇ……」

　沈ちん黙もくをやぶったのは、コウスケ先せん輩ぱいだった。

　イスに座すわり直なおしながら、とぎれとぎれに言こと葉ばをつづける。

「だってオレ、マジで、ずっとアオイさんに会あいたかったんだぞ？　アオイさんが自じ分ぶんから言いってくれるまでは、『待まつ』って決きめてて……その日ひを想そう像ぞうして、シミュレーションとかしてさ！　それなのに、奏そう太たって……どういうことだよ！　ああっ、頭あたまがコンランする！　くそっ！」

　コウスケ先せん輩ぱいは、ガシガシと頭あたまをかきむしる。

「とにかく！　オレは本ほん気きでアオイさんを尊そん敬けいしてる。だから、これからもアオイさんの曲きょくを歌うたいつづけるぞ!!　だれがなんと言いおうと、おまえがだれであろうとな！」

　フンッと鼻はな息いき荒あらく言いうコウスケ先せん輩ぱい。

　その言こと葉ばをうけて、りーちゃんも口くちをひらいた。

「私わたしも……これからも動どう画が師しとしてみんなと頑がん張ばっていきたいという気き持もちは、コウちゃんとおなじです。アオイさんが冴さえ木きくんだったなんて……すごくびっくりしていますし、慣なれるまで、ちょっと時じ間かんかかっちゃうかもですが……」

「あ、待まて。大だい事じなこと言いい忘わすれてた！　おまえがアオイさんだとしても、敬けい語ごはつかわねーぞ？　オレのが年とし上うえなんだからな！」

　バシバシと冴さえ木きくんの背せ中なかをたたくコウスケ先せん輩ぱい。

　冴さえ木きくんは、けわしかった表ひょう情じょうをすこしやわらげて、うなずいた。

　──そして。

　そっと、わたしのほうを見みる。

（…………え？）

　ぱちんと目めが合あって。すぐに、おかしな感かん覚かくを覚おぼえた。

　わたしの心こころの中なかにあった「アオイさん」の気け配はいが、スッと、うすくなったような。

　会あったことがなくても、いつだってそばにいてくれて、やさしく見み守まもってくれていた存そん在ざい。

　そのアオイさんが、わたしに背せを向むけて、はなれていく……。

（待まって……行いかないで。アオイさん……！）




「いっちーさん？」

　肩かたにふれられて、ビクッとわれにかえる。

　心しん配ぱいそうにわたしを見みるりーちゃん。

　いつのまにか、背せ中なかが汗あせでぐっしょりとぬれていた。

「わ、わたし……」

　声こえがふるえる。

　頭あたまがまっしろで、なにも考かんがえられないのに。

　不ふ安あんがどんどんふくらんで、ひとりでに口くちからこぼれ落おちる。

「わたし……わかんない。わかんないけど、冴さえ木きくんがアオイさんだなんて…………やだ」

　しぼりだすように言いって、自じ分ぶんの腕うでをぎゅっとつかんだ。

　こわい。

　得え体たいの知しれない黒くろい雲くもが、心こころを覆おおいつくしていくようで……。




「そう思おもうのは、当とう然ぜんだと思おもう」

　冴さえ木きくんが、ふっと目めをふせて言いう。

「急きゅうにこんなことうちあけて、混こん乱らんさせて、『今いままでどおり』なんて……都つ合ごうがよすぎるよな。みんなに迷めい惑わくをかけて本ほん当とうに申もうし訳わけないけど……しばらく、ソライロの活かつ動どうは休きゅう止ししよう」

「えっ、でも……」

　コウスケ先せん輩ぱいの声こえに、冴さえ木きくんはだまって首くびを横よこにふる。

「ごめん」

　やさしい声こえだけど、落おちこんでいるのがわかって。

　ズキリと、胸むねが痛いたんだ。

（どうしよう。わたし、ひどいこと言いっちゃった……！）








６　ふたつの恋こい心ごころ






　ばふっ

　家いえに帰かえるなり、ベッドにダイブした。

「……もうやだ。もうやだっ……うう～～～～～～っ！」

　枕まくらに顔かおを押おしつけて、足あしをジタバタ。

　心こころが、現げん実じつに追おいつかない。

　冴さえ木きくんがアオイさんで。アオイさんは冴さえ木きくんで……ああっ、もう！

　なんで、ずっとだまってたの。

　何なん度どだって言いうタイミングはあったはずなのに。

　なんで。なんで。なんで──！

　頭あたまの中なかはぐしゃぐしゃで、気き持もちがコントロールできなくなる。

　だけど……。

　──冴さえ木きくんがアオイさんだなんて…………やだ。

　なんで、あんなふうに言いっちゃったんだろう。

　思おもい出だすと、ずしんと気きが重おもくなる。

　あの瞬しゅん間かん、たしかにそう思おもったことはまちがいないけど。

　でも、冴さえ木きくんを傷きずつけてまで言いうべきじゃなかった。

　冴さえ木きくんだって、きっと言いいだせないことをずっと悩なやんで、苦くるしんで。やっと勇ゆう気きをだしてうちあけてくれたのに。

　わたし、サイテーだ……。




　ぼんやりと横よこを向むくと、ほうりだしたままの携けい帯たいが目めに入はいる。

　いつものクセで、指ゆびが勝かっ手てにうごいた。

　タップして表ひょう示じさせたのは、ソライロのグループトーク画が面めん。





アオイ『ずっと、いつうちあければいいか、悩なやんでた』






「…………はぁ」

　ため息いきをついて、あおむけになる。

　今いま思おもえば、ソライロの顔かお合あわせに「つきあって」なんて、無む茶ちゃなお願ねがいをすんなり聞きいてくれたのも、事じ情じょうをぜんぶ知しってたからだったのかな。

　指ゆび先さきで画が面めんをスクロールして、メッセージをさかのぼっていく。





アオイ『ソライロの未み来らいのために、僕ぼくはソライロをやめる』






　そうだ。ワク動どうフェスのときも、このメッセージがきたのは、冴さえ木きくんと別べつ行こう動どうしてるときだった……。





アオイ『タイトル、変かえて正せい解かいだった。ありがとう』






　これは、「ＹＥＳＴＥＲＤＡＹイエスタデイ」だった曲きょくのタイトルを、「ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー」に変かえてもらったときのだ。

　なつかしいな。

　ゆっくりと四人にんの思おもい出でをたどって。

　アオイさんとのトーク画が面めんに切きりかえたとき、手てが止とまった。





アオイ『いっちーさんの絵え、見みるたびに好すきになる』






　心こころが、ぐんっとうきあがった。

　はじめてアオイさんの曲きょく「メロンソーダ」を聴きいた、あのときとおなじ感かん覚かくが体からだをつきぬける。

　ココロがはずんで。じっとしていられなくて。

　おもわず走はしりだしたくなるような、熱あつい、胸むねの高たか鳴なり。

　何なん度ど読よみ返かえしてもうれしくて、幸しあわせで。日にっ課かのように、たびたびながめてたっけ。

（アオイさん。わたし、やっぱりアオイさんが好すき……！）

　どんどん気き持もちがふくらんで……。

　でも、ふくらみきる前まえに、しゅるしゅるとしぼみだす。

（……アオイさんじゃ、ないんだ）

　このメッセージは、ぜんぶ、冴さえ木きくんだった。

　その事じ実じつと向むき合あおうとすると、ぎゅうっと、胸むねがしめあげられるように苦くるしくなる。

　怖こわい。

　アオイさんが、いなくなっちゃいそうで──。

　遠とおざかる彼かれの存そん在ざいをたしかめるように、わたしはふるえる指ゆびで、メールを開ひらいた。





アオイ『こんなことを言いうとおどろくかもしれないけど、僕ぼくはキミを待まってた』






　アオイさんからはじめてもらったメッセージ。

　これが……すべてのはじまり。

　あの日ひから、アオイさんはいつだって、わたしにとって特とく別べつな存そん在ざいで。

　メッセージをやりとりするたび、ドキドキが止とまらなくて。

　顔かおも知しらないアオイさんに、わたしは、いつのまにか恋こいをした。

　……だけど、アオイさんはちがったんだ。

　アオイさんにとっては、特とく別べつでもなんでもない。ずっと、ただのクラスメイトとのやりとりに過すぎなかった──？




　ピリリリリッ

　着ちゃく信しん音おんに、ビクッと体からだがはねた。

　画が面めんに表ひょう示じされた名な前まえを見みて……ホッと息いきをつく。

「もしも……」


『一いち歌かぁ～～～～～～～～っ!!』



　通つう話わボタンを押おすなり、音おとが割われるほどのさけび声ごえがひびいた。

　びっくりして、耳みみから携けい帯たいを遠とおざける。

「……ユ、ユキちゃん？」

　名な前まえを呼よびかけると、ユキちゃんは、「あ～っ！」と、さらに大おお声ごえをあげる。


『やっぱ泣ないてる！　おのれぇ～～～～！　あいつ、マジでゆるさんっ！』



「え……」

　泣ないてる？

　言いわれて、はじめて気きづいた。

　ほほをつたう、熱あついもの。


『ぜんぶ聞きいたよ！　とことんつきあうから、なんでも話はなして！』



　前まえのめりなユキちゃんの声こえ。

　でも、いったいなんの話はなしをしてるのか、よくわからない。

　わたしは涙なみだをぬぐいながら、ユキちゃんにたずねる。

「聞きいたって、なにを？　あいつって、だれのこと？」


『冴さえ木きだよ、冴さえ木き！　今いまさっき、あいつから連れん絡らくがあったの！』



「えっ」
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　思おもいがけない言こと葉ばに、ドキリとする。

　同どう時じに、頭あたまによみがえる、あの場ば面めん。




　──アオイは、俺おれなんだ。





『……一いち歌か、大だい丈じょう夫ぶ？』



　だまっていると、ユキちゃんがやさしく声こえをかけてくれる。


『あたしも……びっくりしたよ。冴さえ木きが、あのアオイさんだなんてさ……でも、だれよりもショックを受うけてるのは、一いち歌かだよね。あたしでよかったら、なんでも話はなして。ソライロの仲なか間まには言いいづらいことも、あたしにだったら話はなしやすいんじゃない？』



　ユキちゃんの話はなしに、胸むねがちりっと痛いたくなる。

　冴さえ木きくんはきっと……わたしがひとりで悩なやまないようにって心しん配ぱいして、ずっとかくしていた秘ひ密みつを、ユキちゃんに話はなしたんだ。

　ユキちゃんなら、わたしの味み方かたになってくれるって、わかってたから。

　そんな冴さえ木きくんのやさしさが……今いまは、すこし、つらかった。




　すこし心こころが落おちついてから、わたしはユキちゃんに、今いまの気き持もちをひとつずつ話はなした。

　びっくりして混こん乱らんしてる気き持もち。

　ようやく正しょう体たいがわかって、ホッとしたような気き持もち。

　そばにいたのに、ずっと話はなしてもらえなかったさみしさ。

　そして──アオイさんが消きえちゃうような気きがして、こわいこと。

　ソライロの活かつ動どうはつづけたい。でも、どうしたらいいかわからない……。

　話はなしていくうちに、すこしずつ心こころの中なかが整せい理りされていく。


『……事じ情じょうはわかった。でも、あたし、一いち歌かはもっと怒おこっていいと思おもう！　つーか、怒おこれ！』



「怒おこる？」

　意い外がいな言こと葉ばに、首くびをかしげる。


『あたし、いつも言いってるじゃん。一いち歌かはもっとわがままになっていいって。今いまあたしに話はなしてくれたこと、冴さえ木きに言いっちゃいなよ。ショックで、こわくて、どうしたらいいかわからない。おまえのせいなんだからなんとかしろー！　ってさ』



「で、でも、そんなこと言いったって、こまらせちゃうだけだし……」


『こまらせてやりゃあいいんだよ！　一いち歌かだけがこまってるなんて不ふ公こう平へいじゃん！　こんなときまでいい子こでいなくていいの！　思おもいっきりこまらせてやれ、あんなヤツ！』



　ユキちゃんは、どんどんヒートアップしていく。


『一いち歌かを泣なかすヤツは、問もん答どう無む用ようであたしの敵てきだから！　ほんとなら、今いますぐ家いえにのりこんで一いっ発ぱつぶんなぐってやりたいくらいだよ！　あ～～、腹はら立たつ～～～っ！』



　ぷんすか怒おこるユキちゃんの声こえに、自し然ぜんと笑えみがこぼれてた。

　わたしを心しん配ぱいしてくれてるからこそ、本ほん気きで怒おこってくれる。

　それが……うれしかった。




　それからたっぷり一時じ間かん、ユキちゃんと話はなしをした。

　最さい後ごのほうは給きゅう食しょくの話はなしとかサッカーの話はなしとか、ふつうの雑ざつ談だんになってたけど。

　ユキちゃんのおかげで、電でん話わを終おえるころには、だいぶ気き分ぶんがスッキリしていた。








７　顔かおが見みられない!?






　──月げつ曜ようになってしまった。

　昨日きのうの夜よるはよく眠ねむれなくて、今け朝さは、いつもよりはやく学がっ校こうについた。

　落おちつかない気き分ぶんをまぎらわせるため、自じ分ぶんの席せきで、ひたすら絵えを描かいてすごす。

（……ユキちゃんに言いわれたように、冴さえ木きくんに一いち度ど、ちゃんと気き持もちを話はなしてみよう）

　自じ分ぶんがこれからどうしたいのか、どうしてほしいのかもわからないけど。

　でも、それを、そのままつたえてもいいんだよね。

　冴さえ木きくんならきっと、ちゃんと聞きいてくれる。

　きっと、いっしょに悩なやんでくれる。

　きっと──。

（大だい丈じょう夫ぶ。きっと、ふつうに話はなせる……）

　自じ分ぶんに言いい聞きかせて、ふーっと息いきをつく。

　冴さえ木きくんは、わたしのとなりの席せき。

　いつも、眠ねむそうに目めをこすりながら席せきまで来きて。

　座すわってるわたしと目めが合あうと、「おはよう」って、ちょっとほほえむ。

　そしたら……わたしも笑え顔がおで「おはよう」ってかえす。

　そう、いつもどおり。ふつうに話はなせばいいんだ。

「お！　奏そう太た、おはよー！」

　大おおきな武たけ宮みやくんの声こえに、ドッキーンと肩かたがはねる。

　来きた！

　どくん、どくん

　思おもいきって、顔かおを上あげ──、

「っ……」

　目めが合あった瞬しゅん間かん。

　ぼんっ、と全ぜん身しんの血ちが沸ふっ騰とうした。

（えっ、なに、これ……？）

　気きが動どう転てんして、ガバッと下したをむく。

　冴さえ木きくんはスタスタと歩あるいてきて、自じ分ぶんの席せき──わたしのとなりに座すわる。

「おはよう」

　冴さえ木きくんの声こえ。

　耳みみが、ぼっと熱あつくなる。

「…………」

　なんで？　声こえが出でない！

　体からだが石いしみたいに固かたまって、息いきさえできない。

（おはようって、言いわなきゃ……！）

　頭あたまで思おもっても、どうしても口くちがうごかなくて。

　かわりに、全ぜん身しんからぶわっと冷ひや汗あせがふきだして、目めの前まえがぐるぐるしてくる。

（ダメだ……苦くるしい！）

　ガタッ

　たまらず、席せきを立たって廊ろう下かへとびだした。

　ぷはっと、ようやく呼こ吸きゅうができるようになる。

（な、なにやってるの!?　あいさつかえさないで逃にげるとか、めちゃくちゃ失しつ礼れいだよ～っ！）

　早はや足あしで廊ろう下かを歩あるきながら、パニック状じょう態たいの頭あたまを必ひっ死しに落おちつかせる。

　どうしよう。

　どうしちゃったんだろう、わたし。

　冴さえ木きくんの顔かお……見みられないよ！




　その日ひは一いち日にち中じゅう、まともに冴さえ木きくんと話はなせなかった。

　となりの席せきでおなじ班はんだから、ふだんは自し然ぜんと会かい話わするのに。

　話はなしかけられると、声こえが出でなくなっちゃって。

　うなずいたり、首くびをふったり。まるでジェスチャーゲームみたいな動うごきで、なんとか放ほう課か後ごまで切きりぬけたけど。こんな態たい度ど、明日あしたもつづけるわけにはいかないよ。

（とにかく、家いえに帰かえってから、どうするか考かんがえよう……）

　幸さいわいにも、今日きょうはクラブ活かつ動どうの日ひじゃない。

　帰かえりの会かいが終おわるなり、いそいで荷に物もつをまとめて──。

「冴さえ木き。放ほう課か後ご時じ間かんある？」

　リリアちゃんが、冴さえ木きくんのところへ駆かけよってきた。

　ビクッと、全ぜん身しんがこわばる。

「放ほう課か後ご……なんで？」

「遊あそび行いかない？　あたらしい靴くつ買かいたいんだけど、たまには男だん子しのアドバイスもほしくてさ」

「じゃあ俺おれじゃなくて、そういうのにくわしいやつに聞ききなよ」

「アタシは冴さえ木きの意い見けんが聞ききたいの！」

　ふたりの会かい話わが、自し然ぜんとぜんぶ聞きこえてしまう。

（ど、どうしよう……）

　完かん全ぜんに、立たち上あがるタイミングを逃のがした。

（やだな……ふたりで、出でかけるのかな……）

　胸むねが、ドキドキとはりつめていく。

　聞ききたくない。でも、体からだがうごかない。

「今日きょう、クラブないんだし、いいじゃん。ねっ？」

　パッと、冴さえ木きくんの手てをとるリリアちゃん。

　視し界かいにとびこんでくる、つながれた、ふたりの手て。

　おどろいて視し線せんをあげると、冴さえ木きくんと目めが合あって──。




　──そのときだった。




　ぱちんっ




　心こころの中なかで、なにかがはじけた音おとが聞きこえた。

　瞬しゅん間かん、見みえてた世せ界かいが一いっ変ぺんする。

　冴さえ木きくんが、朝あさの水みな面ものようにキラキラと輝かがやいて。

　まぶしくて。

　はずかしくて。

　泣なきそうで。

　いろんなものがまざりあった熱あつい感かん情じょうが、一いっ気きに胸むねへとつきあげる。




「冴さえ木きくん！」




　気きづいたら、さけんでいた。

「い、今いま、ちょっといいかな？　パソコンクラブのことで聞ききたいことがあって……」

　みんなの視し線せんを感かんじたけど、夢む中ちゅうで、気きにならなかった。

　冴さえ木きくんは、すぐにリリアちゃんの手てをほどいて、立たち上あがる。

「ごめん、川かわ田だ。とにかく俺おれは行いく気きないから、ほかの人ひとさそって」

「え～っ!?」

　不ふ満まんげなリリアちゃんの声こえと、キッと鋭するどい視し線せん。

　でも、それを怖こわいと感かんじないくらい、なんだか、夢ゆめの中なかにいるみたいに全ぜん身しんがフワフワしてて。

　わたしは先さきに歩あるき出だした冴さえ木きくんのあとを、よろめきながらついていった。




「クラブのことなら、パソコンルームで話はなすのがいいかな？」

　冴さえ木きくんがふりかえる。

「あ……」

　さっきは話はなせたのに、また声こえが出でなくなった。

　だまってうなずくと、冴さえ木きくんはやさしくほほえんでくれる。

　とくんと心しん臓ぞうがうごいて。

　同どう時じに、罪ざい悪あく感かんで、胃いがチクリと痛いたむ。

（クラブのことで聞ききたいことがあるなんて、ウソついちゃった……）

　でも、リリアちゃんが冴さえ木きくんと手てをつないでるのを見みたら──いてもたってもいられなくなった。

　冴さえ木きくんがだれと話はなしてようが、だれとつきあおうが関かん係けいないなんて……ウソだ。

　わたし、冴さえ木きくんがリリアちゃんと仲なか良よくしてるのを見みるの、つらい。

　冴さえ木きくんのそばにいると、ドキドキして、どうしたらいいかわからなくなる。

　……もう、みとめるしかない。




　──わたし……冴さえ木きくんのこと、好すきなんだ。




　一いち度どみとめると、今いままで悩なやんでたのがウソみたいに、すんなりと受うけ入いれられた。

　わたしは、冴さえ木きくんが好すき。

　そして、アオイさんのことも。

　べつべつのタイミングで好すきになったけど。でも、ふたりはおなじ人ひとで……。

（わたし……浮うわ気き性しょうってわけじゃ、なかったんだ）

　冴さえ木きくんがアオイさんなら、ふたりが好すきでもおかしくなんてない。

　むしろ、冴さえ木きくん本ほん人にんと、もうひとりの彼かれであるアオイさんを同どう時じに好すきって、ある意い味み、彼かれを人ひとの二倍ばい好すきってことだもん！

（…………二倍ばい、好すき？）

　どっきんと心しん臓ぞうがはねる。

　そ、そういえば、そうだよ。

　──よく考かんがえると、わたし、冴さえ木きくんのこと好すきすぎじゃない!?

　そう思おもったら、はずかしさが一いっ気きに爆ばく発はつした。

　長なが風ぶ呂ろでのぼせたときのように、頭あたまがくらくらする。




「……秋あき吉よし？」

　廊ろう下かの真まん中なかで足あしを止とめるわたし。

　冴さえ木きくんは不ふ思し議ぎそうに、わたしを見みる。

　冴さえ木きくんの目め。

　冴さえ木きくんの声こえ。

　意い識しきしないようにすればするほど、体からだが燃もえるように熱ねつをおびる。

　なにこれ、やばい。

　怖こわいくらい──「好すき」が止とまらない！

　こんなのはじめてで、もう、頭あたまの中なかは大だいパニック状じょう態たい。

　激はげしくあばれる心しん臓ぞうを両りょう手てでおさえつけるけど、ぜんぜんおさまってくれない。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

　ふいに顔かおをのぞきこまれた。

　目めの前まえに、冴さえ木きくんの顔かおがきて──、

「いやっ……！」

　とっさに、肩かたをおしのける。

　おどろいたように目めを丸まるくさせる冴さえ木きくん。

　わたしは、「あっ」と我われにかえる。

（どうしよう！　すごく失しつ礼れいなことしちゃった……！）

　あやまらなきゃ。

「あの……」

　こくりとのどが鳴なる。

　ごめんなさいって言いいたいのに、うまく声こえが出でない。

　沈ちん黙もくが気きまずくて、たまらず目めをふせる。

（やだな……こんな近ちかいと、心しん臓ぞうの音おと、聞きかれちゃいそう……）

　ぎゅっと唇くちびるをかむ。

　冴さえ木きくんは、じっとわたしの言こと葉ばを待まってくれた。

　だけど、やっぱりなにも言いえなくて……。

　しばらくつづいた沈ちん黙もくのあと。

　冴さえ木きくんが、小ちいさく息いきをついた。

「あのさ、秋あき吉よし」

　やさしい声こえ。

　はりつめていたものが、ふっとゆるむ。

（大だい丈じょう夫ぶ……冴さえ木きくんは、やさしいもん。落おちついて、ちゃんとあやまればいいんだ。昨日きのうのことも、今いまなら話はなせるはず……）

　よし。

　勇ゆう気きを出だして前まえをむいた瞬しゅん間かん──ドキリと息いきをのむ。

　わたしを見みる冴さえ木きくんの瞳ひとみは、とてもさみしげだった。

　胸むねがキュッとうずく。

　立たちすくむわたしに、冴さえ木きくんはやさしい声こえで語かたりかける。

「無む理りに、俺おれと話はなそうとしなくてもいいよ。秋あき吉よしがつらそうにしてる姿すがた、見みたくないんだ。俺おれたち──友ともだちになる前まえにもどろう」

　一いっ瞬しゅん、なにを言いわれたのか、わからなかった。

「え……」

　かすれた声こえが出でる。
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　ぼうぜんとするわたしから目めをそらし、冴さえ木きくんは、横よこをすりぬけるように歩あるきだす。

　パタパタ、遠とおざかる足あし音おと。

　それがすっかり聞きこえなくなるまで、わたしはその場ばから動うごくことができなかった。








Ｒｉｉりー『こんばんは。あれから、アオイさんと話はなしはされましたか？』






　夜よる。夕ゆうご飯はんのあとにベッドでボーッとしてたら、りーちゃんからメッセージが届とどいた。

（アオイさんと話はなし……？）

　ちょっとの間あいだ、頭あたまが混こん乱らんする。

　アオイさん……は、そっか。冴さえ木きくんのことか。

　今日きょうのことを思おもい出だして、胸むねに鈍にぶい痛いたみが走はしる。





いっちー『ううん。とくになにも』

Ｒｉｉりー『話はなしたくない、ですか？』

いっちー『そういうわけじゃないよ。でも、いざ目めの前まえにすると、どんな顔かおして話はなせばいいのか、ぜんぜんわからなくて……』

Ｒｉｉりー『そうでしたか……。でも、いっちーさんの気き持もち、わかります。とつぜんあんなことを言いわれたら、なにかが変かわってしまう気きがしてこわいですよね』






　りーちゃんの言こと葉ばに、じわっと涙なみだがこみあげてくる。

　なにかが変かわってしまう……その不ふ安あんが、現げん実じつになってしまった。

　──友ともだちになる前まえにもどろう。

　まさか、あんなこと言いわれるなんて思おもわなかった。

　きっと、わたしの失しつ礼れいな態たい度どに嫌いや気けがさしたんだ。

　冴さえ木きくんのこと意い識しきしすぎちゃって、あいさつを無む視ししたり、肩かたをおしのけたりしたから……。

　悲かなしくなって、枕まくらに顔かおをうずめる。





Ｒｉｉりー『ところで。じつはいっちーさんにご相そう談だんがあるのですが』






　しばらく返へん事じをできずにいたら、りーちゃんからつづけてメッセージが届とどいた。





Ｒｉｉりー『今こん度どの日にち曜よう、遊ゆう園えん地ちでひらかれるファミリーコンサートに、ママが出しゅつ演えんするんです。コウちゃんと見みに行いく予よ定ていなのですが、いっちーさんも来きませんか？　無む料りょうのフリーパスチケットをもらえたので、アトラクション乗のりほうだいですよ』






　そっか。りーちゃんのママって、ピアニストなんだっけ。

　携けい帯たいを手てに、じっと考かんがえこむ。

　みんなと遊ゆう園えん地ちなんて、ふだんならきっと、これ以い上じょうなく心こころおどるおさそい。

　でも……今いまは、正しょう直じきあまり気きがすすまない。

　なにをしても、心こころから楽たのしめる気きがしないんだ。

（りーちゃんには悪わるいけど、断ことわろうかな……）

　返へん事じを打うとうと指ゆびをのばしたタイミングで、あらたにメッセージが送おくられてくる。





Ｒｉｉりー『ここだけの話はなし、ママのピアノには魔ま法ほうがかかっているのですよ』






　えっ、魔ま法ほう？

　おどろいて画が面めんに見み入いる。





Ｒｉｉりー『小ちいさいころから、私わたしが落おちこんでいると、ママはきまってピアノを弾ひいてくれました。「音おん楽がくは心こころのデザートなの。食たべると元げん気きが出でて、笑え顔がおになれるのよ」って』

Ｒｉｉりー『いっちーさんも、きっと元げん気きが出でるはずです。ぜひ、ママのピアノを聴ききにきてください！』






（音おん楽がくを聴きくと元げん気きが出でて、笑え顔がおになれる……か）

　その言こと葉ばに、強つよく心こころを動うごかされた。

　ほんの半はん年とし前まえ、音おん楽がくにあまり興きょう味みがなかったわたしなら、なにも感かんじなかったと思おもう。

　でも、ソライロと出で会あって──アオイさんの音おん楽がくに出で会あって、世せ界かいが変かわった。

　音おん楽がくには、ものすごいパワーがある。

　人ひとを元げん気きにして、笑え顔がおにして。

　人ひとと人ひとの心こころをつないでくれる。

　どんなに遠とおくはなれていても、空そらが、つながっているみたいに。

（…………よし！）

　わたしは体からだを起おこすと、りーちゃんにメッセージを送おくった。





いっちー『行いく。さそってくれてありがとう！』










８　ソライロＷダブルデート！






　日にち曜よう日び。

　このあたりでいちばん大おおきな遊ゆう園えん地ち「はるかぜランド」は、春はる風かぜ駅えきで電でん車しゃを乗のりかえて、ひと駅えきのところにある。

　電でん車しゃがホームにつくと、車しゃ内ないにいた人ひとが、いっせいに降おりていく。

　お休やすみの日ひということもあって、家か族ぞくづれや、学がく生せいのグループがいっぱい。

　その波なみに押おしつぶされないように気きをつけながら、わたしもホームへ降おりたった。

（ええと、りーちゃんが教おしえてくれたのは、東ひがし口ぐちだから……）

　歩あるきながらキョロキョロしていると。

（えっ!?）

　なにげなく見みたななめ前まえの方ほう向こうに、おどろきの人じん物ぶつを見みつけた。

（さ…………冴さえ木きくん!?）

　後うしろ姿すがたしか見みえないけど、あの髪かみ、あの服ふく。ぜったいにそうだ。

　なんで？　なんで冴さえ木きくんがここに？

　ハラハラしながら様よう子すをうかがう。

（学がっ校こうでもうまく話はなせないのに、こんなところで会あっても、どうしていいかわからないよ！）

　授じゅ業ぎょうや班はんの活かつ動どう以い外がいでちゃんと話はなしたのは、「友ともだちになる前まえにもどろう」って言いわれた、あのときが最さい後ごなんだ。

　おなかがキリキリと痛いたくなる。

　冴さえ木きくんは……よかった。こっちに気きづく様よう子すはない。

（とにかく、遊ゆう園えん地ちに入はいっちゃえば大だい丈じょう夫ぶだよね。まさか、遊ゆう園えん地ちに行いくわけじゃないだろうし……）

　駅えきの案あん内ない板ばんの前まえで立たち止どまったスキを見みて、わたしは冴さえ木きくんをサッと追おいぬいた。




　慣なれない駅えきで迷まい子ごになったらどうしようと心しん配ぱいしていたけど、携けい帯たいで連れん絡らくをとりながら、無ぶ事じにりーちゃんとコウスケ先せん輩ぱいと合ごう流りゅうできた。

　駅えき前まえの通とおりは、色いろとりどりの花はなが咲さく花か壇だんがならび、とてもにぎやかな雰ふん囲い気き。

　そこをまっすぐすすんでいくと、大おおきなアーチがかかった入にゅう場じょうゲートがあらわれる。

　チケット売うり場ばには、けっこうな行ぎょう列れつができていた。

　コウスケ先せん輩ぱいが園えん内ないマップをもらってきてくれるというので、わたしとりーちゃんは、ゲートの横よこで待まつことにした。




「あ。コンサートって、これだよね！」

　きょろきょろしてたら、ゲートの近ちかくの壁かべに、ポスターがはってあるのを見みつけた。

『はるかぜランド　青あお空ぞらコンサート』

　ファミリーむけの音おん楽がくイベントで、子こどもたちが音おん楽がくや楽がっ器きにしたしめるように、プロの演えん奏そう家かさんたちがいろんな曲きょくを生なま演えん奏そうしてくれるらしい。

　有ゆう名めいピアニストであるりーちゃんのママが、メインゲストで登とう場じょうするんだって。

「りーちゃんのママがピアノを弾ひくところを見みるの、わたしはじめて！　楽たのしみだなぁ」

「ウフフ。ぜひ期き待たいしていてください！」

　ふたりで話はなしていると。

「──ねぇねぇ、キミら、ふたりで来きたの？」

　とつぜん、うしろから声こえをかけられた。

　ふりむくと、中ちゅう学がく生せいくらいの、チャラっぽい雰ふん囲い気きのお兄にいさんたちが立たっていた。

　りーちゃんの知しり合あいかなと思おもって目め線せんを送おくるけど、りーちゃんは小ちいさく首くびをふる。

「えっと……」

「オレらと遊あそばない？　ちょうどフリーパスチケットが二枚まいあまってるんだ」

「年ねんパスでしょっちゅう来きてるから、くわしいぜ。アトラクションにならばないで乗のれる裏うら技わざおしえてあげるよ！」

　ペラペラと早はや口くちで言いいながら、距きょ離りをつめてくるふたり。

　断ことわろうとしても、言こと葉ばをはさむスキがない。

「でも、あの……」

「ほら、行いこうぜ！」

　がしっ

　急きゅうに肩かたをつかまれて、ウッと息いきがつまる。

　怖こわくて、体からだがうごかない。

　となりを見みると、りーちゃんもおびえた表ひょう情じょうでかたまっていた。

（し、しっかりしろ、わたし。りーちゃんを守まもらなきゃ……！）

　コウスケ先せん輩ぱいがいない今いま、年とし上うえのわたしが、ちゃんと言いわなきゃダメだ！

　つめたくなった手てをぐっとにぎりしめ、顔かおを上あげた──そのときだった。

「友ともだちに、なにか用ようですか」

　視し界かいをさえぎったのは、黒くろい、だれかの背せ中なか。

「用ようなら、俺おれが聞ききますけど」

　毅き然ぜんとした低ひくい声こえには、はっきりと聞きき覚おぼえがあった。

（冴さえ木きくん……？）

　冴さえ木きくんはお兄にいさんの腕うでをつかんで、わたしの肩かたから引ひきはがす。

　……前まえにも、似にたようなことがあった。

　ソライロがはじめて顔かお合あわせをした日ひ。

　変へんなおじさんに声こえをかけられたわたしを助たすけてくれたのは、冴さえ木きくんだった……。
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「チッ、男おとこ連づれかよ……」

「つまんねーの。行いこうぜ」

　ブツブツ文もん句くを言いいながら去さって行いくお兄にいさんたち。

　それと入いれ違ちがいになるように、コウスケ先せん輩ぱいがものすごい勢いきおいで走はしってきた。

「おい、どうしたっ！　あいつらなんだ？　知しり合あいか？」

「いえ。いきなり声こえをかけられて……」

「も、もしかして、ナンパか？　リイコ、おまえナンパされたのか!?」

　血けっ相そうを変かえてりーちゃんにつめよるコウスケ先せん輩ぱい。

　りーちゃんはたじろぎながら、コウスケ先せん輩ぱいの肩かたを押おしかえす。

「だ、大だい丈じょう夫ぶですよ。冴さえ木きくんが助たすけてくれましたから」

　その言こと葉ばに、コウスケ先せん輩ぱいはようやく冴さえ木きくんの存そん在ざいに気きづいたみたいだった。

「お、おう……なんだ、おまえ、やるじゃん！　まぁ、オレだってナンパヤローくらい、ちゃんと追おいはらえるけどな！」

　バシバシと冴さえ木きくんの肩かたをたたくコウスケ先せん輩ぱい。

「それにしても、おまえ、待まち合あわせの時じ間かんギリギリじゃねーか！　もっとはやく来こられただろ」

「……すみません。駅えきの出で口ぐちを確かく認にんするのに手て間まどって」

　冴さえ木きくんは表ひょう情じょうをかたくして、目めをふせる。

（えっ……「待まち合あわせ」って、どういうこと……？）

　まだ、状じょう況きょうがよくのみこめてない。

　わたしはとまどったまま、りーちゃんに視し線せんをおくる。

　すると、りーちゃんは眉まゆをハの字じにして、顔かおの前まえで手てを合あわせた。

「ごめんなさい！　だますようなことをして……。でも、あらかじめ『四人にん』で会あうことをつたえていたら、ふたりとも、来きてくれないんじゃないかと思おもって……」

　……なるほど、そういうことか。

　つまり、わたしと冴さえ木きくんは、おたがいが来くることを知しらされないまま、今日きょう、ここにさそわれたんだ。

「ほんとに、ごめんなさい……！　怒おこってますか……？」

　おそるおそる、わたしと冴さえ木きくんの様よう子すをうかがうりーちゃん。

　わたしは、すぐに手てをぱたぱたさせる。

「ううん！　怒おこるなんて、まさか！」

　だって、りーちゃんが本ほん当とうに心しん配ぱいしてくれて、気きをつかってくれたんだってこと、わかるから。

　わたしのせいで、今いま、ソライロの活かつ動どうが休きゅう止しになっちゃってる。

　りーちゃんもコウスケ先せん輩ぱいも、この状じょう況きょうをなんとかしようと考かんがえてくれたんだと思おもう。

　わたしだって、いつまでも逃にげてちゃダメだって思おもうし……。

「とりあえず、行いこうぜ！　せっかくタダで乗のりほうだいなんだ。楽たのしんだもん勝がちだぞ！」

　コウスケ先せん輩ぱいが明あかるく言いうと、りーちゃんも笑え顔がおになる。

「そうですよ。肩かたひじはらず、楽たのしみましょう！」

「うん。そうだね」

　元げん気きに楽たのしく、とまではいかないけど、わたしはこくりとうなずいた。




　コンサートの開かい始し時じ刻こくは、午ご後ご三時じ。

　それまでは、アトラクションでめいっぱい遊あそぼうってことになった。

「ひとりずつ希き望ぼうのアトラクションあげて、順じゅん番ばんにまわろうぜ！　オレ、ジェットコースターな！」

「私わたしは、ぜったいお化ばけ屋や敷しきです！」

「えっ、お、お化ばけ屋や敷しき……？」

　りーちゃんの言こと葉ばに、ぎょっとする。

「はい！　最さい近きん、人にん気きのゾンビゲームとコラボしてリニューアルされたらしくて、気きになってたんですよ～！　ゲーム好ずきとしては見み逃のがせませんっ！」

　キラキラと目めをかがやかせるりーちゃん。

（わたし、正しょう直じき、お化ばけは得とく意いじゃないんだけどなぁ……）

　でも、こんな楽たのしそうなりーちゃんの顔かおを見みたら、イヤなんて言いえないよ……！

「俺おれは……ゴーカートかな。秋あき吉よしは、どれ乗のりたい？」

「えっ」

　ふいに話はなしかけられて、声こえがうわずってしまった。

「え、え、えっと……じゃあ、コーヒーカップ、とかかな……」

　あわててマップを見みて、適てき当とうなアトラクションをあげる。

（冴さえ木きくん、すごいふつうだ……）

　びっくりしながら、となりを見みる。

　あんなことがあったあとだし、無む視しされたらどうしようと思おもってたけど。

　身み構がまえていたのは、わたしだけなのかも。

（頑がん張ばって、今日きょう中じゅうにちゃんと、自じ分ぶんの気き持もちを話はなしてみよう）

　みんなと話はなす冴さえ木きくんの横よこ顔がおを見みつめながら、わたしは、そう決けつ意いした。




　四人にんの希き望ぼうが出でそろうと、コウスケ先せん輩ぱいがマップを確かく認にんしてくれる。

「よし！　じゃあいちばん近ちかいところから……うわ、いきなりお化ばけ屋や敷しきかよ！」

「いいじゃないですか！　景けい気きづけにゾンビを倒たおしまくりましょう！」

「景けい気きつくのか、ソレ……？」

　にぎやかに話はなしながら、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんが歩あるきだす。

　そのあとについていくと、なんとなく、冴さえ木きくんとならんで歩あるくかっこうになった。

「…………」

「…………」

　しばらく、無む言ごんがつづく。

（……そうだ。さっき助たすけてくれたお礼れい、言いわなきゃ）

「あの……」

「きゃああああ！」

　とつぜんひびいた、だれかの悲ひ鳴めい。

　びっくりしていると、お化ばけ屋や敷しきの出で口ぐちから、大だい学がく生せいくらいのお姉ねえさんたちがとびだしてきた。

　ふたりとも涙なみだ目めで、抱だきあうようにして地じ面めんにへたりこんでいる。

　体からだ中じゅうから、サーッと血ちの気けが引ひく。

「け、けっこう、こわいのかな……？」

「かも。秋あき吉よし、こういうの苦にが手て？」

「えっ、そ、それは……」

　おもわず口くちごもる。

　六年ねん生せいにもなってお化ばけがコワイとか、言いえないよ！

　冴さえ木きくんに子こどもっぽいヤツって思おもわれたくないし……。

　なんて、ゴチャゴチャ考かんがえながら歩あるいていたら。

　こつんっ

　手ての甲こうに、なにかが当あたった。

「ひゃあっ!?」

　とっさに、うしろにとびのく。

（びびび、びっくりしたぁ！）

　どうやら、当あたったのは冴さえ木きくんの手てだったみたい。

　一いっ瞬しゅん、本ほん気きでお化ばけかと思おもっちゃったよ。

　冷ひや汗あせをぬぐいながら、すーはー、呼こ吸きゅうを落おちつけていると。

「……ごめん、わざとじゃなかったんだけど。もうすこし、はなれて歩あるこうか」

　冴さえ木きくんは、わたしからはなれるように歩あるきだした。

（わ～、わたしのバカバカ……せっかく、話はなしができるチャンスだったのに……っ！）

　ちょっと残ざん念ねんな気き持もちで、わたしはそのあとをついていった。




「四人にんまでのグループでお入はいりいただけます。二列れつでおならびください」

　係かかりのお姉ねえさんの声こえにしたがって、入にゅう場じょう口ぐちの列れつに加くわわる。

　あまり長ながい行ぎょう列れつでもないし、この様よう子すだと、あっというまに順じゅん番ばんがきちゃいそう……。

　ソワソワしながら、ふと横よこを見みると。

「ひぃ……！」

　ドーンと目めにとびこんできたのは、ゾンビの看かん板ばん。

　おどろおどろしいゾンビたちが、じいっとこっちを見みてる。

　心しん臓ぞうが、ぶるっとちぢみあがる。

（こ、こんなのに会あったら、気き絶ぜつする……！）

　ガクガクふるえだす足あし。

　やっぱムリかも。ていうかムリ、ぜったいムリ……！

「──あの」

　ふいに声こえをあげたのは、冴さえ木きくんだった。

「俺おれ、やっぱ怖こわいんでパスします」

　冴さえ木きくんはコウスケ先せん輩ぱいの肩かたをたたいて、さらりと言いった。

　コウスケ先せん輩ぱいは、「えっ!?」と目めを丸まるくする。

「急きゅうにすみません。幽ゆう霊れい系けいは平へい気きなんですけど、ゾンビがどうも苦にが手てで」

「お、おまえもか！……じゃなくて、おまえ、涼すずしい顔かおしてかわいいとこあんじゃねーか！　ま、ム、ムリして入はいることねーよな！　うん！」

「はい。ありがとうございます」

　言いいながら、冴さえ木きくんがちらりとわたしを見みる。

「……ひとりじゃ退たい屈くつだし、だれかのこってくれたらありがたいんだけど」

　あ……もしかして！

「じゃ、じゃあ、オレが──」

「わたしのこる！」

　すかさず言いうと、コウスケ先せん輩ぱいが「えっ」と残ざん念ねんそうな顔かおをした。

　心こころなしか、顔かお色いろが悪わるいような。

「あの……もしかして、コウちゃんものこりたいですか？」

「へっ？」

　りーちゃんに聞きかれて、コウスケ先せん輩ぱいの声こえが裏うら返がえる。

「苦にが手てならムリすることないですよ。みんなでゾンビを倒たおすの、楽たのしみにしていたのですが……私わたし、ひとりでも行いけますので」

「それはダメだ！」

　声こえをあげるコウスケ先せん輩ぱい。

「ひとりなんて、あぶないだろ！　ナ、ナンパでもされたらどうすんだよ！」
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「ナンパ？……ゾンビにですか？」

「世よの中なか、なにがおきるかわかんねーだろ！　あぁ～、しょうがねぇ！　行いくぞリイコ！」




　お化ばけ屋や敷しきに入はいっていくふたりを見み送おくると、わたしたちは、列れつからはなれて歩あるきだす。

「あの……ありがとう、冴さえ木きくん」

　今こん度どこそ、すぐにお礼れいをつたえた。

　わたしが怖こわがってるって気きづいて、入はいらなくてすむようにしてくれたんだよね。

　そっと見み上あげると、冴さえ木きくんは、とぼけるように「ん？」と首くびをかしげる。

「俺おれ、マジでゾンビ苦にが手てなんだ。……あ、タケには内ない緒しょね。あいつ、ぜったいおもしろがってイタズラしてくるでしょ。そこに和泉いずみが加くわわったら、手てに負おえないよ」

　苦にが笑わらいをうかべる冴さえ木きくん。

　その光こう景けいを想そう像ぞうしたらおかしくて、わたしもクスッと笑わらった。

　胸むねのなかが、ぽかぽかとあたたかくなる。

（また、助たすけてもらっちゃった）

　わたしが困こまってるとき、悩なやんでるとき。

　冴さえ木きくんはいつも、さりげなく手てをさしのべてくれる。

　押おしつけがましくない、さらりとしたやさしさで。

（そういうところ……すごく、好すきだなぁ）

　頭あたまで思おもったとたん、どくんと心しん臓ぞうがふくらんだ。

（そ、そういえば。わたし今いま、好すきな人ひととふたりきりなんだ！）

　しかも、コウスケ先せん輩ぱいを好すきなりーちゃんと、冴さえ木きくんを好すきなわたし、四人にんで遊ゆう園えん地ちって……これ、「Ｗダブルデート」ってやつなんじゃない!?

　意い識しきしはじめると、緊きん張ちょうがぐぐぐっと胸むねにせりあがってくる。

「俺おれたちも、どこか行いこうか」

　ふいに、冴さえ木きくんが園えん内ないマップを広ひろげながら言いった。

「ただ待まってるだけじゃ、もったいないし。秋あき吉よし、行いきたいところある？」

「そ、そうだね！　じゃあ、これ！」

　とっさに、いちばん近ちかくのアトラクションを指ゆびさす。

　このままだと心しん臓ぞうがもたない。

　一いっ刻こくもはやく、つぎの行こう動どうにうつりたかった。

　冴さえ木きくんはすこしためらうような表ひょう情じょうをうかべたあと、決けつ意いしたようにうなずいた。

「……わかった。乗のろう」




　数すう分ふん後ご、わたしはいきおいで適てき当とうに指ゆびさしたことを、めちゃくちゃ後こう悔かいした。

（うぅ……ご、ごめん冴さえ木きくん……っ！）

　ちいさな子こたちにまざって、ぎこちなく馬うまにまたがる冴さえ木きくん。

　メリーゴーランドがしっかり三周しゅうするまで、わたしたちはずっと、赤あかい顔かおでうつむいていた。








９　青あお空ぞらコンサート






　午ご後ご三時じ前まえ。

　たっぷり遊あそんだわたしたちは、コンサートの会かい場じょうに向むかった。

　敷しき地ちの中ちゅう央おうにあるイベント広ひろ場ば。

　ふだんは、大だい道どう芸げいや、キャラクターショーなんかの催もよおしがひらかれる場ば所しょらしい。

　正しょう面めんにシンプルなステージがあって、客きゃく席せきには長ながイスがならんでいる。





『──午ご後ご三時じより、中ちゅう央おうイベント広ひろ場ばにて「青あお空ぞらコンサート」を開かい催さいいたします。みなさま、ぜひお立たちよりください』






　園えん内ないアナウンスが流ながれる中なか、ステージの上うえでは、スタッフの人ひとたちが電でん子しピアノや音おん響きょう機き材ざいをいそがしそうに準じゅん備びしている。

　イスのある前まえのほうは、ちびっこ優ゆう先せんのファミリー席せき。

　後こう方ほうに一いっ般ぱんむけの立たち見みスペースがあって、わたしたちは、その最さい前ぜん列れつに入はいることができた。

　開かい演えんが近ちかづくにつれ、どんどん人ひとが増ふえていく。

　五分ふん前まえにもなると、ロープで区く切ぎられた観かん覧らんスペースは、ほぼ満まん員いんになっていた。




「みなさんこんにちは～！　本ほん日じつは『青あお空ぞらコンサート』におこしいただき、まことにありがとうございます！」

　三時じちょうど。司し会かいのお兄にいさんが出でてきて、自じ己こ紹しょう介かいをはじめる。

　年としは二十代だい後こう半はんくらい。気きさくな雰ふん囲い気きの人ひとだけど、じつは有ゆう名めいなオーケストラに所しょ属ぞくしているヴァイオリニストなんだって。

　つづいて、チェロ、ヴィオラの演えん奏そう者しゃが順じゅん番ばんにステージにあがって、自じ己こ紹しょう介かいと、楽がっ器きの紹しょう介かいもしてくれる。

「──そして！　今こん回かいはすごい方かたを特とく別べつゲストとしてお呼よびしています。日にっ本ぽんが生うんだ世せ界かい的てきピアニスト、清きよ藤ふじ由ゆ布う子こさんです！」

　拍はく手しゅでむかえられ最さい後ごにステージにあがったのは、りーちゃんのママ！

　外がい国こくの女じょ優ゆうさんみたいなはっきりした目め鼻はな立だちに、優ゆう雅がな立たち振ふる舞まい。

　その圧あっ倒とう的てきオーラに、登とう場じょうしただけで観かん客きゃくからどよめきがおこったくらいだった。

「かっこいいね、りーちゃんのママ！」

「はい！　でも、ピアノを弾ひいてるときはもっとかっこいいんですよ！」

　誇ほこらしげに胸むねをはるりーちゃんがかわいくて、こっちまで笑え顔がおになっちゃう。




　出しゅつ演えん者しゃが出でそろうと、まず一いっ曲きょく。

　前ぜん奏そうがはじまると同どう時じに、「あ！」と声こえが出でた。

　だれもが知しってる国こく民みん的てきアニメ、「クラえもん」のテーマソング！

　はずむような演えん奏そうに、一いっ気きに引ひきこまれた。

　前まえのほうで座すわっている子こどもたちも、みんなリズムに合あわせて体からだをゆらしたり、いっしょに歌うたったりして。

　大おお盛もり上あがりのなか、テンポよく演えん目もくがすすんでいく。

　演えん奏そうされるのは、どれも大人おとなから子こどもまで親したしみのある曲きょくばかりだし、曲きょくのあいだにはさまれるお兄にいさんのトークも、ユーモアたっぷり。

　音おん楽がく家かのおもしろい「あるある話ばなし」や、楽がっ器きの豆まめ知ち識しき。はじめて知しることも多おおかった。

　なかでも特とくに印いん象しょうにのこったのは、ピアノ、ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロの四つの楽がっ器きで演えん奏そうされる楽がっ曲きょくを、「ピアノ四し重じゅう奏そう」と呼よぶこと。

　四つの楽がっ器きがバラバラの楽がく譜ふを奏かなでて、ひとつの音おん楽がくをつくりあげる。

　なんだか……ソライロみたいだなって思おもったんだ。




「じゃあ、元げん気きよく手てをあげてくださいね！　ピアノ、弾ひいてみたい人ひと～！」

　お兄にいさんの呼よびかけに、ちびっこたちが、「はーい！」といっせいに手てをあげる。

　はじまったのは、楽がっ器きの体たい験けん演えん奏そうコーナー。

　希き望ぼう者しゃはステージに上あがって、ピアノで「ドレミファソラシド」や「ドシラソファミレド」って、簡かん単たんなメロディーを弾ひくの。

　その音おとにあわせて、演えん奏そう家かさんたちが楽がっ器きを演えん奏そうすると……あら不ふ思し議ぎ、壮そう大だいな名めい曲きょくっぽく仕し上あがっちゃう！　っていう、おもしろい企き画かく。

　希き望ぼうした何なん人にんかのちびっこたちが順じゅん番ばんにステージに上あがって、演えん奏そうを披ひ露ろう。

　そのたび、会かい場じょうは笑え顔がおと拍はく手しゅにつつまれた。

「それじゃあ、最さい後ご、もうひとりですね。大人おとなのかたにも参さん加かしていただきたいんですけど、いかがでしょうか～！」

　お兄にいさんは、後こう方ほうの立たち見みスペースに呼よびかける。

　でも、みんなはずかしいのか遠えん慮りょしてるのか、立りっ候こう補ほする人ひとはいないみたい。

　お兄にいさんはしばらくキョロキョロと首くびをうごかして。

　ふと、わたしたちのほうを見みた。

「……おっ。じゃあそちらの、黒くろいカーディガンのお兄にいさん！　前まえへどうぞ！」

　笑え顔がおで手て招まねきするお兄にいさん。

　着ちゃく席せきしているファミリースペースの観かん客きゃくたちが、いっせいにこっちを見みる。

（え……な、なに？）

　びっくりしていると──ふっと、となりの冴さえ木きくんが前まえへ出でた。

「えっ……？」

　立りっ候こう補ほしたのって、冴さえ木きくんなの!?

　緊きん張ちょうにこわばっている冴さえ木きくんの横よこ顔がお。

　なんて声こえをかけていいかわからないうちに、冴さえ木きくんはぎこちない足あし取どりで客きゃく席せきの間あいだをぬけて、ステージに上あがる。

「こんにちは、お兄にいさんおいくつですか！」

「……十二です」

「えっ、じゃあ小しょう学がく生せい!?　てっきり高こう校こう生せいくらいかと思おもいました！　大人おとなっぽいし、なによりイケメンですよね！　『ヴァイオリン王おう子じ』を名な乗のってる僕ぼくの立たち場ばないなぁ！」

　観かん客きゃくからアハハと笑わらいがおこる。

　でも、冴さえ木きくんはかたい表ひょう情じょうのまま。

　司し会かいのお兄にいさんにうながされて、りーちゃんのママがいるピアノのほうに歩あるきだす。

（冴さえ木きくん……たしか、人ひと前まえでピアノを弾ひくの、嫌いやなんじゃなかった……？）

　不ふ安あんが胸むねをよぎる。

　前まえに一いち度どだけ、学がっ校こうの音おん楽がく室しつで弾ひいてるところを見みかけたことがあるんだけど……。

　わたしが演えん奏そうをほめると、冴さえ木きくんは辛つらそうな顔かおで、「今いまの忘わすれて」「ピアノはもう弾ひかないから」って言いったんだ。

　それっきり、彼かれの演えん奏そうを聴きいたことはない。

（大だい丈じょう夫ぶかな、冴さえ木きくん……）

　心しん配ぱいしながら見みつめていたら。

　ふと──目めが合あった。

　冴さえ木きくんは数すう秒びょうの間あいだ、まっすぐにわたしを見みて。

　心こころを決きめたように、イスに腰こしかける。

「では、演えん奏そうをお願ねがいします！」

　司し会かいのお兄にいさんの声こえ。

　そのとき、冴さえ木きくんはなにか、りーちゃんのママに声こえをかけた。

　りーちゃんのママはすこしおどろいていたけど、すぐに笑え顔がおでうなずいて、ステージ上じょうの仲なか間まに耳みみ打うちしに行いく。




　どきん、どきん

　耳みみ元もとでひびく緊きん張ちょうの鼓こ動どう。

　期き待たいと不ふ安あんが入いり交まじったような、不ふ思し議ぎな気き持もち。

　胸むねの前まえで、手てをぎゅっとにぎる。

　冴さえ木きくんは、一いち度ど、目めを閉とじて。

　すうっと。

　流ながれるようなうごきで、鍵けん盤ばんに指ゆびを置おいた。





　バリバリ、ズドーンッ！






　演えん奏そうがはじまった瞬しゅん間かん、雷かみなりにうたれたみたいなショーゲキが走はしる。

　アオイさんの曲きょくを聴きいたときと、おなじ感かん覚かく。

　シビレるような心ここ地ちよさが全ぜん身しんを駆かけぬけて。

　心こころが、ぐんぐんと上じょう昇しょうしていく。

（この曲きょく……！）

　旋せん律りつに聴きき覚おぼえがあった。

（まちがいない。「幻まぼろしのＳ」──「ヒマワリ」だ！）

　幻まぼろしのＳっていうのは、アオイさんが昔むかし組くんでいた「ＳＳＳトリプルエス」というグループの曲きょくのこと。

　グループが解かい散さんしたあと、ＳＳＳトリプルエスの動どう画がはぜんぶ消けされちゃったから、当とう時じの楽がっ曲きょくはファンの間あいだで「幻まぼろしのＳ」って呼よばれてるの。

　ヒマワリは、その中なかでも、ネット上じょうにゆいいつのこってた曲きょくなんだ。

　わたしがこの曲きょくを聴きくのは、これで三度ど目め。

　冴さえ木きくんが、音おん楽がく室しつで弾ひいてるのを聴きいたとき。

　動どう画がサイトで見みつけて聴きいたとき。

　そして──今いま。




　一分ぷんちょっとの演えん奏そうが終おわると、客きゃく席せきは大おおきな拍はく手しゅにつつまれた。

　わたしも力ちからいっぱい手てをたたく。

　冴さえ木きくんは、いったん間まをおいて。

　ふたたび、鍵けん盤ばんをたたきはじめた。

　空くう気きがガラリとかわる。

「あ！」

「「「ドレミの歌うた！」」」

　コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんと声こえがそろって、おもわず笑えみがこぼれる。

　同どう時じに、演えん奏そう家かさんたちも、一いっ斉せいに楽がっ器きを弾ひきはじめた。

　即そっ興きょうの「ピアノ四し重じゅう奏そう」。




　──本ほん当とうに、魔ま法ほうをかけられたみたいだった。

　奏かなでられる一いち音おん一いち音おんが、はずむように空そらを舞まって。

　澄すみ渡わたる青あお空ぞらを、あざやかに彩いろどっていく。

　だれからともなく、自し然ぜんと手て拍びょう子しがおこった。

　ステージも客きゃく席せきも、大人おとなも子こどもも、みんな笑え顔がおで。

　そのとき。百人にんを超こえる人ひとたちの心こころが、たしかにひとつになっていた。
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（すごい……音おん楽がくって、本ほん当とうにすごい……！）

　感かん動どうで体からだがふるえるのと同どう時じに、ぶわっと、胸むねの中なかに、たくさんの言こと葉ばがよみがえる。





『大だい丈じょう夫ぶだよ、落おちついて』



　落おちこんでるとき、いつも、やさしくよりそってくれたアオイさんの言こと葉ば。




『前まえから思おもってたんだ。秋あき吉よしの絵え、すごくいいなって』

　動どう画がが炎えん上じょうして絵えを描えがけなくなったわたしに、冴さえ木きくんがかけてくれた言こと葉ば。





『キミがいないソライロは、もう、ソライロじゃない』



『俺おれにとっては、すごく、特とく別べつな約やく束そくなんだけど』


『もう二に度どと、ソライロをやめるなんて言いわない』



『秋あき吉よしは、そのままでいいんだ』





『──僕ぼくはキミを待まってた』






　アオイさんの言こと葉ば。

　冴さえ木きくんの言こと葉ば。

　ふたりの言こと葉ばが交こう互ごに、しだいにかさなるように聞きこえて。

　わたしの心こころを、あたたかくつつんでいく。

（……そうだ）

　そっと胸むねに手てを当あてて、目めを閉とじる。

　思おもえば、はじめから同おなじだった。

　アオイさんから感かんじるあたたかさと、冴さえ木きくんから感かんじるあたたかさ。




　──だからわたしは、〝彼かれ〟を好すきになったんだ。




「素す晴ばらしい演えん奏そうをありがとうございました！　みなさん、もう一いち度ど大おおきな拍はく手しゅを！」




　鳴なり止やまない拍はく手しゅの中なか、空そらを見み上あげる。

　心こころにかかっていた黒くろい雲くもは、きれいに消きえ去さっていた。








10　夕ゆう暮ぐれの観かん覧らん車しゃ






　コンサートが終おわると、いつのまにか日ひがかたむきはじめていた。

　ゆっくりと茜あかね色いろに染そまっていく、にぎやかな園えん内ない。

　楽たのしかった時じ間かんの終おわりはいつも、すこしさみしい気き分ぶんになる。

「ラストは観かん覧らん車しゃにしましょう。夕ゆう暮ぐれの時じ間かんに乗のるのがオススメだって、ネット記き事じに書かいてありました！」

　りーちゃんの提てい案あんにみんな賛さん成せいして、最さい後ごのアトラクションは観かん覧らん車しゃに決けっ定ていした。

　一いっ周しゅう、約やく十五分ふん。

　はるかぜランドの目め玉だまアトラクションだけあって、なかなか大おおきい。

「こちら四人にん乗のりです、みなさんごいっしょにどうぞ」

「うぃーっす」

　係かかりの人ひとに案あん内ないされてすぐ乗じょう車しゃ口ぐちへむかおうとしたコウスケ先せん輩ぱいを、りーちゃんが「あ、あの！」と、あわてて引ひきとめる。

「ふ、ふたりずつで乗のりたいです……」

「えっ、なんだよ急きゅうに。四人にん乗のりなんだから四人にんでいいだろ」

「だから……！　もう、いいから行いきましょう！　ふたりでお願ねがいします！」

　りーちゃんは顔かおを真まっ赤かにしながら、コウスケ先せん輩ぱいの背せ中なかを押おしてゴンドラに乗のりこんだ。

　のこされたわたしと冴さえ木きくんは、無む言ごんで顔かおを見み合あわせる。

「……俺おれたちも乗のろっか」

　冴さえ木きくんに言いわれて、わたしはこくりとうなずいた。




　ゴンドラは、ゆったりとしたスピードで地ち上じょうからはなれていく。

　この観かん覧らん車しゃは、はるかぜランドの開かい園えん当とう時じからずっと変かわってないらしい。けっこう年ねん季きが入はいっていて、時とき折おり、ギイッと金きん属ぞくのきしむ音おとがする。

　ある意い味み、ジェットコースターよりスリルがあるかも。

　そんなことを考かんがえながら、横よこ窓まどをのぞいて下したを見みていると。

「あのさ」

　冴さえ木きくんの声こえに、ドキッと顔かおを上あげる。

「……ずっとだまってたこと、本ほん当とうにごめん」

　冴さえ木きくんは、視し線せんをじっと下したに向むけたまま話はなしだす。

「さいしょ、コウスケ先せん輩ぱいたちからメールをもらったとき……俺おれのことをなにも知しらずに、曲きょくそのものを好すきになってくれたことが、すごくうれしかったんだ。ＳＳＳトリプルエスが解かい散さんになったあとだったし、ネット上じょうだけのつきあいにとどめておけば、二に度どとあんな思おもいしなくて済すむと思おもって。素す性じょうをかくしたまま、ソライロを組くんだ」

　冴さえ木きくんは言こと葉ばを切きって、ふっと目めを上あげる。

「そんなとき、秋あき吉よしがメールをくれたんだ。俺おれの曲きょくを聴きいてイラスト描かいてくれたって。本ほん当とうに、夢ゆめみたいで……でも、ますます正しょう体たいを言いいだせなくなった」

「えっ？」

　聞ききかえすと、冴さえ木きくんはかあっと顔かおを赤あかくさせて、頭あたまを抱かかえた。

「だって、『あなたが好すき』とか『片かた思おもい』とか『初はつ恋こい』とか『胸むねがきゅんとする』とか……そういう歌か詞しを俺おれが書かいてるってこと、クラスの女じょ子しに……秋あき吉よしに知しられるなんて。はずかしすぎるだろ」

　その言こと葉ばに、今こん度どはわたしが赤あかくなる番ばんだった。

（た、たしかに、言いわれてみれば……わたしも冴さえ木きくんに、曲きょくから妄もう想そうした恋れん愛あいストーリー、さんざん聞きかれちゃってたんだ！）

　意い識しきした瞬しゅん間かん、ボンッと体たい温おんがはね上あがった。

　アオイさんなら……動どう画がをいっしょにつくる「ソライロの仲なか間ま」としてなら平へい気きだったのに。身み近ぢかなクラスの男だん子しに聞きかれるのは、めちゃくちゃはずかしい！

　不ふ思し議ぎだけど、その気き持もち、すごくよくわかるよ！

「あの、それは、おたがいさまってことで……」

　ちいさな声こえで言いうと、冴さえ木きくんは耳みみを赤あかくしたまま、「そうだね」ってうなずいた。

「はじめは、言いわない、言いえないって思おもってたんだ。だけど……だんだん気き持もちが変かわっていった。いっしょに活かつ動どうするうち、みんなは俺おれにとって、かけがえのない存そん在ざいになっていたから。ソライロを失うしなわないためには、逃にげずに、ちゃんと向むき合あうしかないと思おもった……。それで、この前まえのコンペのとき、『会あおう』って決けつ意いしたんだ」

　コンペという言こと葉ばに、胸むねがチクリと痛いたむ。

　すこし前まえに、プロデビューへの挑ちょう戦せんとして参さん加かした、広こう告こく動どう画がのコンペ。

　審しん査さ員いんの前まえでプレゼンをする日ひ、アオイさんが電でん車しゃのトラブルで来こられなくなってしまって。三人にんでせいいっぱい頑がん張ばったけど、結けっ果かは散さん々ざんだった。

　今いまでも、ちょっぴり苦にがい思おもい出でなの。

　冴さえ木きくんも、つらそうに表ひょう情じょうをくもらせる。

「あのとき、すごく後こう悔かいしたんだ。もう、大だい事じなときにそばにいられないのは嫌いやだって。でも……正しょう体たいをうちあけたことで、けっきょくみんなに迷めい惑わくをかけてしまった……本ほん当とうに、ごめん」

　スッと、頭あたまを下さげる冴さえ木きくん。

　わたしは、あわてて首くびをふる。

「ううん。もうあやまらないで、冴さえ木きくん」

　たしかにびっくりしたし、ショックだったけど……もう、いいんだ。

　それよりも、ずっと知しりたかったその気き持もちを聞きくことができたのが、うれしい。

　今いまは、心こころからそう思おもえるから。




「こんなこと言いったら、冴さえ木きくん、イヤかもしれないけど……」

　わたしも、自し然ぜんと話はなしだす。

「さっきのピアノ、すごく感かん動どうした。冴さえ木きくんの……アオイさんの音おん楽がくには、やっぱり、みんなを元げん気きにする力ちからがあるんだね」

　冴さえ木きくんは、だまって、わたしの話はなしに耳みみをかたむけてくれる。

　それだけで、なんだかすごく安あん心しんできた。

　今いまなら、言いえる。

「わたしね……こわかったの。アオイさんが、消きえちゃうような気きがして」

「消きえる？」

　目めをぱちくりさせる冴さえ木きくん。

　わたしは、ずっと言いえなかった自じ分ぶんの気き持もちを正しょう直じきに話はなす。

　心こころの中なかにいつもアオイさんがいて。ずっと、すごく大たい切せつな存そん在ざいだったこと。

　だけど、アオイさんが冴さえ木きくんだってことを受うけ入いれたら、今いままで感かんじてきたアオイさんへの気き持もちが、なかったことになってしまう気きがしたこと。

『アオイさん』は、存そん在ざいしない、架か空くうの人ひとってことになって。

　これまでかわした言こと葉ばも、四人にんの絆きずなも。ぜんぶ、幻まぼろしみたいに消きえてしまうんじゃないかって。

　不ふ安あんで、こわくて。悲かなしかった……。

「でも、そうじゃないんだね。アオイさんは、冴さえ木きくんの一いち部ぶで。アオイさんの言こと葉ばも音おん楽がくも、冴さえ木きくんの中なかから生うまれた『ほんもの』だった。だからアオイさんの曲きょくは、わたしたちの心こころに、強つよくひびくんだ。『バリバリ、ズドーンッ！』って、雷かみなりを落おとすくらい！」

　口くちに出だすと、あらためてストンと胸むねに落おちてくる。

　冴さえ木きくんがアオイさんだとしても、アオイさんが消きえちゃうわけじゃないんだ。

　アオイさんがつくる「世せ界かいでたったひとつの音おん楽がく」は、わたしの心こころの中なかで……ううん、たくさんの人ひとの心こころの中なかで、ひびきつづける。

　これから先さきも、ずっと。

「あのね」

　勇ゆう気きを出だして、冴さえ木きくんの目めを見みる。

　すこし茶ちゃ色いろがかった瞳ひとみ。

　心しん臓ぞうが、とくとく脈みゃく打うつ。

「あのね。わたし、冴さえ木きくんが──」

　すうっと、息いきをすいこんで。





「冴さえ木きくんが、アオイさんでよかった！」






　気き持もちが、すうっと明あかるくなった。

　自し然ぜんと笑え顔がおになって。

　ずっと悩なやんでたのがウソみたいに、心こころがはずみだす。

「わたしのほうこそ、いろいろごめん。ソライロの活かつ動どうは……今日きょうから再さい開かいでいいよね？」

「……もちろん」

　冴さえ木きくんは、そう言いって、こくりとうなずくと。

　とつぜん、力ちからがぬけたように後うしろへもたれかかった。

「……この一週しゅう間かん、生いきた心ここ地ちしなかったよ」

　目め元もとを手てでおおって、天てん井じょうをあおぐ。
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「秋あき吉よしぜったいこまってるし、でも、俺おれが落おちこんでる姿すがたなんか見みせたら気きをつかわせちゃうと思おもって。ひとりで平へい気きなフリして、距きょ離り置おいて……。だけど、ほんとはずっと、すごく話はなしたかった。秋あき吉よしと、こんなふうに」

　おさえていたものを爆ばく発はつさせるように、早はや口くちで言こと葉ばをつむぐ冴さえ木きくん。

　びっくりしたけど、同どう時じに、うれしい気き持もちがこみあげてくる。

「じゃあ、また、わたしと友ともだちになってくれる？」

　わたしは、まっすぐ右みぎ手てをさしだした。

　冴さえ木きくんは大おおきく目めを見みひらいて。

　ちょっぴり決きまり悪わるそうに、ほほえんだ。

「うん」

　さしだしたわたしの手てが、しっかりとにぎりかえされる。

　手てのひらが感かんじるぬくもりに、きゅんと高たか鳴なる胸むね。

　何なん秒びょう間かんか見みつめあって。照てれくささで、同どう時じにフッと笑わらって。

　そのまま、アハハとおなかをかかえて笑わらう。

　夕ゆう暮ぐれ時どきで助たすかった。

　たぶん今いま、これまでになく、顔かおが真まっ赤かだと思おもう。




「……あ」

　ゴンドラが下くだりにさしかかったころ、冴さえ木きくんがつぶやいた。

　はっとしたような表ひょう情じょうで、宙ちゅうを見みてる。

「今いま……すげー曲きょくが鳴なってる。頭あたまのなかで」

「曲きょく？」

「めっちゃいい曲きょく。待まって、メモらないと！」

　子こどもみたいに目めをかがやかせながら、冴さえ木きくんはバタバタと携けい帯たいをとりだした。

　それから観かん覧らん車しゃが地ち上じょうにつくまでののこり時じ間かん、ずっと、無む言ごんで携けい帯たいをいじるだけ。

（あーあ。せっかくの「ふたりきり」なのになぁ）

　ちょっぴり残ざん念ねん。

　……でも、なんでかな。

　一いっ生しょう懸けん命めいに音おん楽がくをつくる冴さえ木きくんをそばで見みてるだけで、なんだか、胸むねがいっぱいになった。




　窓まどの外そとに目めをやると、きれいな夕ゆう陽ひが地ち平へい線せんのむこうへしずんでいくのが見みえる。

　この時じ間かんが、ずっとつづけばいいのにな。

　心こころの底そこから、そう思おもった。








11　＆アンドＳエスからのさそい






　帰かえりの電でん車しゃが晴せい天てん駅えきにつくころ、あたりはすっかり暗くらくなっていた。

　ホームの時と計けいを見み上あげると、午ご後ご六時じすぎ。

　すこし前まえまでは、六時じなんてまだぜんぜん明あかるかったのに。

　いつのまにか秋あきになり、もう、冬ふゆの近ちかづく気け配はいを感かんじる。

「家いえまで送おくってくよ」

　冴さえ木きくんが言いった。

「えっ」

　いいよ、と断ことわりそうになって、口くちをつぐむ。

　地じ元もとの駅えきだし、学がっ校こうの子こに見みられたらどうしよう、っていう心しん配ぱいが頭あたまをよぎったけど。

　それ以い上じょうに……もうすこし、いっしょにいたい気き持もちが勝まさった。

　だまったままうなずくと、冴さえ木きくんは「よかった、断ことわられなくて」と小ちいさく笑わらった。

　ちょっぴり気きはずかしくて、ふたりして、うつむきがちに改かい札さつを出でる。

　──そのときだった。




「奏そう太た！」

　女おんなの子この声こえがした。

　冴さえ木きくんが顔かおを上あげ、わたしもそちらを見みる。

　そこにいたのは、平へい凡ぼんでちいさな駅えきには似につかわしくない、都と会かい的てきな美び少しょう女じょ。

「あっ！」

　だれだかわかって、おもわず声こえが出でる。

　駅えきの出で口ぐちでにこやかに手てをふるのは──「＆アンドＳエス」の、ＳＡサＴＳＵツＫＩキさん!?

　＆アンドＳエスは、二ふた人り組ぐみの超ちょう人にん気き音おん楽がくグループ。

　動どう画がはどれも一〇〇万まん回かい以い上じょう再さい生せいされてて、わたしたちにとってはあこがれであり、雲くもの上うえの存そん在ざいなんだ。

　ビックリなのは、＆アンドＳエスのふたりは昔むかし、アオイさんと三人にんで「ＳＳＳトリプルエス」を組くんでて……。

（……あれ？　ちょっと待まって）

　アオイさんが冴さえ木きくんってことは、つまり、冴さえ木きくんとサツキさんは、元もと仲なか間ま同どう士しなんだ！

　その事じ実じつに気きづいてビックリしていると、冴さえ木きくんは、一いっ瞬しゅん、気きまずそうにわたしを見みて。

　駆かけよってくるサツキさんのほうへ向むき直なおる。

「……なにしてんの、こんなとこで」

　冴さえ木きくんの問といかけに、サツキさんはにこりと笑えみをかえす。

「シュウから、今日きょうソライロが遊ゆう園えん地ちに行いくらしいって聞きいたから、待まってれば会あえるかな～って。あ、シュウはコウスケちゃんから聞きいたんだって。あのふたり、意い外がいと気きが合あうみたいね」

　シュウさんっていうのは、＆アンドＳエスのもうひとりのメンバー。

　たしか、ワク動どうフェスで会あったとき、コウスケ先せん輩ぱいと連れん絡らく先さきを交こう換かんしたんだよね。

（コウスケ先せん輩ぱい、今いまでもシュウさんとふつうにやりとりしてるんだ！）

　びっくりしていると、サツキさんがパッとわたしのほうを向むく。

「こんばんは、いっちーちゃん！　Ｗダブルデートだって？　いいね～、若わかい子こは！　青せい春しゅんだね！」

「へっ!?」

　顔かおが、かあっと熱あつくなる。

　デートなんて、だれかに聞きかれたら誤ご解かいされちゃうよ！

「ち、ちがいます。ソライロの四人にんで遊あそんで、その帰かえりで……」

「待まちぶせなんて、趣しゅ味み悪わるいよ」

　わたしの言こと葉ばをさえぎるように、冴さえ木きくんが言いう。

　なんとなく、声こえにつめたさというか、トゲがあるような気きがした。

　でも、サツキさんはあまり気きにとめてないみたい。

　けろりと明あかるい表ひょう情じょうで、冴さえ木きくんの肩かたをぽんぽんたたく。

「も～、人ひと聞ぎきが悪わるいこと言いわないでよ。あなたがメッセージも電でん話わも無む視しするからでしょ？　こないだも『駅えきに来きて』って連れん絡らくしたのにすっぽかすし。こうするしかないじゃない」

　駅えき、すっぽかす……って、もしかして！

　ハッと息いきをのむ。

　こないだ──駅えき前まえでプリントを大たい量りょうに落おとしちゃったわたしを、サツキさんが助たすけてくれたとき。サツキさん、だれかに約やく束そくを「すっぽかされた」って言いってたけど……。

　あのとき待まってた相あい手てって、冴さえ木きくんだったの!?

　びっくりして冴さえ木きくんを見みると。

　冴さえ木きくんは苦にがい表ひょう情じょうをうかべ、うつむいた。

「……俺おれは、なんの用ようもないから」

「私わたしはあるの。返へん事じ、まだもらってないもん」

　返へん事じ……？

　ザワッとかすめる不ふ安あん。

　それと同どう時じに、ふっと、ある言こと葉ばを思おもい出だす。




　──シュウさんから聞きいちゃったんだ。昔むかし、サツキさんとアオイさんが、その……付つき合あってたっぽいこと。




　前まえに、コウスケ先せん輩ぱいが言いってたこと。

　あの話はなしが本ほん当とうだとしたら、ふたりは「元もと仲なか間ま」どころか、「元もと恋こい人びと」の関かん係けいってことになる。

（『返へん事じ』って……もしかして、ヨリをもどすとか、そういうのなんじゃ……？）

　──だとしたら、わたしは邪じゃ魔まものだ。

　ぎゅっと、胸むねが強つよくしめつけられた。

　唇くちびるをかたく結むすんで、あふれだしそうな感かん情じょうを押おしこめる。

（やだな……がっかりするなんて、おかしいよ……はじめから、わたしが入はいるスキマなんてなかった。そんなの、前まえからわかってたはずだもん……）

　アオイさんはサツキさんのことを好すきなのかもしれないって、ずっと思おもってたし。

　たとえ、ふたりがヨリをもどしたって、わたしたちの関かん係けいが変かわるわけじゃない。

　今いままでどおり。ソライロの仲なか間まとして、いっしょに動どう画がをつくっていける。

　──わたしがこの気き持もちを、あきらめさえすれば。




「……行いこう、秋あき吉よし」

　冴さえ木きくんが言いう。

「待まってよ、奏そう太た。今日きょうこそちゃんと話はなそう？」

「あ、あの！」

　とっさに、声こえが出でた。

「わ、わたし、いないほうがいいですよね。先さきに帰かえるので……」

　早はや口くちで言いって、逃にげるように歩あるきだそうとしたら。

「待まって」

　冴さえ木きくんが、わたしを引ひきとめる。

「え……？」

「ここにいて。誤ご解かいされたくない」

　冴さえ木きくんが言いうと、サツキさんも神しん妙みょうな顔かおでうなずく。

「そうだね。いっちーちゃんも無む関かん係けいってわけじゃないし」

「へっ？」

　わたしが、無む関かん係けいじゃない？

　どういう意い味みかわからず、首くびをひねる。

　サツキさんは、とまどうわたしと、冴さえ木きくんの顔かおを、順じゅん番ばんに見みて。

　ゆっくりと、口くちをひらいた。




「単たん刀とう直ちょく入にゅうに言いうね。私わたしは、アオイにもどってきてほしいと思おもってるの」




　ぽかんとする。

　もどってきて、って……どういうこと？

　頭あたまが追おいつかないうちに、サツキさんは話はなしをつづける。

「まだ公こう表ひょうしちゃダメな情じょう報ほうなんだけど、じつは今いま、＆アンドＳエスに大おおきい仕し事ごとの話はなしがきてるんだ。アニメ映えい画がの主しゅ題だい歌かタイアップと、それにあわせた、音おん楽がくアルバムの二か月げつ連れん続ぞくリリース」

「え、映えい画がの主しゅ題だい歌か!?」

　あっけにとられて、つい声こえが出でた。

　すごい……。

　＆アンドＳエスは、ますます大おおきなステージに挑いどもうとしてるんだ。

「レコード会がい社しゃも、かなり力ちからを入いれてプッシュしてくれることになっててね。このチャンス、ぜったいモノにしたいんだ」

「で、でも……それが、アオイさんとわたしに、どう関かん係けいがあるんですか？」

　そうだよ。＆アンドＳエスがすごいのは、前まえからずっとだし。

　わたしがいきおいで「ソライロは＆アンドＳエスを倒たおします！」とか、ライバル宣せん言げんしちゃった過か去こもあるけど。それはソライロが頑がん張ばることであって、＆アンドＳエスの活かつ動どうとは関かん係けいないはず……。

　ぐるぐる考かんがえていると、サツキさんがふたたび話はなしだす。

「……レコード会がい社しゃの要よう望ぼうで、制せい作さく陣じんに作さっ曲きょく師しをもうひとり加くわえようって話はなしになってるの。曲きょくの幅はばを広ひろげて、ファン層そうを拡かく大だいするためにね。むこうは、人にん気きの作さっ曲きょく師しを何なん人にんか提てい案あんしてくれて、今いま、シュウが検けん討とうしてる段だん階かいなんだけど……。私わたしは、アオイ、あなた以い外がいいないと思おもってる」

　しん、と水みずを打うったような沈ちん黙もくがながれた。

（それって……）

　発はつ言げんの真しん意いをたしかめるため、おそるおそる問といかける。

「……それって、アオイさんが、＆アンドＳエスのアルバムを手て伝つだうってことですか？」

「ほかの作さっ曲きょく師しだったら、そういうことになるけど。……でも、私わたしはこれが、三人にんでやり直なおす最さい後ごのチャンスだと思おもってる。アオイと、『ＳＳＳトリプルエス』として、再さいスタートを切きりたい」

「えっ……」

　つまり──アオイさんがソライロをやめて、＆アンドＳエスに行いくってこと？

　言こと葉ばを失うしなう。

　ぼうぜんとしていると、サツキさんは冴さえ木きくんのほうへ向むき直なおった。

「私わたしはあなたの音おん楽がくを、もっともっとたくさんの人ひとに届とどけたいの。あなただって、それが夢ゆめだって言いってたじゃない。私わたしとシュウなら、それができる。あなたがつくった曲きょくを私わたしが歌うたい、シュウが世よに送おくりだす。きっと……びっくりするくらい大おお勢ぜいの人ひとを笑え顔がおにできるよ！」

　熱ねつのこもったサツキさんの言こと葉ば。

　冴さえ木きくんは顔かおをこわばらせて、目めをふせる。

「……俺おれはもう、『ソライロのアオイ』だ。ＳＳＳトリプルエスにはもどらない」

「逃にげないでよ。一いち度ど、シュウと会あって話はなして」

「必ひつ要ようない。ぜんぶ終おわったことだ」

「終おわってなんかない！　ふたりとも、おたがいから逃にげてるだけじゃない！　このまま……一いっ生しょう、誤ご解かいしあったままでいいの？」

　サツキさんが、冴さえ木きくんの肩かたをつかむ。

　今いままで見みたことないくらい、辛つらそうに顔かおをゆがめて。

「きっと、三人にんでやってたあのころにもどれるよ！　大だい丈じょう夫ぶ！　あなたの音おん楽がくは、私わたしが支ささえるから！」

　そのとき、冴さえ木きくんの瞳ひとみがゆれた。

　なにかをこらえるように、ぐっと唇くちびるをかんで。

　肩かたにのせられたサツキさんの手てを、ふりほどく。

「……今いま、俺おれが曲きょくをつくりたいと思おもうのは、ソライロだけだ。ＳＳＳトリプルエスはもう終おわったんだ。これ以い上じょう、ひっかきまわすのはやめてくれ」

　早はや足あしで歩あるきだす冴さえ木きくん。

　わたしは、冴さえ木きくんの背せ中なかとサツキさんの顔かおを、アタフタと交こう互ごに見みることしかできない。

　サツキさんは、目めににじむ涙なみだをかくすように、下したをむく。

「いっちーちゃんなら……わかるでしょ？　アオイの音おん楽がくは、もっとたくさんの人ひとに聴きかれるべきだって……」

　サツキさんは、しずかな、でもハッキリとした声こえでわたしに語かたりかける。




「このままソライロにいることが……本ほん当とうに、アオイのためになる？」




　キンと、心しん臓ぞうが凍こおりついた。

　それと同どう時じに、頭あたまがカッと熱あつくなる。

「アオイさんは──」

「アオイのためを思おもうなら、こたえはひとつのはずだよ」

　サツキさんが語ご気きを強つよめる。

「ＳＳＳトリプルエスの解かい散さんを私わたしがだまって受うけ入いれたのは、あのときはそうする以い外がい、アオイの音おん楽がくを守まもれないと思おもったから。でも……今いまの私わたしならシュウを説せっ得とくできるし、アオイのことも支ささえられる。あいつをいちばん理り解かいできるのは、私わたしだから」
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　まっすぐぶつかってくる言こと葉ば。

　言いいかえそうとしたけど、体からだがつめたくなって、口くちがうまく動うごかない。

（ちがう……アオイさんは、ソライロの仲なか間まだもん。わたしだって……わたしたちだって、アオイさんのこと、理り解かいしてる……！）

　頭あたまで必ひっ死しに思おもっても、声こえにならなかった。

　目めの前まえにいるのは、大だい人にん気きのスター。

　昔むかしのアオイさんをよく知しってて。元もと恋こい人びとかもしれなくて。

　そんな人ひとに……わたしがかなうところなんて、ひとつもない──！




「秋あき吉よし」

　遠とおくから聞きこえた冴さえ木きくんの声こえで、ハッとわれにかえる。

「あの……し、失しつ礼れいします」

　サツキさんにぺこっと頭あたまを下さげると、いそいで冴さえ木きくんを追おいかけた。




「サツキにさそわれてること、だまっててごめん。でも、俺おれ、まったくその気きないから」

　駅えき前まえの通とおりを歩あるきながら、冴さえ木きくんは言いった。

　でも……わたしは、なにもこたえられなかった。

「新しん曲きょく、できたら送おくる。……送おくっても、いい？」

　不ふ安あんそうな冴さえ木きくんの声こえ。

　心しん配ぱいをかけたくなくて、せいいっぱいの笑え顔がおでうなずく。

　冴さえ木きくんは、ホッとしたようにほほえんだ。




「……じゃあ、今日きょうはここで」

　ちょうど交こう差さ点てんにさしかかったところで、わたしは足あしを止とめた。

「時じ間かん、まだ遅おそくないし。ひとりで帰かえれるから」

　わたしの家いえはこの交こう差さ点てんを右みぎで、冴さえ木きくんの家いえとは反はん対たい方ほう向こう。

　せっかく送おくるって言いってくれてたけど……できれば今いまは、ひとりになりたかった。

　冴さえ木きくんはすこしの間あいだ、なにか言いいたそうに立たち止どまっていたけど。

　しばらくして、「わかった。じゃあ、また」と手てをあげた。

　わたしも、手てをふりかえして。

　ひとり、とぼとぼと歩あるきだした。








12　クリスマスの予よ定ていは？






　ソライロの活かつ動どうが再さい開かいして、一週しゅう間かんが経たったころ。

　アオイさんの新しん曲きょくが送おくられてきた。

　タイトルは、『青あお空ぞらのメリーゴーランド』。

　スローテンポのラブバラードで、バックには、ピアノ、ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロの「ピアノ四し重じゅう奏そう」が鳴なっている。

　歌か詞しは、ケンカをしてすれちがっていたふたりが、ようやく恋こい人びとになって。ドキドキの初はつデートへ出でかける、というストーリー。




『はなれてた時じ間かんも　ずっと君きみを想おもってた

　いつも　素す直なおに言いえない僕ぼくでごめん』




　やさしく語かたりかけるような歌か詞しから、幸しあわせな気き持もちがつたわってきて。

　心こころがふわっと毛もう布ふでくるまれるみたいな、あったかい曲きょく。




　聴きいた瞬しゅん間かん、いつもの「バリバリ、ズドーンッ！」がきた。

　すごくいい曲きょくで。さすがアオイさんだなって思おもって。

　でも。

　頭あたまにうかんできたイラストのイメージは、今いままでと明あきらかにちがっていた。




　──曲きょくの主しゅ人じん公こうは、「冴さえ木きくん」と「サツキさん」だ。




　実じつ在ざいの、しかも身み近ぢかな人ひとがハッキリとうかんでくることなんて、はじめてだった。

　いつものようにキャラのイラストを描かこうとすると、主しゅ人じん公こうの男おとこの子こは冴さえ木きくんの顔かお、女おんなの子こはサツキさんの顔かおを描かいてしまいそうになって。

　そこで、手てが止とまっちゃう。

　人じん物ぶつの〝顔かお〟が、描かけない。

　何なん度どやってみても、どうしても。




　──あいつをいちばん理り解かいできるのは、私わたしだから。




　あのときのサツキさんの言こと葉ばが、くりかえし頭あたまにひびく。

（きっと、ふたりの間あいだには、強つよい絆きずながあるんだ。わたしの知しらない昔むかしから、ずっと……）

　だって、「はなれてた時じ間かんもずっと君きみを想おもってた」なんて。

　この歌か詞し、まるで、元もと恋こい人びと同どう士しだったふたりが、ヨリをもどす未み来らいを描えがいてるみたいだよ……。

　どんどん気き分ぶんが落おちこんでいく。

　大だい好すきなアオイさんの曲きょくなのに、つらくて、聴きいていられないよ……。





いっちー『ごめん！　キャラデザ、もうすこし待まってください』






（…………はぁ）

　ソライロのみんなにメッセージを送おくると、わたしは机つくえにつっぷした。







「そういえば、クリスマス、一いち歌かは予よ定ていあるの？」

　次つぎの日ひの休やすみ時じ間かん、ユキちゃんがわたしの席せきをふりかえりながら言いった。

　わたしは鉛えん筆ぴつを置おいて、首くびをふる。

「たぶん、今こ年としも家か族ぞく三人にんでかなぁ……ユキちゃんは、サッカークラブでパーティーだよね」

「そ、毎まい年とし恒こう例れいの！　クラブの男おとこどもといっしょだから、ロマンチックなムードは皆かい無むだけどね！　世せ間けんでは、クリスマスといえば好すきな人ひとと過すごす日ひって感かんじなのにさぁ」

　苦にが笑わらいをうかべながら、肩かたをすくめるユキちゃん。

（好すきな人ひとと過すごす日ひかぁ……）

　両りょう手てにあごをのせて、ぼんやり考かんがえる。

　ソライロのみんなと過すごせたらうれしいけど……冴さえ木きくんは、きっと予よ定ていあるだろうな。

　学がく年ねん一いちのモテ男だん子しだもん。みんながほっとくわけないし。

　冴さえ木きくんレベルの人にん気き者ものにもなると、予よ定ていがあるのかどうか聞きくだけでも大たい変へん。

　ちょっと言いい方かたをまちがえれば、クラス中じゅうの女じょ子しから注ちゅう目もくをあつめて、「秋あき吉よしさんが冴さえ木きくんに告こくった」とか、根ねも葉はもないウワサが広ひろまっちゃうにちがいない。

（それに……冴さえ木きくんがいっしょに過すごしたいと思おもう相あい手ては、サツキさんかもしれないし……）

　胸むねのなかに、じわっと、嫌いやな気き持もちがしみだしてくる。

　あぁ、ダメダメ！

　こんなこと考かんがえてたら、ますます絵えが描かけなくなっちゃう～～～！

　ぐわ～っと髪かみの毛けをくしゃくしゃにして、よけいな考かんがえを頭あたまから追おいはらう。

「よしっ」

　気き合あいを入いれて、鉛えん筆ぴつをにぎりなおす。

　クリスマスまで、あと一か月げつ。

　曲きょくはできたから、アオイさんとコウスケ先せん輩ぱいの音おん楽がく班はんは作さ業ぎょうをすすめられるけど、映えい像ぞう班はんは、わたしがキャラクターのデザインを描かかないことには、なにもはじまらない。

　ソライロのみんなとはじめてむかえるクリスマス。「ワク動どうクリスマス企き画かく」に参さん加かして、記き念ねんにのこる動どう画がをつくりたいのに……気き持もちがあせるほど、状じょう況きょうは悪わるくなっていく気きがする。

　ノートにならぶのは、顔かおが描かきこまれてないのっぺらぼうの人にん間げんばかり……。

（ダメだ……まったく描かける気きがしないよ……）

「──秋あき吉よし」

「へっ!?」

　とつぜん声こえをかけられて、肩かたがとびはねる。

　うしろに、冴さえ木きくんが立たっていた。

「なに描かいてるの？」

　なにげなく視し線せんを落おとす冴さえ木きくん。

「わ～～～～～～っ!!」

　ガバッと、机つくえに体からだを投なげだしてノートをかくす。

　人じん物ぶつの〝顔かお〟が描かけなくなったこと、冴さえ木きくんにバレたら、心しん配ぱいかけちゃう！

「き、気きにしないで！　大だい丈じょう夫ぶだから！」

「でも──」

　冴さえ木きくんがなにか言いいかけたとき、

「ねぇ、冴さえ木き！」

　リリアちゃんが、ひょこっとあらわれた。

　横よこには、仲なかよしのマナちゃんとエリィちゃんもいる。

　三人にんとも、どこか、うかれた雰ふん囲い気き。

　リリアちゃんは、さりげなく冴さえ木きくんの肩かたにタッチしながら、顔かおをのぞきこむ。

「あのね。クリスマスにうちでパーティーやるんだけど、あんたにも来きてほしいの」

　ドキッと体からだが固かたまる。

　盗ぬすみ聞ぎきはよくないとわかってても、つい、会かい話わに聞きき耳みみを立たててしまう。

　教きょう室しつもざわついて、こちらに視し線せんがあつまっているのがわかる。

（すごい！　リリアちゃん。堂どう々どうと冴さえ木きくんをクリスマスパーティーにさそった……！）

　そんなこと、わたしには、とてもできない。

　まわりの目めとか、迷めい惑わくとか、断ことわられたらとか……いろいろ考かんがえて。

（いいな、リリアちゃんは……わたしとちがって、いつもまっすぐ、一いっ直ちょく線せんで……）

　こんな風ふうにさそわれたら、冴さえ木きくんだって、うれしくないわけないよ。

　うらやましさがこみあげて。

　鉛えん筆ぴつを、ぎゅうっとにぎりしめる。

「けっこう派は手でにやる予よ定ていなんだ。女じょ子しはうちら三人にんで、男だん子しは一組くみの白しら石いしと……」

「ごめん。クリスマスは、ちょっとムリ」

　冴さえ木きくんは、きっぱりと言いった。

　心こころの中なかが、さっきとはちがう不ふ安あんにおおわれる。

「え、なに。予よ定ていあるの？　だれと？」

　リリアちゃんが矢や継つぎばやに聞きくと、冴さえ木きくんは、こまったようにほほをかく。

（クリスマス……冴さえ木きくんはやっぱり、サツキさんと……？）

　胸むねがギュッと苦くるしくなる。

　やだ。聞ききたくない──！

「俺おれは──」

　ガタガタッ

　わたしはノートを手てに、あわてて席せきを立たった。

「えっ、一いち歌か？」

　みんなが、おどろいたようにわたしを見みる。

　冴さえ木きくんも。

　カーッと、全ぜん身しんから火ひがでるんじゃないかってくらい熱あつくなって。

「ト、トイレ！」

　なぜか、大おお声ごえでさけんでしまった。

（も……もうやだ！　消きえたいっ！）

　両りょう手てで顔かおをおおうと、わたしは猛もうダッシュで教きょう室しつをとびだした。




　それから、トイレの個こ室しつにこもって必ひっ死しに気き持もちを落おちつけて。

　チャイムぎりぎりで教きょう室しつにもどって。

　どうにかこうにか、ふつうにすごして……。

　ようやく放ほう課か後ごになったころには、へとへとに疲つかれてしまった。

「はぁ……」

　ため息いきがもれる。

　どうしよう。ソライロのイラストはうまくいかないし。

　冴さえ木きくんのクリスマスの予よ定てい、気きになるし……。

（現げん実じつを知しるのがこわくて逃にげちゃったけど、こんなことなら、聞きいとけばよかったかも……）

　冴さえ木きくんの口くちから気き持もちを聞きけたら、この恋こいも、すっぱりあきらめられるのかなぁ。

　頭あたまを悩なやませながら、ぼんやり廊ろう下かを歩あるいてたら。

「あっ」

　むこうにリリアちゃんの姿すがたを見みつけた。

　とっさにまわれ右みぎをして、来きた道みちをもどる。

（……な、なんで逃にげてるの、わたし）

　みょうな行こう動どうをとってしまった自じ分ぶんに、自じ分ぶんでツッコミを入いれる。

　でも……リリアちゃんを見みると、冴さえ木きくんのこと考かんがえちゃって、つらいんだもん。

　リリアちゃん、毎まい日にちなにかと冴さえ木きくんのそばにいるし。

　そういえば、修しゅう学がく旅りょ行こうの夜よる、ふたりはなにを話はなしてたのかな……。

　ダダダダッ

（……ん？）

　うしろから、ものすごい足あし音おとが聞きこえるなと思おもった、その矢や先さき。

　ガシッ

「──ちょっといい？」

　思おもいっきり肩かたをつかまれた。

　ひぃ！　と息いきが止とまる。

　リリアちゃんは、ぜぇぜぇと荒あらい息いきをしながら、わたしをキッとにらみつける。

「いいよね？　来きて」

　こ、こわい……！

　逆さからえるはずもなく、わたしはぎこちなく、首くびをタテにふった。




「一いち歌かちゃんの態たい度どさ、すっごいむかつくんだけど」

　人ひと気けのない空あき教きょう室しつに移い動どうするなり、リリアちゃんはズバッとそう言いった。

　腕うで組ぐみをして、見み下おろすようにわたしを見みる。

「なんかアタシのことさけてるよね？　言いいたいことあるなら、だまってないで直ちょく接せつ言いってくれない？　アタシ、そういうのいちばんキライなの！」

　ひさしぶりに見みた、超ちょうピリピリオーラ。

　ただ、口く調ちょうは怒おこってるものの、その目めはとても真しん剣けんで。

　うしろめたくて、そらしたくなる。

「あ、あの、えっと………」

「──冴さえ木きと、なにかあったでしょ？」

　直ちょっ球きゅうな質しつ問もんに、ギクリと首くびを引ひっこめる。

　な、なんでリリアちゃん、わかるの？

　図ず星ぼしすぎて、言こと葉ばにつまってしまう。

　なにもないよって言いって逃にげてしまいたい気き持もちが、チラッと胸むねにうかぶけど、当とう然ぜん、リリアちゃんがソレを許ゆるすはずもない。

「……このアタシが気きづかないとでも思おもう？　好すきなんだよね、一いち歌かちゃんも」

　どこまでもまっすぐな目め。

　そのとき。つんと鼻はなの奥おくが痛いたくなって、視し界かいがぼやけた。

「わ、わたしは……」

　なにか言いおうとしたけど、言こと葉ばにならなかった。

　一いち度ど、ぽろりと涙なみだが落おちると、あとからあとから、とめどなくあふれてしまう。

　どうしよう。急きゅうに泣ないたりなんかしたら、こまらせちゃう！

　止とまれ。お願ねがい、止とまって。

　泣なき顔がおをかくすように、両りょう手てで顔かおをおおっていると。

「ほら」

　ふと、やわらかいタオルの感かん触しょくが手てにふれる。

「泣ないてちゃわかんないよ。とりあえずこれでふきな」

　黒くろ地じにピンクのハート模も様よう。人にん気きのブランドのものだ。

　受うけとるのをためらっていると、リリアちゃんはじれったそうに「ああ、もう」と言いって、ガバッとわたしの顔かおにタオルを押おしつける。

　ほのかに甘あまい、柔じゅう軟なん剤ざいのかおり。

「ハァ……今いま、ユキにこのシーン見みられたら、アタシ殺ころされるかもね」

　その言こと葉ばに、鬼おにの形ぎょう相そうをしたユキちゃんの顔かおが頭あたまにうかんで。

　つい、フッと笑えみがもれた。

「とりあえず、座すわろ」

　支ささえられながら、わたしは壁かべぎわに腰こしを下おろした。

　不ふ思し議ぎと、涙なみだは止とまっていた。




「ちなみに言いっとくけど、アタシ、もう冴さえ木きに告こくったよ」

　だしぬけに、リリアちゃんが言いった。

「修しゅう学がく旅りょ行こうの夜よる、自じ由ゆう時じ間かんによびだしてさ。ま、あっさりフラれたんだけど」

　なんでもないことを話はなすような表ひょう情じょう。

　わたしは、あっけにとられてしまう。

　告こく白はく、した？

　しかも、フラれた？　あのリリアちゃんが？

　情じょう報ほうが多おおすぎて、頭あたまが追おいつかなくて。

　ただ、となりに座すわるリリアちゃんを見みつめることしかできない。
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　リリアちゃんは、ふぅと短みじかい息いきをつく。

「てゆーか、知しってた？　冴さえ木きって、好すきな人ひといるんだって」

「えっ……」

　おもわず目めを見みひらく。

　すぐ頭あたまにうかんだのは、サツキさんの顔かおだった。

（……やっぱり、そうなんだ。冴さえ木きくんは、サツキさんのことを……）

　スカートのすそを、ぎゅっとにぎる。

「それ聞きいて……リリアちゃんは、どう思おもった？」

　勇ゆう気きを出だして、聞きいてみた。

　きっとリリアちゃんも今いま、わたしと同おなじように悩なやんでるんじゃないかと思おもったから。

　その気き持もちをふたりでうちあけあえれば、すこしは気き持もちがラクになるかも……。

「どう思おもったかって……べつに？　そんな気きはしてたし」

「へっ？」

　あっさりした態たい度どに、ひょうしぬけする。

「えっと。悩なやんだり、あきらめよう……とか、思おもわなかった？」

「あきらめる？　なんで？」

　なんで、って……。

　聞ききかえされて、逆ぎゃくにびっくりする。

「だって……相あい手てに好すきな人ひとがいるなら、叶かなわぬ恋こいだもん。ずっと片かた思おもい確かく定ていなんて、つらいだけだし、相あい手てにも迷めい惑わくかけちゃうし……」

「は？　ちょっと待まって。恋こいって、そういうもんじゃなくない？」

　リリアちゃんは顔かおをしかめて、語ご気きを強つよめる。

「いい？　『好すき』って気き持もちは、だれのものでもない。自じ分ぶんのものでしょ。他た人にんにとやかく言いわれる筋すじ合あいはないし、ましてや『あきらめる』とか、バカみたいじゃん」

　その言こと葉ばは、わたしにとって、意い外がいなものだった。

　あきらめるひつようなんかない……。

　そうなのかな。ぜったい叶かなわない恋こいなのに、好すきでいてもいいのかな。

　迷めい惑わく、かけちゃわないかな……。

「一いち歌かちゃんはさ、『いい子こ』すぎるんだよ」

「え……」

「恋こいなんて理り屈くつじゃなく勝かっ手てに落おちるんだから、さめるときも勝かっ手てにさめるよ。自じ分ぶんでコントロールできるものじゃない。だったら、めいっぱい『好すき』を楽たのしめばよくない？　アタシはまわりの目めなんて気きにしないし、我が慢まんもしない。だって、後こう悔かいしたくないもん！」

　まっすぐな瞳ひとみ。

　きっと、リリアちゃんはこんな風ふうにまっすぐ告こく白はくをして、今いまも、まっすぐ冴さえ木きくんを好すきなんだ。

　もしかすると、リリアちゃんなら、冴さえ木きくんのことをふりむかせることができるかもしれないって、そう思おもった。

　わたしには……ぜったい、マネできない。

「よけいなお世せ話わかもしれないけど、後こう悔かいしたくないなら、ちゃんと告こく白はくしといたほうがいいよ。恋れん愛あいのときくらい、『いい子こ』やめたらいいじゃん」

　痛いたいところをつかれて、ドキッと下したをむく。

　なかなか直なおせない、わたしの悪わるいクセ。

　いつもまわりのことばかり気きにして。

　すぐ自じ分ぶんの気き持もちを押おしこめて、我が慢まんしてしまう。

　ユキちゃんにも、「もっとわがままになっていい」って何なん度ども言いわれてるのに。

（だって……こまらせるのも、嫌きらわれるのも、怖こわいもん……）

　ひざを、ぎゅっとかかえる。

　わたし……みんなが言いうような、「いい子こ」なんかじゃない。

　ただ、自じ分ぶんが傷きずつくのが怖こわいだけだ……。




「あ～、やっとスッキリした！」

　リリアちゃんは、ピョンといきおいをつけて立たち上あがる。

「言いっとくけど、アタシけっこう傷きずついてたんだからね？　一いち歌かちゃんと友ともだちになれたと思おもってたのに、めっちゃさけられてさ。恋こいと友ゆう情じょうは、ちゃんとわけて考かんがえてほしいんだけど！」

「ご、ごめん……」

　申もうし訳わけなくて、しゅんと肩かたをちぢめる。

　わたし、知しらないうちにリリアちゃんのこと傷きずつけちゃってたんだ……。

「ま、一いち歌かちゃんの気き持もちに気きづいていながらエンジン全ぜん開かいで冴さえ木きにがっつきすぎたアタシも、ちょっとは悪わるかったと思おもってるし。今こん回かいは、おあいこってことで」

　わたしがうなずくと、リリアちゃんはニッと笑えみをうかべた。

「じゃ、また明日あしたね」

　ひらり、手てをふって教きょう室しつを出でて行いくリリアちゃん。

　ピンと背せ筋すじをのばした後うしろ姿すがたが、とてもまぶしかった。




　ひとりになった、帰かえり道みち。

　わたしはリリアちゃんの言こと葉ばについて、ずっと考かんがえていた。

（後こう悔かいしたくないなら、か……わたしがいちばん後こう悔かいするのは、どんなことだろう？）

　好すきってつたえないまま、この恋こいをあきらめること？

　フラれたあと、気きまずくなってしまうこと？

　どちらも、想そう像ぞうすると胸むねが苦くるしくなる。

（……でも、ちがう。わたしが、いちばん後こう悔かいするとしたら……）

　うかんでくるのは、ひとつだけ。

　──ソライロを失うしなうことだ。

　生うまれてはじめての、夢む中ちゅうになれること。

　仲なか間まと動どう画がをつくる楽たのしさを知しって、一〇〇万まん回かい再さい生せいという夢ゆめもできた。

　もし、自じ分ぶんの行こう動どうによってソライロのみんなと動どう画ががつくれなくなったら、これ以い上じょうないってくらい、めちゃくちゃ後こう悔かいすると思おもう。

　……だとしたら、やっぱり。

（わたしは、ぜったい、告こく白はくできないなぁ……）

　冴さえ木きくんが好すき。

　キラキラと目めを輝かがやかせて音おん楽がくをつくる冴さえ木きくんが、大だい好すき。

　だから……今いまのままいられたら、それでいい。

　コウスケ先せん輩ぱいに「好すき」ってつたえるつもりはないって言いってたりーちゃんの気き持もち……やっと、身みにしみてわかった気きがした。








13　一いち歌かのスランプ






　人じん物ぶつの〝顔かお〟が描かけなくなってから、もう十とお日か以い上じょう経たった。

　今日きょうは、日にち曜よう日び。

　午ご後ごから、りーちゃんの家いえで動どう画が制せい作さく会かいの予よ定ていなんだ。

　みんなには、「日にち曜ようにはぜったいキャラデザ持もってくから！」って言いっちゃったんだけど……ノートに描かかれてるのは、あいかわらず、大たい量りょうののっぺらぼうだけ。

（これじゃ、もはやホラーだよね……）

　自じ分ぶんではもう、どうしたらいいのかわからないよ。




　どんより気きが重おもいまま、駅えきにつく。

　ホームのベンチには、すでに冴さえ木きくんの姿すがたがあった。

　ここで待まち合あわせて、ふたりで春はる風かぜ駅えきに行いく約やく束そくをしてたの。

　冴さえ木きくんはヘッドホンで音おん楽がくを聴ききながら、なにか悩なやんでいるような表ひょう情じょうをうかべている。

（……サツキさんのことを考かんがえてるのかな。それとも、リリアちゃんのことかな）

　わたしのことでは、ぜったいにないよね……。

　ちょっぴり切せつない気き持もちでいると、冴さえ木きくんが、ふっとこちらを見みた。

「あ、お待またせ……」

　あわてて笑え顔がおをつくろうとしたら、冴さえ木きくんがおどろいた様よう子すで駆かけよってくる。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

　バッと、顔かおをのぞきこまれた。

　どきんっ

（顔かお、近ちかい！）

　心しん配ぱいそうな冴さえ木きくんの表ひょう情じょう。

　どぎまぎしながら、視し線せんをそらす。

「な、なにが？」

「なにって、青あおい顔かおして……あれ？　今いまは、赤あかい？」

　わ～～～～っ！

「ちょ、ちょっと走はしってきたからかな？　ふー、あついあつい……」

　笑わらってごまかしながら、ぱたぱたと手てで顔かおをあおいでみせる。

　でも、冴さえ木きくんの表ひょう情じょうはかたいまま。
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「このところ、元げん気きないよね。……もし、俺おれのせいなら──」

「ううん！」

　ブンブン首くびをふる。

「ちがうよ。冴さえ木きくんのせいなんかじゃ……」

「でも、絵え、うまくいってないんでしょ」

　ドキッ

「となりの席せきだし、気きづくよ。人にん間げんの顔かお……わざと描かいてないわけじゃないでしょ？」

　冴さえ木きくんは、ぎゅっと苦くるしげに眉まゆ根ねをよせる。

「……俺おれが、アオイだって正しょう体たい明あかしてからだよね。ごめん……迷めい惑わくかけて」

「ううん！　本ほん当とうに、冴さえ木きくんのせいじゃないから！」

　わたしは、はっきりと言いった。

　だって本ほん当とうに、冴さえ木きくんのせいじゃないもん。

　絵えが描かけなくなったのは……わたしが、冴さえ木きくんのこと、好すきになっちゃったから。

　サツキさんとの関かん係けいを想そう像ぞうして、勝かっ手てに落おちこんでるだけ。

　そんなこと……冴さえ木きくんには、ぜったいに言いえないけど。

「絵えのことは、あとで、みんながいるときに話はなすよ。これ以い上じょう、わたしのせいで動どう画が制せい作さくがストップして、迷めい惑わくをかけちゃうのも嫌いやだし」

　わたしが言いうと、冴さえ木きくんは、まだ腑ふに落おちていない表ひょう情じょうをうかべながらも、「わかった」とうなずいてくれた。




　りーちゃんの家いえにつくと、ソライロ四人にんそろってのミーティングがはじまった。

　テレビの画が面めんは、今日きょうはついてない。

　今いままでは、アオイさんと顔かおを合あわせての会かい話わができなかったから、グループトークの画が面めんがテレビに映うつし出だされるようにして、声こえと文も字じとでミーティングをしてたんだ。

　それも、もう必ひつ要ようないんだ。

　そう思おもうと、ちょっと不ふ思し議ぎな感かんじだった。

「さてと。まずは……キャラデザか！　いっちー、持もってきてくれたか？」

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、ピッと姿し勢せいを正ただす。

　冴さえ木きくんは、心しん配ぱいそうにわたしを見みている。

（やっぱり、もう正しょう直じきに言いうしかないよね……）

　決けつ意いを固かためて、大おおきく息いきを吸すう。

「えっと、それが……」




　原げん因いん不ふ明めいの症しょう状じょうということで今いまの状じょう態たいを話はなすと、みんな、心こころから心しん配ぱいしてくれた。

　腕うで組ぐみをしながら、真しん剣けんに解かい決けつ方ほう法ほうを考かんがえてくれる。

「う～ん。それはもしかすると、スランプかもしれませんね」

　りーちゃんが難むずかしい顔かおで言いう。

「スランプ？」

「スポーツ選せん手しゅやクリエイターが、さまざまな理り由ゆうで調ちょう子しが悪わるくなってしまう時じ期きのことです。できていたことができなくなり、あせって無む理りをして、ますます調ちょう子しを落おとして……と、悪あく循じゅん環かんになってしまうこともあると聞ききます」

　わ。それ、まさに今いまのわたしの状じょう態たいだよ！

　ついつい前まえのめりになる。

「それで、どうすればスランプが治なおるの？」

「まずは、気きを楽らくにすることが大だい事じなのではないでしょうか」

「気きを楽らくに……えっと、それから？」

「絵えのことはしばらく忘わすれるってのはどうだ？　オレはうまく歌うたえないとき、外そとに出でて思おもいっきり走はしりまくるぞ！　ほかのことに熱ねっ中ちゅうしてるうちに、ふっと元もと通どおりに歌うたえるようになるんだ」

「絵えのことは、しばらく忘わすれる……？」

　でも……それじゃあ、本ほん当とうにクリスマス企き画かくに間まに合あわなくなっちゃうよ。

　自じ分ぶんのせいでみんなに迷めい惑わくをかけちゃうことが心こころ苦ぐるしくて、しょんぼり肩かたを落おとしていると。

「俺おれは賛さん成せい」

　冴さえ木きくんが言いった。

「ソライロはソライロのペースで動どう画がをつくればいい。今日きょうはもう、動どう画がのことは忘わすれようよ」

「そうだな！　四人にんでゲーム大たい会かいでもしようぜ！」

　コウスケ先せん輩ぱいの提てい案あんに、りーちゃんがすぐ「いいですね！」と目めを輝かがやかせる。

「なにやります？　私わたしのオススメは、新しん作さくの音おとゲーと、ゾンビゲー……」

「音おとゲーで」

「ああ、音おとゲー決けっ定ていだな！」

　必ひっ死しの形ぎょう相そうで即そく答とうする男だん子しふたり。

　おかしくて、つい笑わらってしまう。

　みんなのやさしさがうれしくて、気き持もちがすこし軽かるくなった気きがした。

（……思おもいきって、相そう談だんしてよかった！）




　大だい画が面めんのテレビを囲かこんで、ソライロ四人にんでの「音おとゲー王おう座ざ決けっ定てい戦せん」がスタートした。

　音おとゲーっていうのは、「音おん楽がくゲーム」っていうジャンルのゲーム。

　音おん楽がくにあわせて指し示じされたボタンをタイミングよく押おして、一いっ曲きょくぶん演えん奏そうする、みたいな感かんじ。

　たいていは得とく点てんを競きそい合あう対たい戦せんプレイみたいなのが多おおいんだけど、今日きょうやった「森もりの音おん楽がく隊たい！」ってソフトは、みんなで合がっ奏そうする協きょう力りょくプレイができて、すごくおもしろかった。

　それぞれが好すきな楽がっ器きの担たん当とうをきめて、そのパートだけをプレイできるの。

　目め立だつピアノやギターだけじゃなくて、ハープとかティンパニーとか。ふだんは聞きき流ながしちゃうような楽がっ器きもあって。

　自じ分ぶんが担たん当とうする音おとは注ちゅう意いして聴きくことになるから、「この曲きょく、こんな音おとが入はいってたんだ！」って、意い外がいな発はっ見けんの連れん続ぞくだった。

「……そういえば、アオイさんの曲きょくも、うしろでいろんな楽がっ器きが鳴なってるよね」

　ふと気きになって、つぶやく。

　音おん楽がくのことはくわしくわからないけど、かなりたくさんの楽がっ器きが使つかわれてると思おもう。

「前まえから思おもってたんだけど、あれって、いろんな楽がっ器きをひとつずつ弾ひいて録ろく音おんしてるの？」

「いや。俺おれが弾ひけるのはピアノだけだよ」

　冴さえ木きくんは、即そく座ざに否ひ定ていする。

「編へん曲きょくは基き本ほん、ぜんぶＤディーＴティーＭエムだから」

「えっ？……でぃーてぃーえむ？」

　聞ききなれない単たん語ごに、わたしはキョトンと首くびをかたむけた。

　ローマ字じ三文も字じってことは、なにかを略りゃくしてるのかな？

　ドーナツ・タルト・メロンパン？

　……いやいや。それじゃ、ただのわたしの好こう物ぶつだよ。

　えーと、ダ、ディ、ドゥ…………。

「デスク・トップ・ミュージック、略りゃくしてＤディーＴティーＭエム。パソコンでつくる音おん楽がくのことだよ」

　冴さえ木きくんがクスッと笑わらいながら説せつ明めいしてくれる。

（パソコンでつくる音おん楽がくって……どういうこと？）

　説せつ明めいしてもらってもピンとこなくて、あごに指ゆびを当あてる。

　パソコンは、録ろく音おんしてから、細こまかい調ちょう整せいをするときに使つかってるんだと思おもってたけど……。

　だって、コウスケ先せん輩ぱいはレコーディングで歌うた声ごえを録ろく音おんするでしょ。

　楽がっ器きの音おとも、一いち度どは演えん奏そうしないと、録ろく音おんできないよね……？

「このゲームにも、簡かん単たんな作さっ曲きょく機き能のうが入はいっていますよ！　実じつ物ぶつを見みたほうがわかりやすいと思おもいます」

　りーちゃんがコントローラーを操そう作さすると、テレビに方ほう眼がん紙しみたいな画が面めんが表ひょう示じされた。

「これで……作さっ曲きょく？」

　画が面めんに顔かおを近ちかづけてみても、さっぱりわからない。

　音おん楽がくといえば、の「五ご線せん譜ふ」もなければ、音おん符ぷも見みあたらないけど……。

「ためしに、秋あき吉よしもやってみる？」

　冴さえ木きくんが言いった。

「えっ、でもわたし、作さっ曲きょくなんてぜんぜんわかんないし……！」

「大だい丈じょう夫ぶ、ＤディーＴティーＭエムは楽がく譜ふを読よめなくてもできるから。りーさん、コントローラー借かりてもいい？」

「はい、もちろんです！」

　冴さえ木きくんはりーちゃんからコントローラーを受うけとって、わたしに手て渡わたしてくれる。

「まずは、音おとの高たかさと長ながさを決きめて。それを、鳴ならしたい順じゅん番ばんに打うちこんでいく」

「え？　えっと……」

「そこ、押おしてみて。あ、そっちじゃなくて……」

　操そう作さ方ほう法ほうがよくわからなくてアタフタしていると。

　ふいに冴さえ木きくんが立たち上あがり、ソファーのうしろへまわる。

　そして──。

「このボタンで音おん階かい、こっちで音おとの長ながさを決きめるんだ」

　わたしの背はい後ごから手てをのばして、コントローラーをにぎった。

（ひゃあ！）

　心しん臓ぞうがドッキーンとはねあがる。

　ソファーをはさんではいるものの、まるで、うしろから抱だきしめられてるみたいな体たい勢せい。

　耳みみ元もとでかすかに息いきづかいを感かんじて。

　意い識しきしないようにしても、体たい温おんがぐんぐん上あがっていく。

（わ、わかってる。横よこからだと教おしえづらいから、しかたなくこの体たい勢せいになってるだけだよね！　わかってる……わかってるけど～～～～っ！）

　心しん臓ぞうが本ほん気きで爆ばく発はつするんじゃないかってハラハラしながらも、冴さえ木きくんの指し示じにしたがって、なんとかコントローラーを操そう作さする。

　方ほう眼がん紙しの上うえにできあがったのは、横よこ向むきの棒ぼうグラフっぽいものが、三本ぼん。

「これでオッケー。再さい生せいしてみて」

「う、うん！　再さい生せいボタンをえらんで……決けっ定てい！」

　ポチッ

　再さい生せいボタンを押おすと同どう時じに、ピアノの音ね色いろで「ド・レ・ミ」と音おとが鳴なった。

「すごい！　音おん符ぷがないのに、ちゃんとドレミって鳴なった！」

「これにあわせて、たとえばドラムの音おとを重かさねることもできるよ。こっちのボタンで……」

　冴さえ木きくんに教おそわりながらさらに操そう作さを加くわえると、今こん度どは、さっきの「ド・レ・ミ」に、「タン・タン・タン」というドラムの音おとが重かさなって再さい生せいされる。

「おぉ～！」

　感かん動どうして、自し然ぜんと声こえが出でる。

　楽がっ器きがなくても楽がく譜ふがわからなくても、「音おん楽がく」をつくれた！

「これが『ＤディーＴティーＭエム』。ソフトやアプリを入いれれば、作さっ曲きょくから編へん曲きょく、演えん奏そうまで、すべてパソコン一いち台だいでできるんだ。ちょっと貸かしてみて」

　コントローラーをわたすと、冴さえ木きくんは慣なれた手てつきで、いろんな楽がっ器きの音おとを重かさねていく。

　ギターにベース、ヴァイオリン。

　シャラララ～ンって、ウインドチャイムの音おとまで！

　わたしが入にゅう力りょくした「ドレミ」は、またたくまに、にぎやかで楽たのしいワンフレーズに進しん化かした。

「ス、スゲーッ！」

「さすがアオイさんです！」

「うん！　本ほん当とうにすごい！」

　三人にんで口くち々ぐちに褒ほめちぎると、冴さえ木きくんは照てれくさそうにはにかんだ。
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（すごいなぁ……アオイさんの曲きょくは、みんな、こんな風ふうに生うみ出だされたんだ！）

　そう思おもったら、おなかの底そこからふつふつと感かん動どうがこみあげてきて。

　同どう時じに──ふっと、イメージがわいた。

「そうだ！」

　ポンとひざをうって、立たち上あがる。

「わたし、描かける気きがする！　ちょっと待まってて！　あ、みんなはゲームしてていいから！」

　こうなったら、いてもたってもいられない。

　すぐにかばんからノートを引ひっぱりだして、鉛えん筆ぴつを走はしらせた。
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14　ＳＳＳトリプルエスの過か去こ






　約やく十じゅう数すう分ふんで、わたしは「ハリネズミ」のキャラを描かきあげた。

　動どう物ぶつキャラが出でてくるゲームをしてたら、「人じん物ぶつの顔かおは描かけなくても、動どう物ぶつの顔かおなら描かける！」って気きがついて。

　新しん曲きょくの主しゅ人じん公こうを、色いろ違ちがいのマフラーをつけたハリネズミのカップルにしてみたんだ。

　みんなも、「かわいいです！」「アリだな！」って言いってくれた。

　スランプを完かん全ぜんに克こく服ふくできたわけではないけど、これで、とりあえずクリスマス企き画かくには間まに合あいそう！

「順じゅん調ちょうにいけば、イブには完かん成せいできそうですね！」

「そしたら上じょう映えい会かいだな。おまえら、クリスマスは当とう然ぜんあけてあるだろうな？　ソライロでクリスマスパーティーしようぜ！」

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、ドキッとする。

（クリスマス、冴さえ木きくんは予よ定ていが……）

　そっと様よう子すをうかがうと、冴さえ木きくんは──うれしそうに、目めを細ほそめた。

「あいてます。楽たのしみです」

　えっ。

　冴さえ木きくん……クリスマス、あいてるの？

　リリアちゃんのさそいを断ことわってたし、てっきり、もう先せん約やくがあるんだとばっかり……。

「よし、じゃあ二十五日にちの午ご前ぜん中ちゅうにリイコん家ち集しゅう合ごうで！　あ、いっちーも大だい丈じょう夫ぶだよな？　もしかして、家か族ぞくと出でかける予よ定ていあったりするのか？」

　話はなしをふられて、すぐに首くびをふる。

「ううん、わたしもとくに予よ定ていはないけど……」

「よかったです！　パーティーの計けい画かくもいっしょに立たてましょう！」

　それから、みんなでクリスマスのことをあれこれ話はなして。

　もちろん新しん作さく動どう画がのミーティングもしっかりやって。

　気きづいたら、あっというまに日ひが暮くれていた。




　帰かえり道みち。

　春はる風かぜ駅えきへむかいながら、冴さえ木きくんとふたりで歩あるく。

　昼ひる間まはぽかぽかで上うわ着ぎもいらないくらいだったのに、びっくりするくらい寒さむい。

　吹ふきつける風かぜが、キーンと身みにしみる。

　油ゆ断だんして薄うす着ぎで来きたの、失しっ敗ぱいだった～！

「うぅ……」

　両りょう手てをこすりあわせていると、冴さえ木きくんが心しん配ぱいそうにわたしを見みる。

「寒さむい？」

「あ！　ううん、大だい丈じょう夫ぶ……！」

　あわてて、手てをぱたぱた。

　だけど自じ分ぶんでもわかるくらい、声こえがふるえちゃってた。

（せめて、マフラーくらい持もってくればよかったなぁ……）

　すこしでも風かぜをよけたくて、首くびを引ひっこめていると。

　ふいに、ぱさりと、肩かたにぬくもりを感かんじる。

「……えっ!?」

　ワンテンポおくれて、それが冴さえ木きくんの着きていたチェスターコートだって気きがつく。

　となりを見みると、冴さえ木きくんは寒さむそうに肩かたをちぢめて、ポケットに手てをつっこんでいる。

「い、いいよ！　冴さえ木きくんが寒さむいでしょ！」

「いや……俺おれ、意い外がいと暑あつがりだし……」

「ううん、寒さむがりなの知しってるもん！　体たい育いくのときだってクラスでさいしょに長なが袖そで着きてたし！　今いまだって、すごい寒さむそうな顔かおして──」

　ぎゅっ

　足あしを止とめて上うわ着ぎをぬぎだすわたしの手てに、冴さえ木きくんの手てがかさなる。
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「こういうときくらい、かっこつけさせてよ」

　わたしの顔かおを正しょう面めんからのぞきこむ、こまったような笑え顔がお。

　ぼんっと、思し考こう回かい路ろがはじけとぶ。

（そ、その顔かおはズルイよ～～～～～っ！）

　なにも言いえなくなって、その場ばに固かたまっていると。

　冴さえ木きくんはもう一いち度ど、わたしの肩かたに上うわ着ぎをかけなおしてくれた。

「自じ分ぶんが寒さむいより、秋あき吉よしが寒さむがってるのをだまって見みてるほうがキツイんだ。……絵えのことも、ずっと気きになってて。苦くるしんでる姿すがたを見みてるのに、なにもできないのがくやしかった。俺おれ、秋あき吉よしには、もっと頼たよってほしいんだ。できるかぎり、力ちからになりたい」

　じわっと、目めの奥おくが熱あつくなった。

　力ちからになりたいって冴さえ木きくんの言こと葉ばが、うれしくて。

　やばい。このままだと本ほん当とうに泣ないちゃいそう。

「わ、わわ、わかった！　ありがとう！　じゃあ、駅えきにつくまで借かりるね！」

　アタフタと目めをそらして、歩あるきだす。

「家いえまで着きて帰かえっていいよ」

「それはさすがに！　ママに、説せつ明めいしづらいというか……」

「うーん。じゃあ、家いえの前まえまで送おくって、そこで返かえしてもらうっていうのは？」

「えっと……」

　家いえまで、送おくってくれるんだ。

　はずかしさとうれしさが、まぜこぜになってわきあがってくる。

「そ、それでお願ねがいします……」

　冴さえ木きくんは、「うん」と、うれしそうにうなずいた。




　歩あるいてても、ドキドキがおさまらない。

　すこしサイズの大おおきなコート。

　かすかに冴さえ木きくんのにおいがして。

（……はぁ）

　家いえに着つくまでに、心しん臓ぞうがどうにかなっちゃいそう。

（なにか、なんでもいいから話はなそう。話はなしてないと落おちつかないもん……）

　話わ題だいを考かんがえながら、ちらり、となりを見みると。

「この前まえ、サツキが会あいに来きたことだけど」

　先さきに、冴さえ木きくんが切きりだした。

「俺おれ、本ほん当とうにＳＳＳトリプルエスにもどる気きなんかないから。不ふ安あんにさせちゃったかもしれないけど、信しんじてほしい。俺おれはソライロのみんなと……秋あき吉よしと、動どう画がをつくりたいんだ」

　ふし目めがちに言こと葉ばをつづける冴さえ木きくん。

　わたしは、だまったまま耳みみをかたむける。

「だいたい、サツキがひとりで勝かっ手てに言いってるだけなんだよ。仮かりに俺おれがもどると言いったところで……シュウが許ゆるすわけない」

　その言いい方かたに、すこしひっかかるものがあった。

　シュウさんが許ゆるさないって、どういうことだろう？

「……シュウさんと、昔むかし、なにがあったの？」

　思おもいきって聞きくと、冴さえ木きくんはすこしの間あいだだまりこんだ。

　ＳＳＳトリプルエスは、なぜ解かい散さんになったのか。

　前まえに、シュウさんは、「アオイが裏うら切ぎったから」と言いっていたけど。

　アオイさんからは、まだ事じ情じょうを聞きけてないんだ。

　しばらくして、冴さえ木きくんは意いを決けっしたように、短みじかく息いきをすいこんだ。

「あいつの本ほん名みょうってさ、冴さえ木き朱しゅ雨うっていうんだ」

　冴さえ木き、シュウ？

　さえき…………？

「いとこなんだ、俺おれたち」

　反はん射しゃ的てきに、「えぇっ!?」と声こえが出でた。

　冴さえ木きくんとシュウさんが、いとこ!?

　びっくりしたけど……言いわれてみると、なるほどと腑ふに落おちる。

　そういえばふたりの雰ふん囲い気きは、どこか似にてる気きがする。

　背せが高たかくて、スタイルがよくて。

　クールで涼すずしげな目め元もとなんか、そっくりかも。

「昔むかしはおたがい家いえが近ちかくて、サツキと三人にんでよくいっしょに遊あそんでた。サツキは、小ちいさいころからずっと、歌か手しゅになるのが夢ゆめでさ。じゃあ俺おれたちがデビューさせてやるよって、ピアノを習ならってた俺おれとシュウで、遊あそびで作さっ曲きょくをはじめたんだ。……それが、ＳＳＳトリプルエスのはじまり」

　その言こと葉ばに、またびっくりする。

　＆アンドＳエスが結けっ成せいされたのが二年ねん前まえだから、ＳＳＳトリプルエスのはじまりは、そのさらに前まえ……。

「じゃあ、冴さえ木きくんは四年ねん生せいのころにはもう、作さっ曲きょくをしてたってこと？」

「シュウのマネしてただけで、はじめは、作さっ曲きょくって呼よべるほどのものじゃなかったけどね。それでも、三人にんで動どう画がをつくるのは楽たのしかったし、ネットを通とおしていろんな人ひとたちに自じ分ぶんの曲きょくを聴きいてもらえるのもうれしかった。あのころは、『いつか世せ界かい中じゅうの人ひとに俺おれの曲きょくを聴きいてもらうんだ！』なんて夢ゆめ見みて、毎まい日にちワクワクしてたよ」

　懐なつかしむように目めを細ほそめる冴さえ木きくん。

　その横よこ顔がおを見みていると、胸むねが、チクリと痛いたくなる。

（冴さえ木きくんにとって、ＳＳＳトリプルエスはとても大たい切せつな場ば所しょだったんだろうな……）

　だからこそ、今いまの冴さえ木きくんがいて、アオイさんがいる。

　ＳＳＳトリプルエスは、アオイさんの音おん楽がくの原げん点てんなんだ。

「……『ヒマワリ』は、アオイさんがつくった曲きょくなの？」

　ずっと気きになってたことを聞きいてみた。

　冴さえ木きくんはうつむいて、小ちいさくうなずく。

「……ヒマワリは、俺おれがＳＳＳトリプルエスで最さい後ごにつくった曲きょく。はじめて、編へん曲きょくまで自じ分ぶんでやったんだ」

　やっぱり、アオイさんの曲きょくだったんだ。

　うれしいような、ちょっぴり複ふく雑ざつな気き持もちで、胸むねに手てを当あてる。

　ずっと聴きいていたくなる、やさしくて、きれいなメロディー。

　あの曲きょくは、たぶん……だれかに向むけてつくられた曲きょくなんじゃないかと思おもう。

　大たい切せつな人ひとにつたえたいメッセージ。

　そんな強つよい想おもいがこめられているからこそ、遊ゆう園えん地ちで演えん奏そうしたあのとき、あんなにも大おお勢ぜいの人ひとの心こころをうったんだ。




「……でも。ぜんぶ、終おわったことだから」

　冴さえ木きくんがぽつりと言いう。

「俺おれがめざすものと、シュウがめざすものはちがってた。シュウが求もとめたのは、とにかく人にん気きを得えること、プロになること。音おん楽がくを道どう具ぐみたいに使つかってでも、その目もく標ひょうに向むかってつきすすんでた。だけど……俺おれは、そういう風ふうに音おん楽がくをつくりたくなかったんだ」

　深ふかい悲かなしみに満みちた表ひょう情じょう。

　さみしそうで、つらそうで。

　心しん配ぱいになって声こえをかけようとすると、冴さえ木きくんはそれを察さっしたのか、

「大だい丈じょう夫ぶ」

　と強つよい口く調ちょうで言いった。

「もういいんだ。ＳＳＳトリプルエスはとっくの昔むかしに解かい散さんした。シュウとサツキはふたりで夢ゆめを叶かなえてるし、俺おれだって、ソライロという大たい切せつな場ば所しょを見みつけた。……今いまさらもどるなんて、ありえないよ」

　冴さえ木きくんは、「もうこの話はなしは終おわり」と言いって、前まえを向むく。

　わたしはそれ以い上じょう、なにも聞きけなかった。




　冴さえ木きくんの頑かたくなな態たい度どは、もしかすると、本ほん心しんをかくすための裏うら返がえしなのかもしれない。

　ふと、そんな考かんがえが頭あたまをよぎった。

　一いち度どうかんだ疑うたがいは、白しろい布ぬのにぽたりと落おちた墨すみのように、じわじわと心こころの中なかに広ひろがっていく。

（もしかしたら、冴さえ木きくんは……迷まよってるんじゃないかな？）

　わたしに心しん配ぱいをかけないように、何なん度ども否ひ定ていしてるけど。

　サツキさんの言こと葉ばが本ほん当とうなら、ＳＳＳトリプルエスが解かい散さんする原げん因いんとなったシュウさんとのいさかいは、誤ご解かいで。ちゃんと話はなし合あえばもとにもどれるかもしれない。

　じゃあ、もし、シュウさんが許ゆるすと言いったなら？

（──冴さえ木きくんは、ＳＳＳトリプルエスに、行いっちゃう……？）

　悪わるい想そう像ぞうに、ぞくっと背せ筋すじがつめたくなった。

　すぐに頭あたまを強つよくふる。

　冴さえ木きくんが……アオイさんがソライロからいなくなるなんて、考かんがえられない。

　それだけは、ぜったいに嫌いやだ。

　──もっと頼たよってほしいんだ。できるかぎり、力ちからになりたい。

　さっき言いってくれたこと。わたしも、おなじ気き持もちなんだ。

　彼かれの力ちからになりたい。なにかいい解かい決けつ方ほう法ほうが、きっとあるはず。

　苦くるしんでる冴さえ木きくんのために、わたしができること……。




　──このままソライロにいることが……本ほん当とうに、アオイのためになる？




　サツキさんの言こと葉ばが、頭あたまのなかでしずかにひびいた。








15　ソライロ・クリスマスパーティー






「メリークリスマース！」

　四人にんのグラスが、キンときれいな音おとでぶつかりあう。

　なみなみと注つがれたメロンソーダを、いっせいに一ひと口くち飲のんで。

　みんなで、同どう時じに「ぷはーっ！」。

「やっぱ、動どう画が完かん成せいのお祝いわいっつったらコレだよな～！　なにげに、四人にんで面めんと向むかってのカンパイは初はじめてじゃねーか？」

「あ、そういえばそっか！」

「アオイさんとは、いつもメッセージでやりとりをしながらでしたものね」

「奏そう太た、初はつの四人にんカンパイ記き念ねんだ！　もう一いっ回かいカンパーイ！　カンパイカンパーイッ!!」

「ちょっ……なんかコウスケ先せん輩ぱい、ヨッパライみたいですよ……」

　みんなでワイワイ言いいながら、テーブルにずらりとならんだお料りょう理りをいただく。




　今日きょうは、りーちゃんのお家うちにおよばれして、ソライロ四人にんのクリスマスパーティー！

　午ご前ぜん中ちゅうからあつまって、みんなでお部へ屋やのかざりつけをして。

　お昼ひるちょうどに、パーティースタート！

　新しん作さく動どう画が『青あお空ぞらのメリーゴーランド』の上じょう映えい会かいからはじまり、完かん成せい祝いわいのカンパイ。

　開かい始し早そう々そうから、大おお盛もり上あがりだ。

「いや～、めちゃくちゃいい動どう画がだな！　とくに、オレの最さい後ごのビブラート！　おまえらちゃんと聴きいたか？　余よ韻いんがちがうだろ、余よ韻いんが！　な、奏そう太た！」

「ロングトーンがまったくブレなくて、さすがだなと思おもいました」

「へへっ、だろ～!?」

「曲きょくもイラストもぴったり合あってますものね。いっちーさんのハリネズミさんかわいすぎです！」

「ありがとう！　でも、まさかアニメみたいにうごかしてくれるとは思おもわなかった！　りーちゃんの編へん集しゅう、本ほん当とうにすごいよ！」

　クリスマスとはいえ、四人にんであつまると、やっぱり動どう画がの話はなしになっちゃう。

　新しん作さくの動どう画がをくりかえし見みながら、ここがスゴイとか、あれは大たい変へんだったとか、動どう画がトークに花はなが咲さく。

　動どう画がが完かん成せいして、みんなでよろこびを分わかちあうこの時じ間かんは、何なん度ど体たい験けんしても、カクベツに幸しあわせなひとときだ。




「なぁ！　ほかのクリスマス企き画かくの動どう画がも流ながしてみようぜ！」

　コウスケ先せん輩ぱいがチキンをかじりながら言いった。

「いいですね。タグのついてる動どう画がをランダム再さい生せいしましょうか」

　すぐに、りーちゃんが画が面めんを操そう作さしてくれる。

　ワク動どうのクリスマス企き画かくは、動どう画がに「＃ワク動どうクリスマス」ってタグをつけて、期き間かん中ちゅうに動どう画がを投とう稿こうするというもの。

　いろんなジャンルの動どう画が投とう稿こう者しゃたちが、クリスマスをテーマに続ぞく々ぞくと動どう画がを投とう稿こうして、ワク動どうのサイト全ぜん体たいがお祭まつりムードで盛もり上あがってるんだ。

　庭にわに巨きょ大だいなイルミネーションを組くみ上あげるＤディーＩアイＹワイ動どう画がや、ワンちゃんが「お手て」で卓たく上じょうベルを鳴ならして「ジングルベル」を演えん奏そうする、ほのぼのチャレンジ動どう画が。

　踊おどり手てさんたちがコラボした、ダンス動どう画がもある。

「うわ～、この動どう画が、もう一〇〇万まん回かい再さい生せいされてるぞ！」

「ほんとだ！　まだ、公こう開かいから一週しゅう間かんも経たってないのに」

「豪ごう華かコラボですものね。人にん気きの踊おどり手てさんが勢せいぞろいで、クリスマス企き画かくならではって感かんじです！」

　つぎつぎにおもしろい動どう画がが再さい生せいされて、みんな、お料りょう理りそっちのけで夢む中ちゅうになる。

　いつも音おん楽がく動どう画がばかり見みてるけど、こうしてほかのジャンルの動どう画がを見みるのも、新しん鮮せんで面おも白しろい。

「そういや、アンエスも去きょ年ねんはクリスマス企き画かくに参さん加かしてたよな」

　コウスケ先せん輩ぱいが、ふと思おもい出だしたように言いった。

「ちょうど人にん気きが出ではじめたころでさ。あっというまに一〇〇万まん回かい再さい生せいに到とう達たつして、すげービビった記き憶おくがあるなぁ」

「『ＳＮＯＷスノー　ＷＨＩＴＥホワイト』ですよね。流ながしてみましょうか！」

「いいな！　見みようぜ」

　盛もり上あがるふたりの横よこで、わたしはすこし複ふく雑ざつな気き持もちでいた。

　軽かろやかなピアノのイントロとともに、大おおきな画が面めんいっぱいにあらわれるサツキさんの顔かお。

　雪ゆきの妖よう精せいみたいな白しろい衣い装しょうを身みにまとい、赤あかいリンゴを手てに歌うたいだす。

　＆アンドＳエスらしい、ファンタジーと現げん実じつが入いり交まじった、不ふ思し議ぎな世せ界かい観かんの動どう画が。

　つい、引ひきこまれるように見み入いってしまう。

「うわ！　これ、もう三〇〇万まん再さい生せい超こえてんのか！」

「さ、三〇〇万まん!?」

　びっくりしてさけんじゃった。

（やっぱり……すごいな、アンエスは）

　一いっ生しょう懸けん命めいに追おいかけても、その背せ中なかはどんどん先さきへ行いってしまう。

　一〇〇万まん回かい再さい生せいは、ソライロみんなの夢ゆめ。

　動どう画がを一いっ本ぽん投とう稿こうするたび、すこしずつではあるけど再さい生せい回かい数すうも増ふえてきて。

　一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ、夢ゆめに向むかって頑がん張ばってるところなんだ。

　……でも、＆アンドＳエスは、一年ねん前まえの動どう画がが、すでに三〇〇万まん回かいを超こえてる。

　厳きびしい現げん実じつをつきつけられたような気き持もちになった。

（一年ねん後ご……ソライロは、アンエスみたいになれるのかな？）

　ソライロはソライロで、＆アンドＳエスは＆アンドＳエス。

　おなじようになる必ひつ要ようはないって、頭あたまではわかってるけど……。

　ネガティブな気き持もちが、じわりと胸むねにせりあがってくる。

　わたしはこれから先さきも、ずっと、みんなといっしょに動どう画がをつくっていきたい。

　動どう画がをつくる楽たのしさを、「大だい好すき」って気き持もちを、たくさんの人ひとにつたえたい。

　そう、心こころの底そこから思おもってて。

　みんなも、同おなじ気き持もちでいてくれてるって感かんじられることが、うれしかった。

　──だけど。

　ある考かんがえが、ずっと、頭あたまからはなれないんだ。




　もし、ソライロにいることが、アオイさんにとって「１００％パーセントの選せん択たく」じゃないとしたら？




　アオイさんは……冴さえ木きくんは、ソライロを本ほん当とうに大たい切せつに思おもってくれてる。

　だから、自じ分ぶんから「ＳＳＳトリプルエスにもどりたい」と口くちにすることはぜったいにないだろうし、わたしたちが「嫌いやだ」といえば、そのとおりにしてくれると思おもう。

　でも、もし。もしもだけど。

　ＳＳＳトリプルエスにもどりたい気き持もちが、ほんのすこしでもあるとしたら。

　ＳＳＳトリプルエスの解かい散さんは、冴さえ木きくんが望のぞんだ結けっ果かじゃなかったんだとしたら。

　冴さえ木きくんの昔むかしからの夢ゆめが、「大おお勢ぜいの人ひとを自じ分ぶんの音おん楽がくで笑え顔がおにすること」なら……。




　ソライロの存そん在ざいが、冴さえ木きくんの未み来らいを邪じゃ魔ましてることにならないかな？




　ずきんっ

　鋭するどい胸むねの痛いたみをこらえるように、ぐっと下した唇くちびるをかむ。

　──わかるでしょ？　アオイの音おん楽がくは、もっとたくさんの人ひとに聴きかれるべきだって。

　──このままソライロにいることが……本ほん当とうに、アオイのためになる？

　サツキさんの言こと葉ばが、頭あたまをぐるぐるまわる。

　みとめるのが怖こわい。

　でも、考かんがえずにはいられない。

　冴さえ木きくんがいちばん輝かがやける場ば所しょは……ソライロじゃないのかもしれないって。







「えぇっ!?」

　とつぜん、りーちゃんが悲ひ鳴めいのような声こえをあげた。

　わたしは、われにかえって目めを上あげる。

　りーちゃんは、手ての中なかの携けい帯たいを食くい入いるように見みていた。

「どうした、リイコ。なんかあったのか」

　絶ぜっ句くしたままうごかないりーちゃんを心しん配ぱいして、コウスケ先せん輩ぱいが横よこから手て元もとをのぞきこむ。

「……はぁ!?　な、なんだよコレ！」

「どうしたの？　ふたりとも」

　わたしは冴さえ木きくんと顔かおを見み合あわせると、席せきを立たってふたりの側そばへ行いく。

　画が面めんには、ニュースサイトの記き事じが表ひょう示じされていた。





『＆アンドＳエス解かい散さん危き機き！』

『人にん気きグループが内うち輪わもめ』

『関かん係けい修しゅう復ふくは難むずかしいか？』






　目めにとびこんできたのは、そんな衝しょう撃げき的てきな言こと葉ばだった。

（解かい散さん……アンエスが？　なんで……？）

　急きゅうな話はなしすぎて、頭あたまが混こん乱らんする。

「記き事じではあくまでウワサとして書かかれていますが……なにか、シュウさんとサツキさんの意い見けんが決けっ定てい的てきに食くいちがう出で来き事ごとがあったみたいですね……」

　りーちゃんの言こと葉ばにハッとする。

　この前まえ、遊ゆう園えん地ちの帰かえりにサツキさんから聞きいた話はなし。

　アニメ映えい画がの主しゅ題だい歌かタイアップと、ニューアルバムリリースにあたって、あたらしい作さっ曲きょく師しを探さがしてるって言いってた。

　サツキさんは冴さえ木きくんをさそってたけど、たぶん、シュウさんはそれに反はん対たいしてるんだ……。

　そっと横よこを見みると。

　冴さえ木きくんは青あおざめた顔かおで、じっと画が面めんを見みつめていた。




「なんだよ、解かい散さんって！　オレ、ぜったいイヤだ！」

　コウスケ先せん輩ぱいがさけぶ。

「人にん気き者もので、プロデビューもして、動どう画がはぜんぶ一〇〇万まん回かい再さい生せいされて……それで解かい散さん？　ソライロはまだ、アンエスに一いち度ども勝かててないのに。意い味みわかんねぇ……解かい散さんなんてみとめねーぞ！」

　こぶしをふるわせるコウスケ先せん輩ぱい。

　りーちゃんは、あわてたように携けい帯たいを操そう作さする。

「シュウさんに連れん絡らくしてみましょう。ネットのウワサにはウソが多おおいですから。……コウちゃん、連れん絡らく先さき知しってるんでしたよね」

「そうだよな！　とにかく本ほん人にんの口くちから聞きかねーことには……」

「──いや。それはやめてほしい」

　冴さえ木きくんが言いった。

　みんな、おどろいてそちらを見みる。

「むこうの問もん題だいはむこうの問もん題だいだ。俺おれたちが口くちを出だすことじゃないよ」

「そりゃ、そうかもしれねーけど……」

「俺おれは……俺おれたちはソライロだ。よそのサークルなんて関かん係けいない。＆アンドＳエスが解かい散さんしようが、どうでもいい」

　いつにない強つよい口く調ちょう。

　冴さえ木きくんは感かん情じょうを押おしこめるように、固かたくこぶしをにぎっている。




　ふいに、みんなの声こえが、すうっと遠とおくなった。

　クリアに聞きこえるのは、自じ分ぶんの心こころの声こえだけ。

（わたしがいちばん後こう悔かいするのは、ソライロを失うしなうこと……そう、思おもってたけど……）

　それ以い上じょうに失うしないたくないものが、ひとつだけあった。

　それは──アオイさんの音おん楽がく。

　はじめて聴きいたとき、一いっ瞬しゅんで世せ界かいが変かわるほどの衝しょう撃げきだった。

　曲きょくに「恋こいする」って感かん覚かくを、はじめて知しって。

　毎まい日にちあきずに、くりかえし聴きいて。そのたび、元げん気きや勇ゆう気きをもらって。

　これから先さき、一いっ生しょう忘わすれることのない、大たい切せつな気き持もちを教おそわった。

　だけど……。

　わたしが大だい好すきなアオイさんの音おん楽がくを育そだてたのは──ＳＳＳトリプルエスだ。

　わたしにとってのアオイさんが、アオイさんにとっては、サツキさんとシュウさんなんだ。

　失うしなって、平へい気きなはずがない。

　どうでもいいなんて……ウソに決きまってるよ。




「＆アンドＳエスの解かい散さんが本ほん当とうなら……それを止とめられる人ひとが、ひとりだけいる」

　わたしは、そっと重おもい口くちをひらいた。

　みんなの視し線せんがわたしにあつまる。

　冴さえ木きくんと目めが合あうと、胸むねの奥おくが焦こげつくみたいに、じりじりと痛いたんだ。

（本ほん当とうは、言いいたくない。でも……）

　奥おく歯ばをぐっと噛かんで、あふれそうになる感かん情じょうを必ひっ死しに押おしこめる。

「……冴さえ木きくん。＆アンドＳエスのふたりに会あって、過か去この誤ご解かい、ちゃんと解とくべきだと思おもう」

[image: ]

　大おおきく目めを見みひらく冴さえ木きくん。

　りーちゃんとコウスケ先せん輩ぱいは、不ふ思し議ぎそうに首くびをかしげる。

「過か去この誤ご解かいって、なんの話はなしだ？」

「……ごめん。みんなに、だまってたことがある」

　冴さえ木きくんは苦くるしげな表ひょう情じょうのまま、ふたりに事じ情じょうを説せつ明めいした。

　しん、としずまりかえる部へ屋やの中なか。

　ふたりは、とまどった表ひょう情じょうで冴さえ木きくんを見みている。

「心しん配ぱいしないで。ＳＳＳトリプルエスにもどる気きなんて、本ほん当とうにないんだ。俺おれはもう……」

「でも、このまま＆アンドＳエスが解かい散さんしちゃったら、冴さえ木きくん、ぜったい後こう悔かいすると思おもう！」

　わたしは、強つよい口く調ちょうで冴さえ木きくんの言こと葉ばをさえぎった。

「だって……冴さえ木きくんが作さっ曲きょくをはじめたのは、サツキさんの夢ゆめを叶かなえるためだったんでしょ？　このままだと、サツキさんはせっかく叶かなえた夢ゆめを失うしなうことになる。今いま、サツキさんのことを助たすけてあげられるのは……冴さえ木きくんしかいないんだよ！」

　自じ分ぶんの言こと葉ばが、胸むねをつきさす。

　冴さえ木きくんが＆アンドＳエスのふたりに会あったら。シュウさんと仲なか直なおりしたら。

　冴さえ木きくんは、本ほん当とうにＳＳＳトリプルエスにもどってしまうかもしれない。

　でも、それでも……！

　どくん、どくん

　悲ひ鳴めいのようにきしむ心しん臓ぞうの音おと。

　ガタガタとふるえる体からだ。

　そのすべてをふりはらうように、ありったけの力ちからでこぶしをにぎって。

　わたしはついに、そのひとことを口くちにした。

「わたしは……冴さえ木きくんがいちばん輝かがやける場ば所しょで、音おん楽がくをつくってほしいんだ」

　ぐっとあごをあげて、冴さえ木きくんを見みる。

　泣ないたりしない。後こう悔かいもしない。

　だって。

　アオイさんの音おん楽がくを守まもるために、今いま、わたしにできることは──これしかないんだから。




　冴さえ木きくんは、しばらく、じっとだまりこんでいた。

　わたしの目めをまっすぐに見みる、茶ちゃ色いろがかった瞳ひとみ。

　彼かれがなにを考かんがえているのか、なにを感かんじているのか、わたしにはわからない。

　でも──その瞳ひとみの奥おくに、強つよい決けつ意いの色いろがうかんだのだけは見み逃のがさなかった。

　冴さえ木きくんが息いきをつく。

　わたしを見みつめたまま、ゆっくりと口くちをひらく。




「──わかった」




　かすれた声こえで言いった冴さえ木きくんの顔かおを、わたしはもう、見みることができなかった。








あとがき






　こんにちは、一いちノの瀬せ三み葉よです！

　ソラプロ、ついに衝しょう撃げきの事じ実じつが発はっ覚かく!!

　一巻かんを書かきはじめたときから、担たん当とうさんと「ネタばらしのタイミングが難むずかしいですね～！」と相そう談だんしていたので、ここまで無ぶ事じに書かくことができてホッとしています。

　五巻かんを読よんだみんなの感かん想そうが気きになるな～っ！

　びっくりした？　それとも予よ想そうが当あたった？

　お手て紙がみや、つばさ文ぶん庫こ公こう式しきサイトへのコメント、お待まちしてます！




　さて！　今こん回かいのお話はなしでは、一いち歌かたちが栃とち木ぎ県けん日にっ光こう市しへ修しゅう学がく旅りょ行こうに出でかけました。

　じつは私わたしが卒そつ業ぎょうした小しょう学がっ校こうも、修しゅう学がく旅りょ行こうの行ゆき先さきは日にっ光こう！

　時じ期きも六年ねん生せいの十一月がつごろだったので、一いち歌かたちといっしょです。

　これはもう、当とう時じのことを思おもい出だしながら書かくっきゃないな！　と、はりきって原げん稿こうにむかったのですが……。悲かなしいことに、十数すう年ねん前まえ（くわしく言いうと年ねん齢れいがバレるので内ない緒しょです）の記き憶おくとなると、さすがにあやふやで、全ぜん然ぜんイメージがわかない。

　ということで、三巻かんのワク動どうフェスに引ひき続つづき、日にっ光こう東とう照しょう宮ぐうへ取しゅ材ざいに行いってきました！

　東とう照しょう宮ぐうでは、二〇一三年ねんから「平へい成せいの大だい修しゅう理り」という建たて物ものの修しゅう復ふく事じ業ぎょうがはじまり、陽よう明めい門もんは二〇一七年ねんに工こう事じが完かん了りょうしたそうです。私わたしが行いったのは二〇一八年ねんなので、まさに修しゅう復ふくしたて！

　つるつるピカピカの、真まっ白しろな陽よう明めい門もんを見みることができました。

　ちなみに、東とう照しょう宮ぐうのはじまりは、江え戸ど時じ代だい初しょ期き（一六一七年ねん）だそうで。

　江え戸どの人ひと々びとも、陽よう明めい門もんを見み上あげて同おなじように感かん動どうしていたのかなぁ。

　そして、今いまから四百年ねん後ご、ハイテク化かした都と市しに住すむ未み来らい人じんさんたちも、同おなじように陽よう明めい門もんを見み上あげて感かん動どうするのかなぁ。

　なんて、しみじみと歴れき史しを感かんじた旅たびでした。

　そうそう！　見けん学がく中ちゅう、まさに小しょう学がっ校こうの修しゅう学がく旅りょ行こう生せいさんたちに出で会あえたんですよ～！

（あのなかに、ソラプロ読どく者しゃの子こはいるかな？　いたらいいな！）

　なんて思おもいながら、つい、じ～っと見みてしまいました。完かん全ぜんにあやしいおばさん（お姉ねえさん）でした。ごめんなさい！（笑わらい）

　みんなの学がっ校こうは、修しゅう学がく旅りょ行こうでどこへ行いく（行いった）？

　感かん動どうした景け色しきや、先せん生せいにはナイショの消しょう灯とう後ごエピソードなど、ぜひぜひおしえてください！




　そして、最さい後ごにお知しらせです！

　二〇一九年ねん三月がつ二十二日にちに、集しゅう英えい社しゃみらい文ぶん庫こから『チーム怪かい盗とうＪＥＴジェット』という本ほんを出ださせていただきました！

「カゲがうすい体たい質しつ」に悩なやむ地じ味み系けい女じょ子しが、イケメン男だん子したちと怪かい盗とうチームを組くんで大だい活かつ躍やくする、ドキドキの怪かい盗とうコメディ！　よかったら、チェックしてみてね♪

　もちろん、ソラプロ六巻かんも、どうぞお楽たのしみに！




　ではでは、また次つぎの物もの語がたりでお会あいしましょう☆




＊一いちノの瀬せ三み葉よ先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！


〒１０２─８０７８　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み１─８─19




株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　一いちノの瀬せ三み葉よ先せん生せい係がかり
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一ノ瀬三葉／作

おうし座のＯ型。東京都在住。2016年、『トツゲキ!?　地獄ちゃんねる』で第４回角川つばさ文庫小説賞一般部門大賞を受賞し、デビュー。好きな仕事中のおやつはカリカリ梅。




夏芽もも／絵

神奈川県在住のイラストレーター・漫画家。1月30日生まれの水瓶座Ｂ型。好きな食べ物はメロンと冷麺。少女漫画をよく読みます。
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